
昭和37年9月15日第三種邸便物認可 三菱電槻技報 70巻11号（通巻786号） 1996年11月25日発行（毎月 1回25日発行） 技術がつくる高度なふれあいSOCIO-TECH

I¥IIITCI I口ICI
■-■■ ■ ~ 

三菱電機技報 Vol.70No.11 
特集“昇降機・ビルシステム・ビル設備'’

,'‘ 

、

＼
ノ

"'' 

）
 

ロ・ロ．．四

.1 

ISSN 0369-2302/CODEN:MTDNAF 



三菱電機技報 Vol. 70 No. 11 1996 
特集“昇降機・ビルシステム・ビル設備”

目次

特集論文

昇降機・ビルシステム・ビル設備特集に寄せて ・・・・・・・・・・・・・ • • ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・・・・・・ • 1 
杉村洋二

昇降機・ビルシステム・ビル用電源設備・大型映像の現状と展望………………• 2 
加藤芳ttli．武間隆治・保坂敏徳

中低速釆用エレベーター“グランディ”のモデルチェンジ……・………・ • ・ ・ ·……• B 
安藤宏・木村宣仁・森顕伸

新ホームエレベーター “WELLウェルファミリー”.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ • 1 4 
本田武信・久保田猛彦・戸田不二雄・村田一正

ニューラルネット応用群管理システム “AI-2100N" .................................... za 
匹田志朗・天野雅章・岩田雅史

エレベーター用フルカラー新塗装システム “MELART" ……………………… •26 
富長智徳・牧野克己・斎藤雅行・広瀬悦子

エレベーター専用エアコン・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・ 31 

門井明宏・山本和美•岡島次郎・千原 弘・大浦修司

昇降機オーダ設計ネッ トワークシステム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • 3 6 
市岡洋一•平田政信・長谷川雄一・富田 喬

三菱統合化ビルオートメーションシステム “MELBAS"
及び三菱ビル遠隔管理サービスシステム“メルセントリー” ……………… ••41 
宮川 有・杉浦 了・上田隆美•福田浩士・高部克則

個人識別端末の充実したビルセキュリティシステム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • 47 
松岡正人・横田和典•藤原秀人

非常電話機能を糾み込んだ三菱ビル内通信システム “MELSTAR"シリーズ ••51 
宮木一郎・山本賢三・成富琢ニ・阪田 哲

パワーマネジメントソリューション対応無停電電源装岡・・…・ • •…·……·……..・・・ •57
本城健ニ・山下智行・寺澤克彦・柳原康慈

ビル用自家発電設備のデイジタルコントーラ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • ・ • 62 
平野大痔・洒井滝夫・柴原千歳・村田太司

戸田競走場納め映像情報トータルネッ トワーク ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • 67 
峯友清t導•吉窪徳典・芳賀昭弘

蓄熱空調システム・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・ 72 

川島正満•宮本守也・早川秀祐

特許と新案

「画像変換処理装置」「インバータ出力遁圧誤差の補正装置」……………………… •79

「エスカレータ装置」．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・BO

スポットライト

磁気遮断器更新用真空遮断器シリーズ拡大．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ • 7 7 

オンボードフラッシュメモリライタ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • 7 8 

IS09000内部品質監査システム‘'自審策”.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ • B 1 

三菱グラフィックシステムノゞッケージ ‘'PreSerV" ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・B2 

＝ジも大型映像表示装置オ一冬 ーロフビジョン “HGモジュフー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ B 3 

ノゞワー排気カセッ ト形ロスナイ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・84 

大容屈・インテリジェントUPS"MELUPS9200Z"シリーズ ………………（表 3)

c 1996 Mitsubishi Electric Corporation, printed in Japan 

表紙

ビル事業関連製品群

昇降機ビルシステム，ビル用電源装

罹及び大型映像システムは， ビル内での

快適環境の創出に役立っている。三菱電

機（掬では，最新の技術を適用した多くの

特長あるこれらビル事業関連製品を提供

している。

表紙は， “OAPタワーズ納めエレベー

ターかご室＂ （写真①）， “MELART" 

によるエレベーター乗場扉のフルカラー

塗装仕上げ例（写真②）， “OAPタワーズ

納め三袋統合化ビルオートメーションシ

ステム’'（写真③），“新形72/84kVキュ

ービクル形ガス絶緑開閉装置”（写貞

④)， “MELUPS9200Zシリーズ静止形
無停電電源装憐(UPS)"（写真⑤），

"4,000kVAガスタービン発電機＇（写真

⑥)，及び“大阪プール納めオーロラビジ

ョンHG”（写真⑦）を示す。

三菱電機技報に掲載の技術論文では，

国際単位"S|”〔SI第 2段階（換算値方式）

を基本〕を使用しています。ただし，保

安上，安全上等の理由で，従来単位を使

用している場合があります。



アブストラクト

昇降機・ビルシステム・ビル用電源設備。大型映像の

現状と展望

加藤芳拇・武間隆治・保坂敏徳

三菱電機技報 Vol.70 ・No.I I・ p.2~7 (1996) 

三蕊屯機ではビル内に設間するシステム・機器の事業を数多く展間し

ている。

本稿では，エレベーター・エスカレーターを扱う昇降機関係， ビル管

狸・防災邪を扱うビルシステム関係，ビル内の屯源設備・大型映像筈を

扱うビル設備関係について現状と展望を述べる。

中低速乗用エレベーター“グランディ”のモデルチェンジ

安謀宏・木村宣仁・森顕伸

三菱電機技報 Vol. 70 ・No.I I • p.8~13 (1996) 

中低速釆用エレベーター“グランディ”のモデルチェンジを行った。

モデルチェンジでは，巻上モータ駆動制御の全ディジタル化，エレベー

ター制御lIIl路のシステムオンチップ化， リンクレスドア駆動装附などの

間発により，機器を小型・軽屈：化，構造を簡索化して， 1生能・信頼度を

-1i1高めることができた。また，多様化するビル用途と顧客ニーズに合

わせてデザイーンをil}ll新し，顧客の選択肢が広く，仕様対応力の高い製品

ラインアップとした。

新ホームエレベーター “WELLウェルファミリー”

本田武1言・久保田猛彦・戸川不二雄・村田一ll:

三菱電機技報 Vol.70 ・No.I I・ p.14~19 (1996) 

個人住宅用のホームエレベーター “WELL"の構造，デザイン等を

一祈したホームエレベーター “WELLウェルファミリー”を[iil発した。

このエレベーターは，設骰スペースがわずか0.68坪で，使いやすさと

住宅とのコーディネートを徹底的に追求した仕様で構成されている。低

価格でユーザに広く受け入れられる機能の標準装備化と，高級怠匠や二

方向11等の豊ぶなオプションも品ぞろえした。

ニューラルネット応用群管理システム “AJ-2100N"

匹田志朗・天野雅店・岩田雅史

三菱電機技報 Vol. 70 • No. I I。p.20~25(1996) 

現行のAI-2100に次ぐエレベーター群管理システムとして，ニューラ

ルネットを応用した群管理システム “AI-2100N"を開発した。その特

艮は， ビル内交通流の変化をニューラルネットを用いて判別することに

ある。これによって交通流の判別精度が向上でき，常に最適な運転パタ

ーンを選択して実施することができる。 AI-2100Nは，現行AI-2100と

比較して，混雑時における平均待ち時間10%,60秒以上の長待ち率20%

の改善率を逹成した。

エレベーター用フルカラ一新塗装システム “MELART" 

富長智徳・牧野克己・斎藤雅行・広瀬悦子

三菱電機技報 Vol.70 ・No.I I・ p.26~30 (1996) 

コンピュータグラフィックスで制作したフルカラー模様の原両を外蔀

染料でプリントし，エレベーターの釆場，かごの戸，及びかご室の壁パ

ネルに直接熱転写する新しい澄装システムを開発した。

このシステムでは，原両の修正やアレンジを自由に行うことができ，

透光性インクで表現しているため，透明感の高い深みのある質感が得ら

れた。

エレベーター専用エアコン

門井明宏・山本禾l]美・岡島次郎・千原 弘・大浦修司

三菱電機技報 Vol.70・No.ll •p.31~35 (1996) 

近年、エレベーターユーザの関心は，エレベーター乗車時の快適性の

一つである空気調利性能にもi主がれるようになってきている。しかし，

従米は一般のルームエアコンを使用していたため，必ずしも最適なシス

テムではなかった。そこで，エレベーターの最適空調システムとして，

エレベーター専用エアコンを開発した。

主な特長は， ドレン蒸散処理方式の採用による据付けと保守の省力化，

品質・性能及び実装性の向上が挙げられる。

昇降機オーダ設計ネットワークシステム

市岡洋一•平田政信•長谷川雄一・富田 喬

三菱電機技報 Vol. 70 ・No.I I • p.36~40 (1996) 

昇降機はビルの構成や顧客の要求によって晃なるので，オーダごとに

製品を設計している。このような昇降機のオーダ設計を製品の品質・機

能面から最適に行うために，本社・支社・代理店の仕様梢報システム

"ELEPLAN"と製作所の設計手配システム “MEDIAS"とを企業内通

侶ネットワーク “MELIT"を介して結んだ昇降機オーダ設計ネットワ

ークシステムを開発し，実用化した。

三菱統合化ピルオートメーションシステム “MELBAS"

及び三菱ビル遠隔管理サービスシステム“メルセントリー'’

宮川 有・杉浦 了・上田隆美•福田浩士・高部克則

三菱電機技報 Vol. 70 •No.I I • p.41~46 (1996) 

"MELBAS"及ぴ“メルセントリー”シリーズを約3年振りに一新し，

市場に投入した。この間の市場環境は大きく変化しており，それにこた

えるため，主に，統合化機能の強化，システム機器の省スペース化，更

新」こ事対応として拡張性の向上， ビル運常管理の高度化，効率化対応と

して設備管理機能の強化，操作性の向上，ユーザオープン化を図った。

個人識別端末の充実したビルセキュリティシステム

松岡正人・横田和典•藤原秀｝＼

三菱電機技報 Vol. 70 ・No.I I • p.47~50 (1996) 

個人認証手法の多様化などのニーズに対応するため，ビルセキュリテ

ィシステム “MELSAFETy"の新シリーズを開発した。新シリーズは，

小規模ビルから大規模ピルまでの対応をCシリーズに統合し，各種の個

人識別端末を充実させたことが大きな特長である。 MELSAFETY-Cシ

リーズのシステム概要を説明し，独自の照合方式と超小型指紋センサを

製品に反映させた小型指紋装附を中心に，特長ある個人識別端末の数例

を紹介する。

非常電話機能を組み込んだ三菱ビル内通信システム

MELSTAR シリーズ

宮木一郎・山本賢三・成富琢ニ・阪田 哲

三菱電機技報 Vol.70・No.ll •p.51~56 (1996) 

従米のディジタル屯子交換機 “MELSTAR"シリーズの機能に能美

防災（掬と共同で非常屯話対応機能を付加し， ビルにおける設備の高機能

ィヒ・ i'，・り付加価値化に対応可能とした。

非常屯話機能を付加することにより，大規模ビルにおけるビル内通信

システムのあらゆる機能が， MELSTARシリーズ主装置を1システム設

置することによって実現可能となった。
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Mitsubishi Oenki Giho: Vol. 7□, No. 11, pp. 31-35 (1996) 
An Air-Conditioner for Elevator Use 

by Akihiro Kadoi, Kazumi Yamamoto, Jiro Okajima, Hiroshi Chihara & Shuji O'ura 

In recent years. requirements for the air-conditioning of elevators have 
become increasingly important in ensuring a comfortable ride for users 
Up to now, the same air-conditioning units have been used for elevators 
as those used for rooms. However. these have not been the most suitable 
air-conditioning systems for elevator cars as they are not efficient in 
maintaining the optimum temperature. Mitsubishi Electric has success-
fully developed a special air-conditioning unit for elevators which fea-
tures a drainage evaporation system. This new unit can be easily in-
stalled, requires less maintenance than previous systems and has great-
ly improved quality and performance. 

Mitsubishi Denki Giho: Vol曇 70,No, 11, pp, 2-7 (1996) 

An Overview of Technologies for Elevators and Escalators, 

Power-Supply Equipment, Large-Screen Display Units and 

Building Management Systems 

by Yoshihiro Kato, Takaharu Takema & Toshinori Hosaka 

Mitsubishi Electric manufactures a wide range of electrical equipment 
and systems that support building operation_ This article surveys eleva-
tors and escalators, building management and fire-prevention systems, 
power-supply equipment, and large-screen display units 

Mitsubishi Denki Giho: Vol. 7□, No. 11, pp. 36-4□ (1996) 
A Network-Based Elevator Design and Manufacturing Support 

System 

by Yoichi lchioka, Masanobu Hirata, Yuichi Hasegawa & Takashi Tomita 

Elevators are always designed to order clue to the many variations in 
building configuration and customer preferences. To facilitate this proc-
ess, the authors have clevelopecl an elevator specifications design system 
(ELEPLAN) for use by elevator sales organizations, ancl a manufactur-
ing design support system (MEDIAS) for use at the elevator manufactur-
ing facility. The two systems are linked by Mitsubishi Electric's corpo-
rate information network (MELIT). 

Mitsubishi Denki Giho: Vol. 70, No. 11, pp. 8~13 (1996) 

Newly Remodeled GRANDEE Series of Elevators 

by Hiroshi Ando, Nobuhito Kimura & Akinobu Mori 

The newly remodeled GRANDEE low-and medium-speed elevators fea-
ture a fully digital traction-motor control system, system-on-chip eleva-
tor control circuitry and linkless door-drive units. These and other 
changes make the elevators lighter, more space efficient and structur-
ally simpler, while boosting performance and reliability. The elevators 
also feature an aesthetic makeover, with numerous options allowing 
customers to tailor models to specific requirements. 
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Mitsubishi Denki Giho: Vol. 7□, No. 11, pp. 41-46 (1996) 
MELBAS, an Integrated Building Automation System, and 

MELSENTRY, a Remote Monitoring and Management Service 

System for Buildings 

by Tamotsu Miyagawa, Sato『uSugiura, Takaharu Ueda, Hiroshi Fukuda & Katsunori Takabe 

Mitsubishi Electric has redesigned its MELBAS and MELSENTRY sys-
tems to meet current market requirements. The new systems feature 
greater_ integ_rati?n,_~nhanced ma:1age_m~nt'.unctions that provide more 
sophisticated and efficient control and simpler operation, user access to 
system functionality, reduced installation space, and expandable 
designs that support future upgrades 

Mitsubishi Denki Giho: Vol. 70, No. 11, pp. 14-19 (1996) 

WELL FAMILY Residential Elevators 

by Takenobu Honda, Takehiko Kubota, Fujio Toda & Kazumasa Murata 

Mitsubishi Electric has developed the WELL FAMILY as a series of ele-
va tors based on a redesign of the structure and aesthetics of WELL resi・
dential elevators. The new elevators can be installed within an area just 
2.24m汽aresimple to use and offer a variety of aesthetic design options. 
The low base cost, full set of standard functions, attractive design and 
special options such as dual doors have strong consumer appeal 

Mitsubishi Denki Giho: Vol. 70, No. 11, pp. 47-50 (1996) 

A Building Security System with Multiple Personnel 

Authorization Functions 

by Masato Matsuoka, Kazunori Yokota & Hideto Fujiwara 

Mitsubishi Electric has developed the MELSAFETY C Senes, a new 
加 ildingsec_uri~y.sy~te::1 which_supports a v~_riety of personne_l authori-
zation terminals including an ultracompact fingerprint recognition unit 
The new series provides scalable access control for buildings of all 
sizes. 

Mitsubishi Denki Giho: Vol. 70, No. 11, pp. 20-25 (1996) 

Al-2100N, A Neural-Network-Based Group Control System for 

Elevators 

by Shiro Hikita, Masaaki Amano & Masalumi Iwata 

Mitsubishi Electric has developed the Al-2100N elevator group control 
system, a neural-network-based successor to the Al-2100 system. The 
neural network serves to identify changes in building passenger traffic 
so that the best elevator operation pattern for current traffic flow is 
selected. Compared with the Al-2100, the average waiting time during 
heavy use is 10% shorter, and the occurrence of long waits (over 60s) 
has been reduced by 20% 
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Mitsubishi Denki Giho: Vol. 70, No. 11, pp. 51-56 (1996) 

The MELSTAR Series Building Communication System and its 

Emergency Telephone Function 

by lchiro Miyaki, Kenzo Yamamoto, Takuji Naritomi & Satoshi Sakata 

Mitsubishi Electric has supplemented its MELST AR Series digital 
exchange with emergency communication functions and support for 
building management and added-value services. The addition of emer-
gency communication functions makes it possible to implement all corn-
munication functions for an entire. hig.hrise building through a single 
MELSTAR installation. Communication support services for the sys-
tern will be provided through Normi Bosai Limited. 

間itsubishiDenki Giho: Vol. 70, No. 11, pp. 26-30 (1996) 

MEL ART, a New Full-Color Paint System for Elevators 

by Tomonori Tominaga, Katsumi Makino, Masayuki Saito & Etsuko Hirose 

Mitsubishi Electric has developed a new heat-transfer sublimation-dye 
paint system that enables full-color patterns for elevator landings, car 
walls and doors to be created on a computer and then transferred direct-
ly lo a finished surface. The system allows editing of the original 
graphic image, and transparent ink is used to create a sense of depth 
and q叫 ity會
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パワーマネジメントソリューション対応無停電電源装置

本城健ニ・山下智行・寺澤克彦・柳原康慈

三菱電機技報 Vol, 70 •No.I I • p.57~6I (1996) 

ワークステーションやパソコンによるLANシステムでは，サーバの

障害対策が必す（須）である。ネットワークコンピュータに対応する小容

賊UPSには，システムの屯源障専を防止する機能のほかに， rfH)廿屯源

の停泣が継続した場合の自動シャットダウン，スケジュール運転，屯源

モニタなどの運用管理機能がある。また， UPSとコンピュータのコミ

ュニケーションをLAN回線経由で行うことにより，遠隔からシステム

の運用管理をすることができる。

ビル用自家発電設備のディジタルコントローラ

平野大寿・酒井滝夫・柴原千歳・村田太司

三菱電機技報 Vol. 70 ・No.I I • p.62~66 (1996) 

近年のビル用自家発泣設備では，顧客仕様ヘフレキシプルに対応する

ため，ディジタル化・グラフィック化が進みつつある。また，省スペー

ス化，保守業務の省力化・自動化，及び耐震性を求める市場ニーズが増

大してきている。このようなニーズと技術動向を踏まえ，自家発屯設備

専用ディジタルコントローラ “MELGIC"を製品化し，納入している。

このたぴ，更に視認性・操作性の優れた自家発電設備用フルグラフィ

ック式コントローラを製品化した。

戸田競走場納め映像情報トータルネットワーク

峯友清拇•吉富徳典・芳賀昭弘

三菱電機技報 Vol.70 ・No.I I・ p.67~71 (1996) 

公常競技場（競走場）における映像l青報サービスの中心となる映像情報

トータルシステムの構築を行った。

このネットワークシステムは，これからの公営競技場の各種表示装罹

（大型映像装臨マルチ表示装附，場内テレビ，文字表示装置等）のトー

タル的な運用を目指すとともに，今後，公営競技場以外の館内映像情報

表示においても運用の一元化・省力化に対応できるシステムに発展して

いくものと考えている。

蓄熱空調システム

川島正満•宮本守也・早川秀祐

三菱電機技報 Vol.70 ・No.I I・ p.72~76 (1996) 

俎力負荷の平準化が社会的ニーズになりつつある中，蒋熱空調システ

ムを開発し，販売した。この蓄熱空調システムは，ビル用マルチエアコ

ンの室外機ごとに蓄熱槽を紐み込み，夜間に蓄熱したエネルギーを利用

して，屯力負荷の夜間移行と冷暖房運転時の低ランニングコスト化をね

らいとしている。本稿では特に，蓄熱利用マルチェアコンとその空調制

御システムの概要と特長を中心に述べる。

iii 



Abstracts 

間itsubishiDenki Giho: Vol. 70, No. 11, pp. 67-71 (1996) 

A Comprehensive Video Information Network System for the 

Toda Motorboat Race Stadium 

by Kiyohiro Minetomo, Tokunori Yoshitomi & Akihiro Haga 

Mitsubishi Electric has delivered a comprehensive video information 
network for the Toda Motorboat Race Stadium. The system, designed 
to provide video information services, supports a variety of display 
units including large-screen video displays, multiscreen displays and 
conventional monitors for video and character display. The system has 
the capacity to supply several signals simultaneously for display in 
nearby support offices and other related locations as well as at the sta-
dimn itself. 

Mitsubishi Denki Giho: Vol. 70, No. 11, pp. 57-61 (1996) 

An Uninterruptible Power Supply with Power Management 
Support 

by Kenji Honjo, Tomoyuki Yamashita, Katsuhiko Terasawa & Koji Yanagihara 

Networks of personal computers and workstations must be protected 
against server outages. Small-capacity uninterruptible power supplies 
(UPSs) for networked computers must not only prevent sudden power 
supply interruptions but also support automatic shutdown to handle 
leng!_l,i_Y power outages, sche~1.1~ej operation and powe: supply mon_i!or-
ing. The authors report on a UPS that provides these functions and has 
a LAN interface that permits control from a remote site. 

Mitsubishi Denki Giho: Vol. 70, No. 11, pp. 72-76 (1996) 

A Multiunit Ice-Storage Air-Conditioning System for Buildings 

by Masamichi Kawashima, Moriya Miyamoto & Hidesuke Hayakawa 

Mitsubishi Electric has developed a multiunit ice-storage air-
conditioning system for buildings. The system consists of multiple in-
door units connected to a single outdoor unit fitted with an ice-storage 
unit. Thermal energy is accumulated in the unit at night and used during 
the day to lower running cost and reduce peak electrical power con-
sumption. This article introduces the system and its control logic. 

Mitsubishi Denki Giho: Vol. 70, No. 11, pp. 62~66 (1996) 

A Digital Control System for Building Power-Generation 

Equipment 

by Daitoshi Hirano, Takio Sakai, Chitose Shibahara & Taishi Murata 

Digital control systems with graphic interfaces are being developed to 
provide building power-generation facilities with the flexible control 
needed to meet individual customer requirements. Space savings, 
automated, low-maintenance operation and earthquake-resistant design 
are also high priorities. This article reviews these trends and introduces 
the MELGIC digital control system for building power-generation 
equipment. The system features a highly legible graphic display and 
easy operation. 
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百^石"
-巻 芦

昇降機。ビルシステム。ビル設備特集に寄せて

ビル事業部長

杉村洋二

近年の社会情勢の目まぐるしい変化は，ビル事業分野に

も大きな影孵を及ぼしている。地球環境保全の高まり，情

報システムの進展，防災強化，高齢化・高福祉杜会の到米

など，高機能高付加価値を主体に追求してきた時代から，

更に人間社会の現実や将米を見据えた，いわば， より本質

的要求にこたえる必要が出てきた。当然のことながら，こ

ういった社会的動向にタイムリーにこたえていくことが

我々の使命と認識している。

地球環境保全で言うならば省エネルギー化，クリーンエ

ネルギー化が重要なテーマであり，最先端技術を駆使した

機器の小型・軽熾化，又は，従米の発想を超えた太陽光発

電・燃料電池等の活用により，新しい昇降機やビル用電源

が開発されていくだろう。

ビルにおける情報システムの進展においては，電源シス

テムの二重化，映像を取り込んだビジュアル化，ネットワ

ーク化等が必要になる。競技場等でのファンサービス，情

報サービスには，オーロラビジョンをベースとした映像情

報システムは不可欠の存在となったが，世の中のディジタ

ル化，ネットワーク化の進展は多数の利用者への均ーな情

報サービスを可能にし，マルチメディア時代の情報表示装

置として，その付加価値をますます高めることになる。ビ

ルの設備管理や運営管理は，情報システム技術の進歩によ

って合理的かつ迅速な対応を可能にしたほか，中小規模ビ

ル向けのビルシステムもかなり普及してきた。ビルの入退

出におけるセキュリティは，単なるキーボックスやカード

システムから，アクセスコントローラや指紋照合等を組み

入れた複合システムが必要となってきた。

また，高福祉社会への対応としては，ハートビル法の制

定や中低層ビルの規制緩和等もあり，昇降機の需要が拡大

しているが，身体障害者・高齢者はもとより，利用者に使

いやすい“人にやさしい”エレベーターシステムの研究開

発が望まれるところである。また，運輸省からの指導もあ

り，鉄道の駅舎での輸送手段として，エレベーターやエス

カレーターの設置が必要不可欠になってきた。個人住宅に

おいても，同様の理由で住宅設備の近代化・高福祉化とと

もにホームエレベーターの設罹が普及しており， より家電

的発想が組み込まれることになろう。

以上，ビル事業関連の動向に触れたが，上記に述べた

様々な要件は，製品開発の上で相反する要因もあるが，こ

れを解決するには新しい技術の応用ばかりでなく，そこに

は本当の意味での知恵が必要となる。いずれにしても，お

客様の本質的なニーズが何かをしっかりととらえ，安全で

魅力ある製品を世の中に送り出し，社会の発展に寄与した

いと考えている。

皆様方の暖かい御支援をお願いしたい。

1 (1067) 
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昇降機。ビルシステム eビル用電源設備。 加藤芳博＊

武間隆治＊＊

保坂敏徳＊＊＊大型映像の現状と展望

1．まえがき

1991年を頂点としたいわゆる“バブル”がはじけて以降，

ここ数年の国内景気は低迷していたが， ょうやく景気指標も

対前年度比で回復の傾向が見えてきたと言われている。

ビルの建設動向においても国内景気の動向を如実に反映し

ており，住宅関連で幾分明るさが見えてきているものの，事

務所用のビル建設はいまだ低迷している状況である。今後の

展開は政策，景気対策，国際情勢等の影評を受けながらも，

現状よりは良い方向に向かうこと力噌！まれる。

ビルは住居用の空間，事務所用の空間，ホテル・店舗用の

空間等として建設され，ビル内空間でビルの利用者はより快

適な生活が創造できること，さらにビル管理者は快適な状況

力啜桐寺できることを望んでいる。快適さば性別，若年者と高

齢者，健常者と障害者，利用者と管理者等で感じ方が異なる。

自然に触れる屋外では“変化があること”に快適な感がある。

一方，ビル内でば快適であることとは，“気にならずいつも

のとおり”や“変化なく”という利用者の生活を妨げないこ

と，緊急時にも役に立つことが快適なビル内生活のもう一つ

の観点でもある。

三菱電機（梱では， ビル内での快適さを支える機器・装置に

関連する事業をビル事業として，①ビル内の縦の交通機関

であるエレベーター・エスカレーター，②ビルの入退館管

理や防災管理を取り扱うビルシステム機器，③高度情報化

ビルでは必需品である無停屯電源装置や非常電源装罹，④

球場や競技場で臨場感や楽しさを一段と培す大型映像装置

⑤その他ビル内照明，ビル内空調設備等を展開している。

本稿では，当社におけるエレベーター・エスカレーターを

扱う昇降機関係， ビル管理・防災等を扱うビルシステム関係，

ビル内の電源設備・大型映像等を扱うビル設備関係のビル事

業の碁盤技術及び関連技術の現状と将米展望について述べる。

2. 昇降機の現状と展望

2. 1 昇降機の現状

2. 1. 1 昇降機の市場動向

最近の6年間の新規に設罹されたエレベーター・エスカレ

ーターの設置台数推移を図 1に示す（1)。図に示したように，

設置台数はようやく減少頼向が緩んだ。しかし，事務所向け

等の比較的建物高さが高いピルに設置されるロープ式エレベ

ーターは，＇ 90,'91年度に比較して 70％まで減少した。建

物高さが比較的低いマンションや集合住宅等に設附される油

圧式エレベーターは，＇ 90,'91年度と同台数レベルとなっ

ている。油圧式-T．レベーターの台数比率はロープ式．Tレベー

ターが減少したためにエレベーター全体の約30％まで増え

た。個人住宅に設置するホームエレベーターは，＇ 88年度か

ら順調に培加し，年2,500台を超えるレベルに逹している。

一方，市場価格は一般消費材の価格低下と同様に低下傾向

を示した。製品開発は市場動向に合致した適正な原価に早期

に対応することが大きな課題となっている。

2. 1. 2 法制化・規制緩和の動向

この数年間は従米から検討されていた規制緩利・法制化が

具体化し，昇降機に関係する法令が幾つか制定された。これ

らの法令や規制緩和の概要を表 1にまとめた。

具体的な当社の対応は，「ハートビル法」と「人にやさしい

街づくり条例」，「長寿社会対応住宅整備指針」，「駅のエレ

ベーター・エスカレーターの整備ガイドライン」等に対して

“人にやさしい”エレベーターシステムや駅舎向け専用エレ

ベーターの開発を推進した。「省エネルギー法（改正）」や

「高調波抑制対策ガイドライン」等にはシミュレーション解

析や新技術•最適設計の適用等で小型・軽賊化と抑制低減を

図り，また「PL法」に対してはその意図を十分くんで製品

の安全性を更に追求した。

規制緩和の対応では， 6階以上の共同住宅にはすべてエレ

ベーターが設附されているが2階から 5階の場合にはエレベ

ーターの設四率が20％以下と少ないため，エレベーターの

35, ODO 

30, ODO 

25, ODO 

如 20,ODO 

ミ沃ぷ

如 15,000

10,000 

5,000 

゜'89 '90 

二：ロープ式エンベーター

置璽：油圧式エレベータ

亡コ：ホームエレベータ

'91'92'93'94 

年度

図1.設置台数推移

2 (1068) ＊ピル事業部ビル施設技術部長 ＊＊l司ビル設備部長 ＊＊＊同ビルシステム技術部長
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表 1.規則緩和，法令の制定等

項 l] 関連法令

高齢者・身1本1涼専者宵が円滑に利用できる
特定建物の建築の促進に関する法律

（ハートピル法）

公共，交通ターミナルにおけるエレベータ

ー・エスカレーターの整備ガイドライン

i:i ih令ィヒ・ ,;':it蘭ネII：イ1'.. l之Jふ社会対応住宅設計指針

中低I,；，1共Iiil1主宅lllエレベーター設計指針

既｛［住宅へのホ ムエレベーター設；筏指針

建物の1ii寸姦改修促進に関する法律
阪神大虞災

I 
|、家：，;じ• i凡J廿，’IIl,i:i9狐li皮枡）紺ll対釘t力` イドライン

環 塩 i:il l：又は特別高ll:．で受屯する；訪要家の高調
波抑制対策ガイドライン

エネルギーの使用の合JJI！化に関する法律
［改正］ （省エネ法）

製品の安全性
製造物責任法 (PL法）

設慨を促辿する「中低層共同住宅用エレベーター設計指針」

が制定された。当杜は，中低層共同住宅に関してディベロッ

パや設計事務所の要望調査，居住動態分析等を踏まえて 5階

以下の共同住宅向けエレベーターの開発を推進している。

また，寝台用。荷物用エレベーターに認められていた二方

向に出入l]があるエレベーターが一般釆用エレベーターに適

用できるように改正されたことによって，公共建物や集合住

宅等の動線計皿や建築レイアウト性が向上し，利用者の利便

1生が高まると期待している。

'95年 1月17日の未明に発生した阪神・淡路大震災によっ

て多くの方々が被災され，多くの建物に被害が出た。建築基

準法の現「新耐震設計基準」に従った建物への改修の促進を

H的として「建築物の耐震改修促進に関する法律」が制定さ

れた。当社は，地震感知器未設附等に対する設置推焚や，シ

ステムや機器の耐震グレードによる見直しと製品の開発を推

進している。

2. 1. 3 技術の現状

'93年以降の当杜の技術動lfl]を見ると，半導体やマイクロ

コンピュータの性能向」こ，コンピュータのダウンサイジング

化の加速，シミュレーション技術の向上によって，杜会・顧

客から要求される様々な機能を適時に実現できるようになっ

てきた。当杜は，最湘f技術をいち早く取り入れるとともに，

社会動向を反映した製品を開発してきている。

概 要

R不特定かつ多数の者が利用する建物で，高齢者やI堺‘,if者が
「リ滑に利用できるように出人ll，階段，外降機， トイレ笠
を整備する

Rエレベータ について制定，エスカレーターは改訂

R新設・大改良を行う駅でスロープで段差解消ができない場

合はエレベーターを設置

I@既設駅では 5m以上の段差があり， 111当たリの釆降客が
5,000人以上では設附を促進

◎高齢化対応仕様住宅の整備

◎6階以上の高）i4住宅にはエレベーター設岡
◎できる限り 3から5階の中）i4住宅官にも設ift

0中低//和の共同住宅へのエレベーターの設附促辿

〇ビル川途：中低附共同住宅，速度： 45m／分以I<,
！未ihif孔： 1．3m2オミii:li，ゲ袢条行す且： 20m以、ドなど

R既存住宅へのホームエレベーターの設附促進

R地耐力確認，建物基礎の確認

〇建物の耐虞改修促進

R特定建築物の耐姦診断指針と耐哀改修指針を制定

R昇降路内，機械室内の機器の移動・転倒・外れの防止

〇対象は個別機賂

Rインバータ制御のホームエレベーター，小型エレベーター，

グランディの低辿エレベーターが対象となる

R対象は特定霊要家

Rインバータ制御で上記以外のエレベーターが対象

〇枯本方針，事業者，建築凡製造者宵の努）J義務宵の規定

に従って，省エネルギー率をチェックする

◎製造物の欠陥によって人の生命，身体又は財産にかかわる

被古が生じた場合における製造者等の損'，¥吋I}'｛fiやの責任

標準型乗用エレベーター“グランディ”シリーズのモデル

チェンジでは，かご室の天井デザインを全而変更して，高級

感のあるデザインや機能的でゆとりのあるデザインを採）llし

ている。さらに顧客の要求に合わせ，実用的機能を電視した

仕様とし，制御盤関係には制御基板のSOC(System on 

Chip)化，インバータのIPM(Intelligent Power Mod-

ule)化等の最新の技術を適用している。

特注型乗用エレベーターでは，複数台のエレベーターの群

管理にビル内の交通流の変化をニューラルネットワークを用

いで判別する “AI-2100N"を投入しで［生能を上げた。また，

かごを昇降させる巻上機には誘導屯動機に替えて水久磁石を

用いた同期這動機を業界で初めて採用することで，巻＿・ト機の

小型化と省エネルギー化を図っている。今後順次シリーズ展

附をしていくf定である。

かごの壁や釆り場の扉の鋼板祖装仕＿Jこげにコンピュータグ

ラフィックスを応Jllしてデザインするフルカラーダイレクト

喰装“MELART"を開発した。透明感のある色調で深み

のある製品である。

エスカレーターでは，車いすの利用者の活動範間が広がリ

つつある社会状況に対応して，大型の屯動車いすが搭載可能

な水平3枚ステップ機種を開発した。

エレベーターは小務所・マンション害の比較的大きな建物

に設附されていたが， 3階建1i苅：宅・地下階利用住宅や現在及

昇降機・ビルシステム・ビルlll虚源設備・大堕映像の現状と展叩・加森・武Ilil.1呆坂 3 (1069) 



び将米の高齢化対策として個人住宅にも設置されるようにな

ってきている。この需要に対して 2人乗り， 3人乗リ，さら

には二方向出入口の需要に対応できるホームエレベーター

“ウェルファミリー”を開発して投入し，市場拡大を図って

しヽる。

2.2 昇降機の将来展望

2. 2. 1 社会動向への対応

社会動向を示す言葉に高齢化・高幅祉化，ゆとり，マルチ

メディア化等があり，それぞれに課題がある。

21祉紀には我が国の人日構成は65歳以上の人日が25%

を超え‘'高齢化杜会”となる。高齢化によって身体の動きに

不自由を感じることは，すべての人が平等に経験する。した

がって，若年者から高齢者まで利用する昇降機のコンセプト

に，高齢化・高福祉化対応仕様として，バリアフリーのコン

セプトを織り込む必要がある。具体的な一つは，高齢者・障

害者のために専用の装岡を設けるという従来の考えから脱却

して，できる限り健常者。障害者を区別せず共通の設計とす

ることである。従米の製品仕様と比較すると，例えば手すり

等の高福祉化対応仕様が基本仕様に追加されて機器重鼠増等

になる場合もあるが，省エネルギー化に代表される杜会動向

に製品は合致させる必要がある。

さらに需要の傾向は，従来言われた軽薄短小指向から変化

をしている。エレベーターの床而積の例では現行基準の小

型エレベーターの4人乗りがO.Sm臼規制緩利された中低

層共同住宅用エレベーターの4人乗りは床面積はl.3m2未

満である。“小＂から“ゆとり”へと需要が変化した動向に敏

感に反応した製品を適時に開発をしていく必要がある。

マルチメディア社会対応は重要な課題である。利用者への

サービスとして乗り場やかご内に映像・音声・情報を提供す

ること，エレベーターの故障・状態等のシステム管理をする

遠隔監祝機能としてかご内と監祝センターとの情報通偏を行

う機器の開発とシステム構築をすること等が必要となる。マ

ルチメディア機能をいかにエレベーターシステムに取り入れ

て実現するかが課題である。

2. 2. 2 地球環境とモダニゼーション

地球環境への配應は今後の製品化で重要な課題である。環

境保全関係のISO14000の認定では，当社昇降機を一貰し

て開発・設計・製造している稲沢製作所が，品質管理関係の

ISO 9000の認定取得に引き続いて，昇降機業界で初めて '96

年3月に取得している。

省エネルギー化の推辿でぱ屯力消骰賊の低減が第一であり，

設計・製造・据付け・保守時の消聾批も少なくする必要があ

る。消耗部品廃棄時の査源としての再利用化するために，機

器部品の分離・分割を容易にできるリサイクルを考應した設

計，及び索材の有効活用を図り残材の少ない設計等を一層推

進することが必要となってくる。

既設の昇降機の部分的な改修又は撤去•新設をモダニゼー

4 (1070) 

ションと言うが，昇降機は，ビルのデザインにマッチした製

1品を納め，定期的な保守を継続しながら長く (20年から 30

年）使用されているのが現状である。技術の動向で述べたよ

うに，昇降機の各機器にはその時期の最新技術を取リ入れて

開発してきている（2)。最も一般的な機種であるグランディ

シリーズの省エネルギー化では，消骰電力賊を約20年前の

同等の製品と比較すると 30％程度まで低減している（3)。さ

らに乗り心地や機器の儒頼性も向上している。

地到環屎境への配應は新規に設置するエレベーターの省エネ

ルギー化はもとより，既設エレベーターや現行品あるいはこ

れから開発される製品に対して，現状よりも取り替えやすく

する設計と工法の開発が課題である。

3. ビルシステムの現状と展望

3. 1 ビルシステムの展開

当杜は'65年からビル管理システムを手掛け，＇ 86年には，

業界に先駆けてビル管理システム・セキュリティシステム・

ビル内通信システムの各システムと連営管理サービスを統合

した三菱インテリジェントビルシステム “MIBASS"(Mi-

tsubishi Intelligent Building Automation System and 

Services)を1j上に間い，＇93年に現行製品シリーズを発売し，

今に至っている。横浜ランドマークタワー ('93年6月完エ）

をはじめとし，約100件を超える MIBASSの実紹を上げて

きた。

この間に，バブルの崩壊を経験し，市場ニーズに大きな変

化が生じた。概念的にとらえると“過剰投衰”から“実質主

義”への移行であり，具体的には，システム導入による，ビ

ルの安全・安心・快適性の確1低省エネルギー効果，経済効

果，合理的ビル運営管理等の実現である。

これらニーズにこたえるため，このたび“システムの統合

と管理の高度化”を新たなコンセプトとする “MIBASS"

(Mitsubishi Integrated Building Administration Sys-

tern and Services)を提唱し，このコンセプトの下に小規

模ビルから超大規模ビルまでの新シリーズ化を完成した（表

2)。

3.2 新シリーズ展望

3. 2. 1 システムの自律分散化と統合

システム故障時，又はシステム保守時の影籾の局所化，シ

ステム構築の容易化， システム」曽改造の容易化と影評の局所

化の実現方式として， ビル管理システムと各種ビル設備シス

テム相互間での自律分散協調方式が注目を浴びている。当杜

はこの考え方をビル内管理空間（事務所ビルではテナント

間又はフロア空椙l)に適用し，管理空間］としては空Itli]内設備

（空調，照明，防犯，防災ほか）を統合制御するとともに，

ビル全体としては管理空間が相互に自律分散協調動作を行う

統合化ビルオートメーションシステムを実現した。

3. 2. 2 ビル内管理機能の統合

三淡屯機技報 •Vol.70 ・ No.11 ・ 1996 



表2. MIBASS製品シリーズ

30, ODO 200,000 

ビ）レ規模(mりと

管理形慇

1,000 3,000 5,000 15,000 

完全無人管理領域 ／／／  無人・有人併用管理領域

電気主任技術者委託可能（契約霊力I,DOOkW未満）

ビル管法適用外 1 ビル管法適用

（有人管理対応シリーズ）

100,000 

有人管理領域

（契約電力1,OOOkW以上）電気主任技術者常駐

r:'r 5
 
2
 
c
 

（
 

>/
シ応対珪管人無

．

全

完

人

‘
i
~
、

禁
~
~
 

ム

イ

ト

メ

テ

テ

ト
ム

ン

E

ス

G
 

一
テ

y

A

シ

リ

T

メジ

Z

信

訂

オ

ス

ュ

E

ル

シ

ざ

キ

ム

A

F

ズ

A
ズ
H
志

A

□／

□□
[口

M
ー

B
A
S
S
構
成
シ
ス
テ
ム

〔C50〕」 〔C100〕

各シリーズの対応領域は目安てあリ， ビル用途によって異なる

近年，中大規模以上のビルでは，ビル管理システムのヒュ

ーマンインタフェース装附で防災監視を行う例が培加し，ビ

ル防災の管理のしやすさからこの方向を加速するため，消防

庁から総合操作盤の通知と防災評価制度の活用推進が図られ

ている。

当杜は，さらにビル運常管理の統合と効率化を図るため，

ビル運常管理機能 (BMS機能），設備述転管理機能 (BAS),

防犯管理機能を統合するために，従米個々に存在した管理用

データベースを一つに統合した。また従米個別に用意されて

いたヒューマンインタフェース装岡を，管理業務形態に合わ

せ，統合型ヒューマンインタフェース・イ1古］別型ヒューマンイ

ンタフェースが自由に選択できるようにした。

さらに，通常個別に設骰しているビル内業務連絡用の通信

設備と非常屯話設備を一つの PBXに統合し，ビル内通信業

務の合理化・効率化を実現した。

3. 2. 3 ピル運営管理形態に応じたシステム整備

ビルの運常管理の方法はビル規模によって巽なリ，管理員

を常駐する有人管理，管理員を附かない無人管理，夜間笠に

は管理員を附かない無人・有人併Ill管理の方式があり，管理

骰低減のために無人化のニーズカ吋曽えている。当杜では，管

理形態に応じた特長を具備したシステム整備を行い，管岬JI多

態別にシリーズ化した。

3. 3 将来展望

ー一上記ニーズを更に高度に逹成するには，オープン化，標準

化技術の更なる採用と，エネルギー等の管理については，ビ

ル全体の栄動を把捏した＿l-ー・ズで最適処理を行う1士組みが必要に

ビ）レ管法とは「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」の通称

なろう。またインターネット技術の出現が，システム形態や

ビルの述常管理方法を根本的に考え直すきっかけになろう。

4. ビル用電源設備の現状と展望

4. 1 ビル用電源設備の現状

図2に，ビルll]霞源設備の社会的動向・ニーズと現状設備

例を示すが，戦後50年，屯源設備は技術革新奇りで大きく変

革して今日に至っている。すなわち，ガス絶縁技術の発展に

よるガス絶緑訓対装附 (GIS)によって， 60/70kV級で，

1/10（対間放形比）の縮小化の実現，変圧器と遮断悩のオイ

ルレス化（ガス絶緑・モールド変圧賂，貞空・ガス遮［祈僻）の

進展，パワーエレクトロニクス技術対応による静止形無停氾

屯源装附 (UPS)の登場，屯子技術を活用した監視・制御・

保護装附のディジタル化など， rsl党ましい変貌を遂げてい
る(0)(5)0

その代表製品を以下に紹介する。

4. 1. 1 72/84kVキュービクル形ガス絶縁開閉装置

(C-GIS) 

当社は，我が国で最初にガス絶緑技術を確立して GISを

製品化したが，その技術）Jと既窪な経験と実紹を踏まえて，

このほど，我が国で最もコンパクトな C-GISを'96年4月

に市場に投入した。

このC-GISは①従米型C-GISに比べて，据付け而積比

40%，容禎比55%も縮小し，受心ユニットで輻1,000mm,

奥行き 2,200mm,高さ 2,700mmと，屋外高圧盤級の外

形寸法を実現している。②最近，インテリジェントビルや

外降機・ビルシステム・ビル）ll屯源設備・大堕映像の現状と展望・加藤・武間・保坂 5 (1071) 



社会的動向

情報化社会の進展

防災強化（阪神

大震災の教訓）

設備老朽化による

リニューアルの増加

国際化の進行

バブル崩壊後の

低成長経済

地球環境保全

エネルギー資源

海外依存

高齢化・少子化

社会移行

産業・企業構造

改革推進

ニーズ

電力供給信頼度

（品質を含む）の向上

安全性強化

コンパクト化

24時間365日稼働

省エネルギー進行

総合経済（ライフサ

イクルコスト）評価

省力化推進

現状設備例

電源システムニ璽化，無栞断電源

切換え・自動電源切換えシステム

瞬時電圧低下対策〔無停電電源装薗

(UPS)，高調波対策（アクテイプフィルタ）

ガス絶縁化(GIS)，電子化（ディジタル

監視・制伺装置，保設リレー），システム化

(CRT付き監視制御システム）

不燃性・難累機器（ガス絶縁変圧器，

ガスコンデンサ，モールド変圧器）

ノンダウン電源システム（受配

電回路方式，分散型，電源等）

高低圧盤のコンパクト化（コンパクト

スポットネットワーク，薄形キューピクル）

海外部材を活用した製品

太陽光・燃料電池の活用

省ニネルギーシ入テム（コジェネレーション）

省ニネルギー機器（自励力率改善，高効率変圧器）

運転・保守支援システム

（予測｛呆全システム）

省メンテナンス機器

(GIS, 自己診断機能付き機器等）

図2. ビル用電源設備の社会的動向・ニーズと現状設備例

させている。

4. 1. 3 防災時の電源確保で再認識

されている自家用発電設備

自家用発電設備は，阪神大震災の教訓を

受けて，璽要性が再認識されているが，①

耐震に強く，操作性・保守性に優れている

デイジタルコントローラー (MELGIC)

の採用，②長時間停電対策を考應した設

備（二重化，長時間運転時の燃料確保な

ど），③常用防災兼用発屯設備導入，など

防災に強く，あらゆる用途に対応できる豊

富な機種をシリーズ化している。

また，近年， 24時間365日稼働の重要

設備にコジェネレーションシステム

(CGS)を導入するケースが増えているが，

運転中に屯力会社側での落雷などによる瞬

時屯圧低下を起こした場合，連系されてい

る自家発屯機の屯力が電力系統側に大きく

流出し，エンジンが過負荷で失速して停止

してしまう場合がある。この対策として，

2サイクル以下で遮断可能な自家発慮解列

用開閉装附が望まれていたが，＇ 96年4月

に半導体索子の高速スイッチング特性を応

用した20ms以内に解列できるサイリス

タスイッチを製品化し，注目を浴びている。

4. 2 ビル用電源設備の現状課題と将来

展望電籐センターなどで要求のある保守時も停電を必要としない

ノンダウン受電回路方式から一般厠路方式まで，あらゆるいl

路方式に自由に構成できる。③阪神大震災，建築設備の耐

震設計基準が見直されているが，このC-GISは震度7以上

(0.3G以上）の耐震強度を持つ等の特長があり，発売以米好

評を博している。

4. 1. 2 最新技術を盛り込んだ新シリーズUPS

総合メーカとしてのあらゆる用途に対応できる単器容賊

0. 5 -1, 500 kV AのMELUPSシリーズをラインアップし

ているが，その特長は以下のとおりである。

ビル用屯源設備は，成熟設備であるが，今後の技術革新で

更に大きく変革する製品を多く合んでいる。図 3に現状課題

と将米展望を示すが，現状課題を解決する形で1叶規製品及び

改良製品を創出する必要があり，次の点がポイントとなろう。

(1) 事故時に負荷設備が故障を起こすと損失は更に増加する

ので，事故未然防止の徹底のために， 自己診断機能付き機器，

コストパフォーマンスの優れた運転・保守システム（予測保

全システム）などの市場投入が急務である。

(1) 先進のパワーデバイス，高性能第三世代IGBT(In-

sulated Gate Bipolar Transistor)又はIPMを採用し，

出力特性の高性能化・高信頼度化・コンパクト化を同時に実

現している。

(2) UPSのコンバータ部にインバータ部と同様の瞬時波形

制御方式のPWM制御を採用することにより，屯源側に対

する高調波レス化，高入力力率化（与 1.0)を達成し，電源

環境にやさしい UPSとなっている。

(3) UPSの制御に高速マイクロプロセッサ， DSP(Digital 

Signal Processor)を採用し， DDC(Direct Digital 

Control)化を行うことにより，高機能・高信頼度化を両立

6 (1072) 

(2) 複合化（受配電設備のトータルガス化などによる一体化，

受配電設備 •UPS ・自家発屯設備の合体など）によって高機

能化，コンパクト化， トータルコストダウンが図られる。

(3) 地球環境保全のために，クリーンエネルギーの活用は必

す（須）な課題であるが，太陽虚池などの索子とシステムと

してのコストダウンを実現する。

(4) 経済性の追求はメーカとしての永遠の課題であるが，長

翡命化，ライフサイクルコストの更に低い製品を間発すると

ともに，国際分業化などによる総合的コストダウンを図らな

ければ市場ニーズに満足を与えることはできないことを常に

念頭に置いて，製品化を辿めたいと与えている。
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現状の課題

事故未然防止の徹底

更なる高機能化

更なるコンパクト化

クリーンエネルギーシステム

ュストの低減

更なる安全性

メンテナンスフリー化

あくなき経済性の追求

国際協調の更なる推進

将来展望

自己診断機能付き機器の増加と

運転・保守支援システムの普及

デイジタル装置（監視・制御，保護）

の普及

各機器を端末化したトータル

電源システムの普及

複合化（受配電設備全体，受配電

+UPS＋自家発等）によるトータ
ルコンパクト化，高機能化

太陽光・燃料電池等のコスト低減

と他の発電設備との複合システム

耐震グレードアップ機器の晋及

無停電保守・無瞬断方式の晋及

メンテナンスフリー機器，蔀品の開発

製品の長寿命化，ライフサイクルコストの低減

日際分業等による総合的コストダウン

（国際市場で通じる製品開発）

図 3. ビル用電源設備の現状の課題と将来展望

5. 大型映像情報システムの現状と展望

5. 1 大型映像情報システムの現状

オーロラビジョンに代表される大型映像情報システムは，

数万人を対象とする情報提供手段として野1求場・競馬場等に

数多く導入されてきた。近年では，多目的ドーム施設・サッ

カー場・体育館・プールヘと広がりを見せ，各種スポーツシ

ーンでは欠かせない設備になったといえる。ビル壁面への導

入も進み，広告用途で活用されている。一方，プロジェクシ

ョンテレピ方式が主流となったマルチビジョンも，屋内用の

大型映像装置としてビルやオープンスペースで広く活用され

ている。

当社の大型映像表示装置の性能は， 自発光式である屋外型

のHBタイプで輝度6,000cd/m凡輝度半減期10,000時

間という最高水準に達し，屋内・屋外兼用の HGタイプでは

輝度5,000cd/m2で12.5mmピッチという高解像度を実

現している。このように当社の製品は表示装置として世界最

高の性能を持っており，更なる改良閲発が進められている。

従米市場の中心であったこれらの製品に対し，新しい方式

の表示装固が出現してきた。 LEDは，純粋な緑と青の索子

が閲発されたことにより，フルカラー大型映像装岡として市

場に投入され始めた。まだ画質的な問題が残っているが，軽

紐•長寿命という大きな特長を生かした製品間発が今後進め

られていくと考えられる。プロジェクタも，高輝度化・広視

野角化に加えてマルチビジョンの目地レス化が進み，明るい

屋内での使用は既に問題ないレベルにある。

このように表示装置は種類・性能とも向上してきたが，ま

だ‘‘薄く”“軽く”“場所を選ばない”表示装置というユーザの

要求を 100％満足してはいない。施設の目的に合わせて選択

できるようなバリエーションの充実力哨ぜまれる。

5.2 大型映像情報システムの将来展望

大型映像情報システムはこれまで独立したシステムとして

用いられてきたが，今後は施設全体の情報システムの一部と

して機能することも要求される。

スタジアムなど数万人が集まる施設では，非常時の緊急情

報の提供や避難誘導の手段として音声よりも映像の方が有効

と考えられており，防災システムと連動したシステム構成が

検討されている。また，クローズドサーキットでは他の施

設へ向かって開いた“窓”としての機能が期待される。既に

JRAでは衛星や高速通信回線などによってネットワークを

構築し，開催中の競馬場のレースを大型映像装置で放映する

ことにより，競走の行われていない競馬場に数万人を集める

などの効果を実証している。

ハードウェアについては'80年以米開発及び改良開発が進

められてきているが，今後は各施設の運営目的に合わせた機

能を実現するなど，ソフトウェア面を充実させることが不可

欠であり，更に活用の場を広げるためには，施設の利用者・

管理者でも操作できるマンマシンインタフェースの開発や，

施設の環境に合った仕様のデバイスの開発を進めていくこと

が必要となる。

6. むすび

以上，エレベーター・エスカレーター， ビルシステム機器，

ビル電源設備，大型映像設備の技術について現状と将米展望

について述べた。

人口構成は高齢化が進み，情報は高度化される社会力琳炸築

される 21椛紀に向けて，“快適”なビル内の空間を支え，さ

らに，地球に優しいシステム・装岡・機器が提供できるよう

に，今後とも技術開発を進めていく所存である。
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低 ‘‘ ヘー -

1。まえがき

中低速領域の標準型エレベーター“グランディ＂を 1990年

に発売して以米6年が経過した。“人とエレベーターの触れ

合いを大切に”という製品コンセプトに基づいて開発された

グランディは，その優れだ性能と人にやさしいデザインが顧

客に高い計葎を受け，多数のビルヘの納入実紹を挙げること

ができた。しかし，ここ数年間の社会的ニーズや顧客ニーズ，

デザイン志向の変化により，昨今の市場に最適な製品展開と，

よリ高性能・高信頼度で，経済性にも優れた製品を供給する

ことがますます重要となってきている。

三菱電機（松では，これらのニーズ変化への対応と一層の

高性能・高信頼度化のため，近年の技術革新や新しいデザイ

ンを大幅に取り入れた新型グランディを間発し，乗用・住宅

用は'95年5月に，寝台用は'96年 1月に発売を開始した。

本稿では，このモデルチェンジの内容について紹介し，新

型グランディに採用した新技術，祈デザインについて述べる。

2. モデルチェンジの概要

ェンジ
安藤宏＊

木村宣仁＊

森顕伸＊

このモデルチェンジの概要を，ロープ式を例にして図 1に

示す。図中，①②は制御盤，③④は天井・かご室デザイン，

表1. グランディの機種構成

ロープ式グランディの機種構成

辿度 (rn/rnin)

容他 (kg)

450 

600 

750 

900 

1,000 

油圧式グランディの機種構成

容斌 (kg)

450 

600 

750 

900 

1,000 

90 105 

：釆川

：住宅用

：哀台用

グランディは，表 1に示す機種構成を持

つ中低速領域のロープ式及び油圧式の標準

型エレベーターである。

1高信頼度化，機器の小型化 I

①SOC (System On Chip) 

1機器の小型化 I

小径化による
小型化

'90年発売のグランディでは，かご。乗

場機器への分散制御の採用，ロープ式のヘ

リカルギヤ巻上機の適用，油圧式の

VVVFインバータ制御の採用などにより，

インテリジェント化，高機能化，省エネル

ギー化を進めた (1)(2)0

今桓lのモデルチェンジでは，ロープ式は

巻上機，油圧式はパワーユニットやジャッ

キ，またロープ式と油圧式共に制御盤， ド

ア装置，かご室といったエレベーターの主

要構成機器すべてにわたって，特に下記の

点に主眼を置いたモデルチェンジを行って

いる。

(1) 機器の小型・簡索化を図り，性能や信

頼度をより向上させ，同時に経済性にも優

れたエレベーターを実現する。

(2) ますます多様化する顧客ニーズとビル

用途に適応したデザインを提供する。

8(1074) ＊稲沢製作所

②全ティジタルモータ駆動制御 I へ、

［多様化する顕客ニーズヘの対応 I

③新テザインの天井照明
④照明照度アップ

図1. モデルチェンジの概要（ロープ式）

I性能の向...t|

⑤リンクレスドア

I構造の簡素化 I

⑦特殊鋳鉄(FCD)製
高摩擦シューの採用
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⑤は巻上機，⑥はドア装置，⑦は非常停止装置のモデルチ

ェンジ内容である。例えば，制御盤ではSOC(System On 

Chip)によって制御凹路を小型化，巻上機も主索シーブの小

径化によって約15％の小型化を実現し，非常停止装附では

特殊鋳鉄 (FCD)製高摩擦シューの適用によって機構・構造

の簡索化を実現している。また，巻上モータ制御の全デイジ

タル化により，一層良好で経年変化の少ない常に安定した乗

り心地を実現し， ドアもリンクレスドア装置の開発によって，

より滑らかな開閉動作を実現したことなど，性能の向上を図

っている。デザインについては，主にかご天井とかご室を刷

新し，より輻広いビル用途への適応と，多様な顧客ニーズに

も対応力の高い製品ラインアップとした。

油圧式では，油圧式独特の機料である作動油ポンプやバル

ブを内蔵したパワーユニットの小型化，シリンダの小径化に

よる油圧ジャッキの軽拡化等を図り，制街喘やかご室デザイ

ンはロープ式と同様の改良を行った。

3. 採用した新技術

3. 1 巻上モータ駆動制御の全デイジタル化

従米，中低速領域以上のエレベーター制御は，運行管理用

と速度制御用の二つの 16ビットマイコンで行われていた。

このマイコン構成でモータの駆動制御を全デイジタル化する

と，速度制御マイコンの負荷が大きく，高速処理を必要とす

るモータ屯流帰遠制御が困難となる。例えば，速度制御用に

DSP (Digital Signal Processor)などの高速な索子でシ

ステムを構成する方法も考えられるが， 1ij"]路規模力屯序大し，

システムが複雑化する問題があった。

そこで新型グランディでは，次の(1)(2)の方法によって筒

索なシステム構成でモータ駆動制御を全ディジタル化し，従

来以上に安定・高信頼度のモータ駆動制御システムを構成し

て，経年変化が少なく，ー1怜優れた乗り心地を実現した。

(1) 前述のエレベーター制御マイコンの構成を兄刊i：し，運行

管理マイコンには油罪処理能力の高い 32ビットマイコン

（以下“運行・速度制御マイコン＂という。）を採用し，処理能

カの向上によって，運行管理機能に加えて速度制御処理機能

を内蔵させる。

(2) モータ電流帰還制御専用に，メモリやA/Dコンバー

タなどを内蔵した 16ビットの高速ワンチップマイコン（以

下“‘心流婦遠制御マイコン＂という。）を採用して帰遠旧路を

簡索化し，後述する大規模ASICに内蔵したディジタル

PWM (Pulse Width Modulation) IE]路とでモータ虚流帰

遠制御をディジタル方式で行う。

図2に，インバータにIPM(Intelligent Power Mod-

ule)を使用した全デイジタルモータ駆動制御システムの梢

成を示す。モータ駆動指令は，上述の屯流帰遠制御マイコン

とSOC内蔵のディジタルPWMIIII路から直接IPMへihカ

され，モータ屯流の帰遠は屯流帰遠制御マイコン内蔵のA

/Dコンバータに直接入力される。このシステム構成により，

簡索でしかも高性能な全ディジタルモータ駆動制御システム

を実現した。

また，インバータについては，近年パワー索千の低スイッ

チング損失化が実現したことにより，従米75Aの領域まで

使用していたIPMを150Aの領域まで適用拡大した。この

IPM適用領域の拡大により，従米大型であった大容絨のイ

ンバータも，ゲートドライブ［I.1|路や各種保渡［り］路が削減でき，

よリ小型化が可能となった。さらに，厚膜銅はく（箔）のパ

ワー基板を使用して配線の簡索化も図り，全ディジタル化と

ともにインバータlli［路の信頼度を一）爵高めている。

3.2 エレベーター制御回路の SOC

ダイオードコンハータ

4-

[ーーーー
1
1
1
1
1
]

r---
I 

:soc 
I 

運行・速度制御マイコン
32ビット

1PM 

半導体の集柏度の向J-：と， ASIC(Application Specific 

Integrated Circuit)設計CADの日党ましい

進歩によって，大規模ASICで本格的なSOC

速度
帰還

E
 

図2.全ディジタル巻上モータ駆動制御システムの構成

中低速乗川エレベーター“グランディ”のモデルチェンジ・安藤・木村・森

図3.soc搭載制御プリント基板
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‘I'1  

を実現できる環境が整ってきた。

新型グランディでは，回路機能を階層的に設計していく

“トップダウン”と言われる設計手法で二つの大規模ASIC

を開発することによって，エレベーター制御回路のSOCを

推進し，制御プリント基板の部品点数を従米比50％に削減

して制御回路を小型化することに成功した。

大規模ASICを搭載した制御プリント基板を図 3に示

す。図中のAとBがエレベーター SOCを構成する大規模

ASICであり， Aがエレベーター

駆動制御 ASIC（以下 “ML

(Mass Wired Logic)チップ”

という。）， Bがエレベーター通

信ASIC（以下“CL(Communi-

cation Logic)チップ＂という。）

である。 MLチップ及びCLチッ

プの特長を次に述べる。

(1) MLチップは，デイジタル

PWM発生回路，かごやモータ

の速度帰還制御回路， ワイヤード

ロジック，メンテナンスコンピュ

ータ用インタフェース，マイコン

間データ転送用レジスタファイル，

割込コントローラやタイマなどの

運行・速度制御マイコン用周辺回

路を取り込んで， エレベーターの

駆動制御回路を 1チップ化した大

規模ゲートアレーである。そのゲ

ート規膜は約6万ゲート，パッケ

ージは304ピンのQFP(Quad 

Flat Package)を採用している。

(2) 

「―-----1 

I I 
I 
1遠隔監視 l

I 

1装置 l 

I 
I 
I 

L-----_J 

CLチップに内蔵

UART (Universal Asynchronous Receiver Transmit-

ter)回路，マイコンコアの周辺回路も内蔵しており，その

回路規模はメモリを除いて約4万ゲート，パッケージは 120

ピンのQFPを採用した。

図5に，このSOCを搭載したエレベーター制御厠路の機

能ブロック図を示す。 MLチップは前述のモータ電流帰還

制御マイコンと運行・速度制御マイコンの両方のバスに接続

され， CLチップはデュアルポートメモリを経由して，運

群管理制御装證

群管理系列
ネットワーク

オプション系列
ネットワーク

かご系列
ネットワーク

図4. CLチップの機能

CLチップに内蔵

「―------→
I 

I 

I 
I 

I 
I 

I 監視盤 I 

I I 
I I 
L-------J 

各台制御装置 2号機

し

乗場系列
ネットワーク

「―------------------------------------------7 
1 通信1/F回路 ： 
L _________  ---------------------- - -----,--」

- -

CLチップは， 8ビットマイ

コンコアを内蔵するセルベース

ICであり，従来，図4に示すよ

うに，各台制御装懺や群管理制御

装置でそれぞれ個別の汎用ワンチ

ップマイコンによって構成されて

いた通信機能（かご系列ネットワ

ーク通信，乗場系列ネットワーク

通信，オプション系列ネットワー

ク通信，群管I里系列ネットワーク

通信，監視盤通信，遠隔監視通

信）を，すべて前記の8ビット高

速マイコンコアで制御するように

構成したエレベーター通信プロセ

8ビット高速CPU

コアハス 1/』，〗InT1,' ＾ 1nT( U/99AIRT|uAIm|uAIRT|uA1 1 

ッサである。 CLチップには，マ

イコンコアのほかにプログラム

ROM, RAM, 専用設計の

10 (1076) 

_ アペリフェラローロ

制御マイ::! |>F:;)[| |,，7々||市宝諷睾I I:;;゚□□□□］， 

電流帰還制御

マイコン バス

I‘~..~..~ 9 9 9, 
I 

図5.socを搭載したエレベーター制御回路
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行・速度制御マイコンに接続されている。

いずれのチップも，従米複数のゲートアレーや多数の個別

索子で構成されていた回路を，それぞれ最適な機能集約で1

チップ化することにより，処理の高速化，索子削減による小

型化と高信頼度化を実現している。

3.3 リンクレスドア駆動装置

エレベーターの扉の開閉動作を駆動するドア装盟について，

ドアモータのインバータ制御の特質を生かしたリンクレス式

と呼ふ帝斤方式を実現した。

図6は従来から使用しているリンク式のドア装置で，図 7

は今回開発したリンクレス式のドア装置である。また，図 8

はリンクレス式ドア装岡の速度制御系のブロック図である。

図から分かるように，従米のリンク式では，モータの回転

をリンク機構を介して扉の水平方向の動きに変換していた。

これに対してリンクレス式では，モータの回転をプーリに伝

え，これに掛けられたベルトの水平方向の動きで扉を開閉し

ている。構造的に従米に比べて格段に簡索になっており，軽

屈化，経済性はもとより，後述する理想速度パターンを得る

という点でも従来方式に勝っている。

リンクレス式実現のための技術的課題は， ドアモータのイ

ンバータ制御との組合せと，ベルトの経時的安定性の確保で

あった。

3. 3. 1 インバータ制御との組合せの重要性

エレベーターの機器のうちで，扉周辺は人の手に直接触れ

る位置にあり，かつ動きがあるため安全上の配應が最も要求

される。性能面では，扉の間き時間／閉まり時間とも速けれ

ば速いほど良い。しかし，閉動作の場合には，閉まってくる

扉に接触／衝突しても安全性を確保する必要があり，例えば

米国の規定では，速度と扉質餓で決まる戸閉エネルギーを一

定の上限値以下にすることが要求されている。扉の質餓は機

種によって決まっているので，戸閉エネルギーを抑制するこ

とは，扉の閉まる速度の上限値を抑制することと実質的に同

義である。また，開動作中には，扉に手をついていて開いて

プーリ2
モータ ベルト言／

Door Door 

図6.従来系2連リンク機構かこゞドア装置

いく扉と戸袋との間に指を挟まれるといった事態か起きるこ

とがある。このような場合，開き力の上限を定めておき，こ

れを超えるトルクが発生した場合には，扉の開動作を中止す

るなどして，安全性を高めるなどのエ夫も必要である。

従米のリンク式のドア駆動装置では，開閉の速度パターン

はリンク機構の機械的特性に依存していた。リンク機構の機

械的特性によって基本的速度パターンカ引たまるため，例えば，

開動作時と閉動作時で要求される理想的な速度パターンを両

方とも満足することは困難である。また，扉の開き位閤ごと

に異なる開き力となるため，扉と戸袋の間に指を挟まれるこ

とを想定した対策を考える場合，開き力の上限値は位箇ごと

に設定しておく必要があり，実際上は困難である。

これに対し，今皿開発したリンクレス式のドア装罹は， ド

アモータのインバータ制御とリンクレスの駆動機~蒋との組合

せにより，扉の状況に応じたきめ細かな速度パターンの設定

が可能である。リンクがないため， ドアモータの回転速度と

扉の開閉速度は等価であり，インバータ制御により，モータ

に対して理想とする速度パターンを与えれば，そのまま理想

的パターンで扉が開閉する。したがって，開動作時のパター

ン，閉動作時のパターン，異常時を想定したパターンなど幾

夕
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図7.新型リンクレス機構力‘ごドア装置

似
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レール
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r日 T

モータ
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図8. ドア速度制御ブロック図
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通りものパターンの準備が容易であり， きめ細かな設定が実

川的に可能である。

3. 3. 2 ベルトの経時的安定性の確保

上述したように， リンクレス式ではドアモータの[IIl転速度

と扉の間閉速度は等価である。しかし，万ーベルトに経時的

仲びが発生すると，ベルトとプーリの情lに滑りが起き，扉を

理想的に動かすことが不可能になる。このような事態を避け

るため，ベルトの特性については入念な計廂Iiを行い，実用上

支障のない程度であることを確認した。

以上のように，インバータ制御とリンクレス式とを糾み合

わせた新方式のドア装附は，①状況に応じたきめ細かな速

度パターン設定が容易であり，②構造がシンプルなため軽

鼠であり，③経済的にも優れている，という特長がある。

4。 新デザイン

顧客志向とビル用途が多様化している中で，今liilのモデル

チェンジでは，開発コンセプト“選びやすい製品ラインアッ

プ”を基調にデザイン開発を行った。特にかご室デザインを

中心に，顧客のデザイン志向に即した製品ラインアップとし

て，デザインの新系列化を行った。また，仕様対応力強化の

ため，ビル用途や使用環境ごとに輻広い選択肢を持つデザイ

ンとし，一部の天井照明では照度アップも行って，多様化す

るビル用途により調和しやすい天井デザインとした。以下に

具体的なデザインのモデルチェンジ内容を説明する。

4. 1 製品ラインアップ

かご室デザインの販売仕様統計調査を基に，従来はエレベ

ーター速度別に準備していたデザインを，より顧客の選択肢

が広がるように製品ラインアップを刷新した。例えば従米で

は，エレベーター速度別の天井デザイン選択としていたが，

今ITi］のモデルチェンジによって中速以上の高級グレード仕様

でも低速仕様の標準的なエレベーターに適用するシンプルな

デザインを選択可能とするなど，天井デザインの選択肢を広

げた。図 9に，モデルチェンジを行ったかご室の製品ライン

アップを示す。

4. 2 デザインの特長

(1) 標準グレード

主な）1］途は事務所，マンション，アパートである。

このグレードの天井デザインでは，三つのJ甚本構造（中央

照明， 3分割， 4分割）を中心に，タイプAS-41, CX-11, 

CX-21, CX-31の大片デザインに展附し，実用性とともに

様々なビル環坑への適用を考應したデザインとした。この天

井ラインアップにより，ビル用途とその使）fl環境に適切な工

レベーターデザインを選択でき，よりビルとエレベーターと

の調和を図ることができる。図 10に標準グレードの一例と

してかご室CX-2]を示す。

また，従米と同様，主に住宅川として前記4種類と同じ天

井デザインを）廿いたかご室も用怠している。

(2) 高級グレード

主な用途は複合ビル，ホテル，インテリジェントビルであ

る。

このグレードでは，標準グレードのデザインをより充実す

るとともに，高級感と落ち着き感をデザインの基調にデザイ

ン系列を展開した。

タイプex-41, ex -51, ex -61では，平面的なデザイ

ンである標準グレードに対し，深みを持たせたデザインとし，

例えばeX-41では，小分割したアクリルブロックの使用に

よってクリスタル感も持たせた高級感のあるデザインとした。

特に，天井デザイン eX-41では，従米と比べてアクリルブ

ロックの断而積を 25％大きくすることにより，またハーフ

ミラー照明の天井デザイン eX-51では， 3分割天井の両サ

イドにスリットを設けることにより，それぞれランプ光の透

過率を」こげて約 10％の照度アップを行った。この、照度アッ

プにより，高級グレード天井の特長を損なわず， より輻広い

ビル）l］途にデザインを調和させやすくなった。

タイプSX-11,SX -21, SX -22では，高天井かつ立体

的で奥行き感のあるデザインとした。中でも，超高級タイプ

である SX-21, SX-22では，周間の間接！照明と中央のシャ

SX-11 SX-21 SX-22 

級

準

高

標ユー：
1

へ
咤
認

CX-41 CX-51 CX-61 

CX-11 CX-21 CX-31 

AS-41 

偲速 4種類 中速 6種類

速度

図9.製品ラインアップ 図10.かこ室CX-21

12 (1078) 三袋虚機技報 •Vol.70 ・ No.11 • 1996 



図11．かこ室SX-21

ンデリア風アクリルブロック照明により，高天井を生かした

ゆとり感を油出している。また，中央の照明部の照明色が，

幽光灯色のものを SX-21，暖かみのある白熱灯色のものを

SX-22とし，同じデザインで二つの照明バリエーションを

選択できる仕様とした。図 11に高級グレードの一例として

かご室SX-21を示す。

5. むすび

以上，標準形エレベーター“グランディ”のモデルチェン

ジ内容と，そこに採用した新技術，新デザインについて述べ

た。新型グランディは，今桓］のモデルチェンジで標準型エレ

ベーターとしてその完成度を一mi高めたことによって，従米

以上に顧客から好評を開すものと確信している。

SOCを進める LSI技術， リンクレスドアなどのメカトロ

ニクス技術などは，今後も進歩力吃fしい分野と考えられる。

これらの技術辿歩を積極的に取り入れて， より高性能で，多

様化するニーズに対応した製品をタイムリに提供していく所

存である。
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新 ヽームエレベーター
"WELLウェルファミリ " 

本田武信＊

久保田猛彦＊

戸田不二雄＊

村田一正＊＊

1. まえがき

近年，宅地供給の停滞から都市部での個人住宅は立体化が

進み， さらに，高齢者の増加によって二祉帯同居力濱りえ，そ

の立体化に拍車をかけている。高齢者にとって，住宅の立体

化による階段昇降は大きな負担であると同時に危険を伴う行

動でもある。このような背景から個人住宅向けにエレベータ

ーの設置力哨1まれ, 1987年5月に日本建築センターが個人

住宅用エレベーター設計指針を策定し，＇ 88年に市場投入が

開始され叫それ以米順調な伸びを示してきている。 '95年

度は前年度比50％を超す勢いで，現在までの設置台数は

10,000台を超え，市場は急速に拡大しつつある。市場拡大

の要因は，発売当初400万円台の価格であった

の力叩場の要求にこたえた低価格化を進めてき

たこと，大手住宅メーカか将米の高齢化に備え

てエレベーターを標準装備した住宅を発売し始

めたことなどが挙げられる。さらに，従米は新

設住宅のみに限定されていたエレベーターの適

用が，＇ 96年度から実施された規制緩利措箇に

よって既存住宅へも可能となリ，市場拡大へ拍

車がかかることが予測されている。

こうした背景から，三菱電機昧では，市場

要求に合致した，低価格で高性能な新ホーム工

レベーター “WELLウェルファミリー”を開

発し，＇95年7月に発売した。

以下に，このエレベーターの概要を紹介する。

2. 製品コンセプト

WELLウェルファミリーは，市場要求の低

価格化に加えて，次に示すコンセプトを基に製

品化を進めた。

(1) 設岡スペースの縮減

住宅内における平面占有スペースは，スペー

スの有効活用と住宅の建築費への影評度を少な

くするために縮減し，さらに，高さ方向の寸法

も縮減する。

(2) 高齢化対応の操作性向上

高齢者に合わせ，さらに健常者も含めて操作

ボタンの大きさ・位岡等を見直し，操作性をよ

り向上させる。

(3) 個人住宅への適合性

個人の生活に密着した製品とするため，発生する振動・騒

音を最小限に抑え，住宅とコーディネートした意匠性を持た

せる。また，個人住宅への適用を考應し， “人と住まいにや

さしいデザイン”を基本に，デザインについてのコンセプト

を次のように設定した。

Rゆとりあるかご室空間デザイン

0暮らしを油出するデザイン

◎高齢化時代に対応するデザイン

(4) 機器構造の簡索化

鉄骨造り，コンクリート造り，木造など各住宅構造との取

合いを簡単にし，据付け性を簡索化してエ期短縮を行う。

表 1.WELLウェルファミリーのシステム仕様

項 .-― 
r
— 

様.-ー

Aタイプ Bタイプ

用途 個人住宅用

駆動方式 ベースメント巻lllij式

柏載術屯，定員
150kg: 2人釆り

200kg: 3人釆り

定格速度 12111/rnin 

制御方式 インバータ制御方式

倅止箇所 最大4か所

外降行程 最大10m

ドア形式 ,,_U動2枚戸片引き戸式， ドアセーフティシュー付き

基 ルーム内のり
Jill 11900Xりi4iき 900(mm) : 2人釆り
間I1900X奥行きl,200(mm): 3人釆リ

本
出人日寸法 I:ilI I800xi:iさl,900(mm)
1t 

様 モータ容ht
1.3kW: 2人乗り

l.5kW: 3人乗り

動力虚源 200V叫 113線式

遠隔監視機能 遠隔監視装；；t；fllインタフェース付き

適用車いす
2人釆り 111：介護Ill車いす

3人釆りlll: ［I走式巾いす

換気装附 強制換気（天井） オプション

手すり 木製 オプション

ルームミラー ガラス製，木製枠付き オプション

指定階i）{1}ィ咋機能 あリ

ルーム内倅屯灯 あり

i卒礼ill-『自動約未装ift
倅這II寺バッテリによって1’l動でかごを最符i階杵床

(MELD) 

オ 管理IIlキースイッチ打悧没 任総階1か所

プ j也砧豆II寺管湘ll連転
シ
(EER-S) 

対応可能
ヨ

ン 乙種防火戸 対応可能

二）加）出人ll 3人釆りのみ対応可能

特殊怠l圧 ルーム、唸l圧・ホール、な[ii：とも対応可能
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3. エレベーターの仕様

表1に，開発したWELLウェルファミリーのエレベータ

ーシステムの仕様を示す。主な特長は，仕様をAとBの2

タイプに設定し，徹底した省スペース化はもちろんのこと，

従米機種ではオプションであった機能の標準装備化，使いや

すさのための機能追加，オプションでの高級意匠への対応を

可能にした等にある。

4. エレベーターの全体構成

4。1 駆動システム及び機器の配置

図1にこのエレベーターの全体構造を示す。また，図2に

昇降路平而図，図 3に昇降路縦断面図を示す。

基オ堺炸成は，従米のホームエレベーターWELL(2)（3)と同

様に昇降路内の下部に駆動装限を設骰し，上部に設けた返し

車を介した巻上ロープでかごをつ（吊）り下げる構造とした。

かごの床下には，制御装置を内蔵した制御盤を組み付けた。

これにより，従米ホールの戸袋側に設けていた点検扉を廃止

し，意匠性の向上と，制御機能のかごへの集約化を図った。

ガイドレールは，鋼板製で昇降路のホール側に配置し，出

入日枠などの機器を取り付けた。ガイドレールの上部には返

返し車

ガイドレール

ルーム

Jレームドア

出入口枠

制御盤

堅動装箇

ホールドア

緩衝器

図1.全体構造

牛土集論文
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し車，下部には巻上装罹の機械台を締結して，エレベーター

側の上下方向荷重を建物に負担させない構造としている。こ

れにより，木造や軽祉鉄骨で造られる個人住宅への対応を容

易にした。

エレベーターの駆動方式は釣合い重りを必要としない巻胴

式を採用して，構造のシンプル化を図った。

昇降路の項部及びピット寸法は，機器の小型化と構造見直

(a) 3人乗り

(b) 2人乗り

(c) 3人乗り（二方口）

図2.昇降路平面図

mm  
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しによって短縮した。平面寸法は，駆動装置を昇降路下部の

戸袋側とし，かご側面の凹所（かごの操作パネル下部）に設

岡することで縮小した。これにより， 3人乗りの場合で，設

慨面積を 0.68坪（従来品比約2割減）の省スペース化を達成

した。

また，かごは上部と両側面をGFRP（ガラス繊維強化プ

ラスチック）で成形し，機能の複合化と構造の簡索化によっ

て部品点数を 45％削減した。

このほか，昇降路機器のかごへの集約化，調整・心だし作

業を削減した新据付け工法などの開発により，据付け人工の

30％削減工期の 25％短縮を図り，短納期への対応を容易

にした。

さらに，据付け現地でのエ期を大輻に短縮できるモジュー

ル形住宅へも適用するため，プレハブ住宅メーカとタイアッ

プした機器のモジュール化，ュニット別コンテナでの輸送形

態導入等も進め，多様化する住宅工法への円滑な対応を可能

とするシステム及び機器の構成とした。

4.2 駆動装置

図4に駆動装置の外観を示す。駆動装置は，速度検出機及

びブレーキ装置の配岡や手巻装置の構造見直しなどによって

徹底した簡索化を図った。減速機は，ウォーム歯車による一
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段減速方式とし，振動・騒音の大幅な低減と設問スペース縮

減を実現した。減速装置は，かごの軽批化と取付構造の簡索

化及び構造解析による最適設計などにより，従来比40％の

軽星化を実現し，搬入・据付けを容易にした。駆動装岡の取

付けは， ピット部及びレールと一体構造として簡索化した。

4.3 電気システム

4. 3. 1 制御盤

従米のホームエレベーターは乗場戸袋側に制餌瑶をを設箇し

ていたため，乗場に点検扉が必要となり，意匠上の制約が大

きかった。今回，制御盤を小型・集約化してかごに配置する

ことで，乗場点検扉を廃止した。以下に，この制御盤の特長

を示す。

(1) 小型インバータユニット

図5に制御盤の構成を示す。図中のインバータには，高速

スイッチング索子である IGBT(Insulated Gate Bipolar 

Transistor)と，その駆動回路・保護回路を内蔵したIPM

(Intelligent Power Module)を採用した。また，大電流

基板を用いてIPM, ダイオードコンバータ，モータ電流検

出器，スイッチングノイズ低減用のインバータ出力用コモン

モードコイル等の主回路機器をすべて基板上に搭載し，イン

バータユニットの小型化と高信頼性を実現した。また，イン

バータにIPMを採用した結果， PWM(Pulse Width 

Modulation)制御の変調周波数を lOkHz以上と高周波化

することができ，人間に一番耳障りな数kHz成分の騒音を

低減し，静粛化を実現した。

(2) 全ディジタルインバータ制御

巻上モータ駆動用インバータ制御には，高性能・高機能ワ

ンチップマイコン (DR)を採用し，このワンチップマイコ

ンのみで全デイジタル化を実現した。すなわち，ワンチップ

マイコンでモータの速度制御演算・電流制御演算を実施し，

図3.昇降路縦断面図 図4.駆動装置の外観
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図5.制御盤構成

マイコン内蔵の三相PWM信号生成機能を用いて，高周波

PWM信号をマイコンから直接IPMに出力する構成とした。

この全ディジタル制御方式の採用によリ，安定かつ良好な乗

心地が得られた。

(3) ドアモータ制御

制御盤をかごに設置したことにより， ドアモータ制御装岡

も制1卸盤内に取り込んだ。また， ドアモータにはDCモータ

を採用し，高スイッチング索子である MOSFETをPWM

回路で駆動する構成とした。ホームエレベーターでは巻上モ

ータ駆動中はドアモータの制御は不要のため，前述の高性

能・高機能ワンチップマイコン (DR)でドアモータ制御演算

も実施するようにした。 ドアモータ制御装岡も制1罰盤内に取

り込んだことによって専用の電源回路が不要となり，かつ部

品点数の削減によリ，制御盤全体の小型化と信頼性の向上を

実現した。

(4) 停霞時自動着床装慨（オプション）

停電によって停止したエレベーターを，バッテリ電源を使

用して，下方の最寄り階まで運転する停屯ll料庁床装附をオプ

ションで用意した。この装置の制御回路は制御盤内に組込み

可能とすることで小型化を図り，外付け部分はかご床下に設

附するバッテリのみとした。

4. 3. 2 カ‘ご上スイッチボックス

従米昇降路に設阻されていた終端階でエレベーターを減速

させるための昇降路スイッチをかご上に設置し，かご上スイ

ッチボックス内にこのスイッチと保守点検用のスイッチ類，

さらに，着床スイッチを一つにまとめた。昇降路機器をかご

上スイッチボックスに集中配岡することにより，かごに設岡

した制御盤との配線作業や据付け調整作業を簡索化し，据付

けエ期を短縮した。

4. 3. 3 受電ユニット

昇降路下部には動力屯源受電用の受電ユニットを設閤した。

この受屯ユニット内にはラインフィルタが設けられており，

インバータから発生する EMIノイズが他の家庭内機器に障

害を与えないように配應した。

4.4 意匠

ホームエレベーターは，住宅のインテリアと調和しつつ，

快適なデザインでなければならない。また，健常者のみなら

ず高齢者や車いす利用者にも安心して利用できるように，デ

ザイン面からも十分に配應した。

4. 4. 1 ルーム

図6にエレベータールームを示す。全体に丸みのある柔ら

かく落ち着いたデザインとし，側面壁の一部はふくらみを持

たせ，ゆとりのある空間を演出した。また，ルーム内の操作

盤部にはふくらみを持たせて，暮らしを涼出できるスペース

を設けた。 Aタイプのルーム内には，ホールからでもつか

まることが可能な木製の長い手すり，車いす利用時でも後方

確認が容易な大型ルームミラー，空気を入れ換える換気装岡

を標準装備した。

手すりの取付け高さは，弱者だけでなく健常者も含めて使

いやすさを検証して，床上800mmとした。側面壁と天井

新ホームエレベーター “WELLウェルファミリー”•本田・久保田・戸田・村田 17(1083) 
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図 6. エレベータールーム 図7.かこ` ‘の構造解析結果 図 8.

表2.操作パネルの傾斜検証結果
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はGFRPで一体成形し，部品点数の削減，軽量化，据付け

の省力化を図るとともに，デザイン性を向上した。

かごは， GFRPでモノコック構造としたことにより，構

造部材としても重要な要索となっている。通常連転時の負荷，

さらに非常動作時の最大負荷に対しての構造fi針升を行い，形

状・板厚・補強など最適設計を行った。図 7にfi叫斤結果の一

例を示す。

また，不意の停屯に備えて，停屯灯を照明グローブ内に常

備し，デザイン面の配應をしながらより安心して利用できる

ようにした。

4. 4. 2 

図8にエレベーターホールを示す。エレベーターホールの

デザインは，洋風・和風など様々な住宅インテリアとの調禾ll

ホ ）レ

を重視するとともに，従来制1卸盤等を収納していた戸袋部分

を廃止したスリムなデザインとした。

色柄は，住宅とのカラーコーディネートを考應した豊富な

バリエーションに加えて，オーダメード品もオプションで用

意し，ューザが自由に選択できるようにした。ホールだけで

なくルームの扉には，スモーク調で，コーナをカットした高

級感のある窓を設けた。

4. 4. 3 操作パネル及びコールボタン

押しボタンは，だれでも分かりやすく，操作しやすいこと

が重要である。そのために，手すりと同様に健常者（成）＼）

だけでなく，高齢者や車いす利用者も対象に，ボタンの大き

さ，間隔，取付け高さ，取付け角度などについて，使いやす

さを主眼に検証し，最終デザインを決定した。例として，表

18 (1084) 三蕊屯機技報・ Vol. 70 ・ No.11 ・ 1996 



図 9.操作パネル

図1a.コールボタン

2に操作パネルの取付け角度の検証結果を示す。

また，操作パネルの階床を表示するピクトグラム（絵文

字）などの表示についても同様に検証した。それらの検証結

果を反映したルーム内の操作パネルを図 9に，ホールのコー

ルボタンを図 10に示す。コールボタンは，操作パネルと同

様に大型化し， さらに，ホールカ河音がりでも分かるボタン位

岡表示灯，荷物運搬に便利なホールでの戸間時間延長機能な

ど，利用者の立場を考えた機能を追加した。

4.4.4 高級意匠品

デザインに対する顧客の輻広い要求にこたえるため，標準

炉土集論文
寸I I 

の木目調化粧鋼板品だけでなく，仕上げを変えた高級意匠品

も準備した。特に，市場で強く要求される“本物の木を使用

したホームエレベーター”に対応して，照明は無く（垢）の

木を使用した枠付きとし，ルーム内の扉やホールの仕上げは

表面を突板張りとした。さらに照明にはルーバタイプ（禾n

風）とグローブタイプ（洋風）を用意し，高級感だけでなく

インテリアにも調和するデザインとし，顧客の輻広い要求に

もこたえることができるようにした。

5. むすび

今回，開発に当たって家庭用エレベーターに求められる機

能を再検討し，ューザに広く受け入れられる標準仕様の充実

化高級意匠や二方向口を含めたオプションの充実化を行っ

た。開発したホームエレベーター “WELLウェルファミリ

—’'は，購入しやすい価格と，優れたデザインと性能との両

立を達成することができたと確信する。

今後とも，市場の動向を踏まえた製品開発により，住宅に

融利したホームエレベーターを提供していく所存である。
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l l ーラルネット応用
“贔l-210 0瓜'”

1。まえがき

近年のビルのインテリジェント化に伴い， ビル内交通も多

様化・複雑化しつつある。このため，ビル内主要交通機関で

あるエレベーターの群管理にも， より高度な機能が求められ

ている。三淡屯機(t',{<)ではこの要求にこたえるため， AI技術

であるエキスパートシステムとファジー理論を応用した群管

理システム AI-2100(!)を開発している。そして，このAI-

2100を発展させた群管理システムとして，新たにニューラ

ルネットを応用した群管理システム “AI-2100N"(2)を開発

した。

本稿では，この最新の群管理システム AI-2100Nについ

て，その技術的特長を中心に紹介する。

2. ニューラルネットを応用した群管理システム

2. 1背景

エレベーター群管理システムは，乗客の待ち時間などのビ

ル全体の輸送効率を考應して複数台のエレベーターを制御す

ることにより，利用者に対するサービス向上を目指している。

群管理システムの主な制御機能としては，①呼び割当機

能と，②運転パターンの2種類が挙げられる。前者は，

個々の乗客の要求（乗場での呼ぴ）に対し，応答すべき最遥

なエレベーターをビル内の交通状況に応じてリアルタイムに

決定していく機能である。それに対して後者は，出勤時。昼

食時など周期的に繰り返されるマクロな交通流に対応し，混

雑階への配車（旧送）・待機などの運転制御を行っていくも

のである。 1岸管理システムの性能を向上させるためには，こ

れら二つの機能を共に強化する必要がある。

従来の群管理システムの最上位機種である AI-2100は，

主として前者の呼び割当機能に対してエキスパートシステム

とファジー理論を応用することにより，性能向上を実現した。

それに対して，今回開発したAI-2100Nは，特に後者の運

転パターンを中心に機能強化を図ったものである。以下，運

転パターンについて説明する。

エレベーター翡罪管理において，ある特徴を持った乗客の移

動（交通流）が発生する場合に，その交通流に特有な乗客の

発生やかごの運行を考胞し，将米の釆場呼びを見越して特定

階へのかごの配車を行ったり，特定の階に待機させるなどの

特殊な運転を行う。この特殊な運転方法を総称して運転パタ

ーンと呼ぶ。運転パターンには，出勤時サービス・仕食時サ

20 (1086)＊稲沢製作所 ＊＊産業システム研究所

理システム 匹田志朗＊

天野雅章＊

岩田雅史＊＊

ービス・退勤時サービスなど多くの種類がある。これらの運

転パターンは想定された交通流に対しては非常に有効である

が，その他の交通流に対しては逆に輸送効率が應竹ヒする場合

がある。例えば，出勤時では主階床から上方へ移動する利用

者が大勢を占めるため，主階床への積極的な配車を行う。 し

かし，上方階から釆車する利用者に対するサービスは低下す

る。また，出勤時以外の交通流が発生している場合にlli勤時

サービスを行うと，ビル全体の輸送効率は低下する。

今皿開発したAI-2100Nでは，ニューラルネット技術を

応用（3)してピル内交通流の特徴的なパターンを検出し，そ

の結果に従って運転パターンを選択する機能を備えた。これ

により，従米に出咬して交通流の特徴検出の精度が向上し，

適正な運転パターンを実施することができるようになった。

またこの開発に当たっては， ょi)現実のエレベーター交通に

近いシミュレーションが行える環境 (4)を開発し，整備した。

そしてこのシミュレーション環境を用いてエレベーター群の

挙動を分析し，運転パターンの機能と性能向上を図った (5)。

以下，これらの概要について述べる。

2. 2 ニューラルネット応用群管理システムの構成

図1にAI-2100Nのシステム構成を示す。システムの構

成要索として， まず群管理制御の悲本をなすものとして呼び

割当部，エレベーター全体の運行管理を行う連行制御部，運

転パターンを実施する運転パターン動作部，群管理制御に必

要な制御ルール群を格納した群管理ルールベース，ニューラ

ルネットを応用してビル内交通流の特徴を検出する交通流特

徴検出部がある。

また交通流牡徴検出部は，ニューラルネット，ニューラル

ネットに対する入力，学習に必要なデータを収集する交通漿

検出部，ニューラルネットのtli)]などから最終的な特徴判別

を行ってどの運転パターンを選択すべきかを指定する交通流

特徴モード選択部，収集されたデータを格納する交通屈デー

タベース，学習Jll教師データを作成する教師データ作成部，

学習を実施するニューラルネット学背部から構成されている。

以下の節では，ニューラルネットを応用した交通流特徴検

1，_-l}の詳細と，運転パターン例について述べ，シミュレーショ

ンを通じて新方式の効果を示す。

2.3 ニューラルネットを応用した交通流の特徴検出

ビル内には，エレベーターの乗客の移動としての交通流が

存在する。ビル内の交通流は時1iilとともに変化し，通常ーH

を単位とする周期性を持つ。さて交通の姑は乗客数によって

ニ羹じ機技報 •Vol.70 ・ No.11 ・ 1996 
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図1.ニューラルネット応用群管理システム構成

表すことができる。これは，各かごに設置された重量センサ

などから得られるかご内負荷の増減から求めることができる。

しかし，交通流（どの階からどの階へ，何人の乗客が移動す

るか。）を測定することぱ実際上正確に求めることは難しい。

ただ，エレベーター群管理においては，交通流の詳細を得る

ことができなくても，あらかじめ用意されている運転パター

ンを実施すべき交通流の特徴的な事象が検出できれば，かな

りの輸送性能を得ることができる。

そのため，従来では乗降客数や混雑階への集中度などのデ

ータ，又はこれらを用いた条件式や関数によって運転パター

ンの選択／解消を行っていた。しかし，扱うデータの種類が

少ない場合には，交通流の特徴検出精度が低下する。逆に，

上記条件式や関数で扱うデータの種類が増加すると，設計が

困難となる。

そこで，多数の入カデータを比較的簡単に扱える並列性と

学習機能という二つの特徴を兼ね備えたニューラルネットを

交通流の特徴検出に適用する方式を開発した。

ニューラルネットを応用した交通流特徴検出部のシステム

構成は図 1に示したとおりである。

交通流特徴検出部の動作には判別フェーズと学習フェーズ

の二つのフェーズがあり，それぞれ異なった機能を持ってい

る。このうち，判別フェーズは，通常時のリアルタイムな群

管理制御における交通流特徴検出を行うフェーズである。ま

た，学習フェーズは，学習によって上記特徴検出機能を再構

築するフェーズで，通常，夜間などのオフアワーに行われる。

判別フェーズでは，まず交通最検出部が交通鼠データをリ

アルタイムに作成する。交通量データは，かご内負荷データ

から計罪された各ゾーンごとの乗降客数で表される。ゾーン

は上方階・中間階などビル内の階床をまとめたもので，ゾー

ンの乗降客数はゾーン内の各階床の乗降客数の和である。こ

の交通鼠データはニューラルネットに入力され，その出力に

基づき，交通流の特者文モード選択部で交通流特徴モードが選

択される。この特徴モードとは，特定のどの運転パターンを

実施すべきかを示す指標である。この特徴モードのリアルタ

イムな選択結果に応じて，運転パターンの実施，切換えが行

われる。
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図2. ニューラルネットの構成例

AI-2100 Nでは図2に示す3層型のニューラルネットを

用いた。ニューラルネットの入力）粋に対する入力信号は上記

交通絨データであり，入力層ニューロンは交通屈データの数

だけ用怠されている。また，出力層のニューロン数は検出す

べき特徴モードの数に対応している。なお，各層のニューロ

ンは他の層のニューロンとある璽みを持って結合されており，

この璽みによって，ニューラルネットの機能と精度が決定さ

れる。図 1におけるニューラルネット設定データとは，この

重み結合に関するデータを意；昧している。

図2の例では，ニューラルネットは，早朝モード・出勤時

モード・平常モードの三つの特徴モードの選択を行う。この

構成では，例えば早朝モードが選択された場合は，出力 1の

値が1.0に近く，出力 2と出力 3の値は0.0に近くなる。し

かし，実際にニューラルネットに入力される交通悩データは

連続的に変化するため，出力も二つの特程政モードの中間的な

状態にある場合がある。その場合，ニューラルネットの出力

から直接i柑敦モードを一意に特定することが困難となる。そ

こで，交通流4柑敦モード選択部では， しきい値を使ったフィ

ルタや，ニューラルネット，Lli力の時系列的な変化も考應して

フィルタリングを行い，特徴モードを一怠に特定するように

システムを構成した。

選択された特徴モードは，運転パターン動作部における運

転パターンの選択／解消に用いられる。また，交通絨データ

は，学習フェーズで用いるために，データベースに蒋えられ

る。

さて，ニューラルネットは交通流の特徴検{liを行うために，

あらかじめ学背を行っておく必要がある。ところが，一般に

ビルごとに発生する交通流は異なっており，また年月の経過

によって，同じビルでも発生する交通流が変化することがあ

る。そのため，ビル設附後にも学習を行う必要がある。学習

ば学習フェーズにおいて行わ几この学習フェーズは，群管

理装置の負荷が小さい深夜時間］幣に，定

期的（例えば2週間ごと）に起動される。

学習フェーズでは，まず，交通屈デー

タベースに将えられている交通姑データ

を用いて教師データを作成する。教師デ

ータはニューラルネットの学習に用いる

データであり，入力となるある特定の交

通賊データと，ニューラルネットがliiカ

すべきデータの組合せからなる。これら

は，前記交通屎データベースに記憶され

たデータの中から，所定の基準を満たす

データによって作成される。具体的な一

例として，出蜘l寺の最大ピーク時（及び

その前後）の交通漿データを取り出す。

このデータをニューラルネットヘの入力

データとし， lli力は，図2の例では出力

2= 1.0,出力 1及び3=0.0とする。これはピーク時には

明らかに出勤時サービスを実施すべき“出勤時モード”であ

るという考えに基づいたものである。ここでは，通常一つの

モードに対して 6個程度の教師データの組を作成することと

した（図の例では三つのモードを判別するため，教師データ

は18{1/i]用怠する。）。このような教師データの作成方法及び

基準は，多くの交通実測データとシミュレーションを通じて

作成したものである。

ニューラルネット学習部はこの教師データを川いて，

Back Propagation法（3)によっで学習を行い，ニューラル

ネット設定データを作成する。学習が終了すると，ニューラ

ルネット設定データはニューラルネットヘ送られ，交通流特

徴モードの判別に用いられる。

ところで，検tliすべき交通流特徴モードは多数あるが，そ

れらの発生する時間幣はある程度決まっている。例えば，オ

フィスビルにおいては1片勤時モードは午前中に，昼食時モー

ドは昼食時間］幣前後に発生する。そこで， AI-2100Nでは，

ニューラルネットの構造を簡単にするために，一日を三つの

時間幣に分け，それぞれにニューラルネットの設定データを

用意している。そして各時間帯ごとに設定データを切り換え

ることにより，比較的小さなニューラルネットで交通流の特

徴検lli機能を実現している。一例としてオフィスビルの場合，

図1に示すように，／廿勤時）l1（早朝モード・出勤時モード・

平常モード），昼食時用（平常モード・昼食時前半モード・

昼食時後半モード），退勤時）lJ（平常モード・退勤時モード・

夜間1染l散時モード）の 3種類を用怠した。このため，各ニュ

ーラルネットに対する学習は，各時間幣ごとに教師データを

作成して行っている。

2.4 交通流特徴検出例

ニューラルネットを応用して交通流の特乎政を検／：I',した例を

図3に示す。
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ここでは，あるオフィスビル（かご8台，停止場所15)か

ら交通実測装附“METRASS” によって採取した実祖ljデー

タを使い，出勤ll寺前後の交通流の特徴検出を行った。このた

め，ニューラルネットは早朝モード・ H11勤時モード・平常モ

ードの三つのモードを検出するように，このビルの上記実軋lj

データを使っで学料を行った。図において，横軸は時刻を表

し， 7: 00から 10: 00までの結果を示している。 t．．段の図

はゾーンごとの乗降客数，中段のIlll線はそのデータを入力し

たときに得られるニューラルネットの/!',力，下段の幣はその

結果から決定した交通流特甜政モードの時IU1遷移を表している。

90 - 芦ゾン1 上方向乗車

80 
軍ゾン1 下方向乗車

筐ゾン1 上方向降車

70 四ゾン1 下方1句降車

姦 60 

貫ゾン2ー上方向一乗車

霞~ゾン2 下方向乗車

綽 50
肛~ゾン2 上方向降車

翌 置ゾーン2 下方閂降車

瞑 40 戸ゾーン3 上方向乗車

30 
f‘しf，滋農i4 りi 

戸：ゾン3 下方向乗車

にゾン3 上方向降車

20 
戸：ゾーン3心下方向9 降車

10 

。I 一に饂t- r-法-
7 00 8 00 

時刻

ミ只
Ii"壬
1 -'---
弓'＞,、

11咲 ゜
ユ

I 

工ョ、r 
写

出力1

出力2

出力3

時刻

早朝モード 出勤時モード 平常モード

図3.交通流の特徴の検出例
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図4.交通流の特徴の検出結果
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図より，上段の乗降客数データの変化に伴って，検出された

交通流特徴モードが変化している様子が分かる。

次に，ビル内の交通流の日々の変化に対して，ニューラル

ネットを使った交通流特徴の検出結果がどのように変化する

かを図4に示す。図は前述のオフィスビルから採取した月曜

日から土躍日（休日）までの交通贔データと，それぞれに対

する交通流特徴モードの検出結果を示している。なお，図を

簡略化するため，交通最データを主階床とそれ以外の階のみ

に分けて表している。

図のニューラルネットの学習は，月曜日のデータを用いて

行ったものである。図では，いずれのHも交通の時間変化に

合わせて早朝・出勤時•平常の各モードが選択又は解消され

ている。すなわち，出勤時ピークの立上りが早い（遅い）日

には出勤時モードが早め（遅め）に選択され→また，

の終了時刻に合わせて出勤時モードも解消されていることが

分かる。また，出勤時のピークが存在しない土曜日には，

勤時モードを選択していない。

この結果から，平日，休日にかかわらず，学習した以外の

日においても交通の変化に対応した交通流特徴モードの検出

が行われていることが分かる。

ピーク

出

2. 5 運転パターン例

前述したように，ニューラルネットによって判別された交

通流の特徴モードに応じて運転パターンが選択される。ここ

で，群管理制御には多くの制御ルールが使用されている

が（1)，これらルールは，用途に応じてグループ化されてい

る。上記運転パターンもこの制御ルール群によって実行され

る。 AI-2100Nでは，ニューラルネットを用いて交通流特

徴判別を行うとともに，上記運転パターンの制御ルールを従

米方式からブラッシュアップし，性能向上を図っている。こ

こでは朝の出勤時に実施される出勤時サービスを例にとって

述べる。

一般に出勤時にはビルの主階床（玄関階）が非常に混雑す

るため，複数のかごを配車する。従来のAI-2100では，各

階の混雑度合に応じて配車台数を制御する“フレキシブル配

車機能”を適用してきた。 AI-2100Nの開発に当たっては，

更にサーピスを向上させるため，混雑時におけるエレベータ

一群の挙動と制御ルールの効果を詳細に分析した（5)。そし

てこの分析結果を通じて，従米の混雑度合だけでなく，サー

ビス状況や各かごの運行状況を考慮して制御を行う新たな制

御アルゴリズムを開発した。

この方式は前記分析から得られた概念をまとめたファジ一

ルール（図 5)により，主階床への配車台数をリアルタイム

にチューニングするものである。この方式を“配車チューニ

ング”と名付けた。この配車チューニング方式における制御

手順の概略を以下に示す。

：混雑開始時点の配車台数を所定の基準台数に

設定する。

：各かごの運転状況に関するデータを収集する。

：上記データ碁づき，図5のルールを用いて配

（
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and （主階床でかごが停止している時間が短い
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（主階床に対する配車台数を1台増加させる）
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（主階床に対する配車台数を1台減少させる）
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図5.チューニングルール例 図 6. シミュレーション結果
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車台数のチューニングを行う。具体的には図

のルール条件が満たされたとき，ルール実行

手順によって配車台数の増減を行う。

出勤時サービスを実施している間，上記Step1とStep2

をリアルタイム（例えば1分ごと）に繰り返す。

2.6 シミュレーション例

図6にシミュレーション結果の例を示す。このシミュレー

ションは，図4(2日目）の交通流を想定して行っている。図

6(a)によれば， AI-2100NではAI-2100に比較して出勤時

サービスを実施している時間帯が長く，出勤時ピーク前後

(8 : 15 -8 : 30, 9 : 00 -9 : 10ごろ）の待ち時間を改善し

ている。また配車チューニング機能によって主階床に対する

配車台数がリアルタイムに変化しており，出勤時ピーク

(8: 30-9: 00ごろ）の待ち時間も改善されていることが分

かる。

これら出勤時サービス選択時間の適正化と配車チューニン

グ機能により，図 6(b)に示すようにシミュレーションを実施

した全時間帯の平均待ち時間が大きく改善されている。

上記シミュレーション結果は一例であるが， AI-2100N 

は， AI-2100に比較して，特に混雑時の平均待ち時間を約

10%, 60秒じLLの長待ち率を約20％改善できた。

3. むすび

以上，ニューラルネット技術を応用した群管理システム

AI-2100 Nの概略について述べた。今後とも新しい群管理

方式の開発に取り組み， より一層の性能向上を図っていく。

また，本稿で述べたシステムは乗客の待ち時間に主点を潰

いてエレベーターサービスを向上させるものであるが，情報

案内などのヒューマンインタフェース機能を高め，乗客にと

ってより快適で利用しやすい群管理エレベーターの構築を目

指していく所存である。
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1。まえがき

エレベーターはビルの縦移動に欠かせない乗り物として利

用されるだけでなく，建築インテリアの重要なポイントの一

っとしての，また，利用する人の心を一層和ませるデザイン

空廿りとしての役割を担うようになってきている。そして，オ

フィスビルを始め，ホテル，ショッピング，集合住宅などの

インテリアの多様化が進み，顧客のオリジナルなデザイン要

求に柔軟に応じる必要1生が生じてきている。

このような背景から，今旧エレベーター意匠品として，鋼

板上にフルカラー塗装を行うための新技術を開発し，

"MEL ART”の名で1995年12月に発売を開始した。図 1

は乗場の戸として施工された実納例を写真で示す。本稿では

この新製品の特長と，新技術を開発するためのキーテクノロ

ジについて述べる。

2. 開発のねらいと主な開発仕様

従米，エレベーター怠匠品に多色模様を施したいという顧

客の要求に対して，マスキング塗装，シルクスクリーン印刷，

塩ビフィルム張りなど，限られた仕上げ一方法で対応をしてき

た。しかも，これらの技術の中で多色抱装仕上げといえる自

由な色柄を表現できるものは，シルクスクリーン印刷だけで

あった。シルクスクリーン印刷とは，印刷したい柄の部分だ

図 1.納入実績例（鳥羽シーサイドホテル）
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斎藤雅行＊＊

け網目を残すように製版されたシルクスクリーンを作り，そ

して，印刷したい面の上にそのシルクスクリーンを載せ，イ

ンクを伸ばして印刷する手法である。図 2にその簡単な原兜

を図で示す。しかし，この方法では以下の欠点があった。

◎色数ごとに製版が必要であり，経済的に色数が制約さ

れる。

◎製版などの工程があるため，エ期が長い。

0版を使用した印刷のため，印刷面は一面ごとになり，

範囲が限定される。

これらの欠点に対して，新システムを開発するためのねら

いを次のとおり定めた。

(1) 顧客が考案したオリジナルな図柄をフルカラーで忠実に

再現できるようにする。

(2) ディジタルデータを活用した無製版システムとし，コス

トの低減及びエ期の短締行を図る。

(3) 対象となる製品は乗場の戸，かご室の戸及び壁などとし，

図柄は怠匠上見えるパネル表面と側端面に連続して付けるこ

とができるようにする。

上記間発のねらいを基に，システムの開発仕様を以下のよ

うに設定した。扱える原画の種類は，写真・絵画だけでなく，

コンピュータグラフィックス (CG)などできるだけ多く対

応できるようにする。塗装の対象は，エレベーター怠匠品と

して 700mmx 2,600mmまでの大型鋼板パネルとする。

ニー・ニ／•ここ
スキージ

I 鋼板パネル 1 ⇒ 

図2. シルク印刷の原理

表 1.主な開発仕様

項 目 仕 様

原圃の種類
CGによるディジタルデータ・

写真・手描き両

喰装方式 静屯記録紙による熱転写方式

喰装伯iの大きさ (li晶）750X（長：さ）2,600mm以下

ベース塗装 ウレタン系

イ ンク 昇蔀性染料

解像度 400bpi 

表現色 26万色
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図3.製造工程

途装方法は，フルカラーで，このような大而積に対応可能

な静電記録紙を使用した熱転写方式とする。その他の項目

も含め，主な開発仕様を表 1に示す。

3. MEL ARTの製造工程と製品の特長

MEL ARTの製造工程を図3に示す。製造工程を大別

すると，塗装すべき原訓をいったん転写紙にプリント出力

するための処理を行うデータ処理工程と，転写紙を塗装鋼

板に載せて転写する工程に分かれており，それぞれの工程

内容の詳糾llを次に述べる。

3. 1 データ処理工程

データ処理工程は，スキャナ，パソコン，測色計，エンジ

ニアリングワークステーション (EWS)，静屯トナー式プ

リンタで構成した。

原画作成手順は，写真や絵画などの原皿がある場合は，ス

キャナで読み取り，色合いやコントラストなどの調整を行い，

原圃データとする。また，オリジナル模様を作る場合は，パ

ソコン上で図柄を製作したものが原皿データとなる。原皿デ

ータをパソコン上で2値化処理，色変換処理等の画像処理を

行い， EWSへ送る。また，測色計で軋ll色されたテストチャ

ートのデータを使用して色補正作業も行う。 EWSでは， ll’I

力する両像サイズ， l．-l?＼力範lj}|，繰返しの指定等の皿像編集作

業を行い， 4色のインクによる図柄を転写紙に静屯付杵させ

ll＼力する。

3. 2 転写工程

このシステムで転写する原理を図4に示す。転写工程とは，

プリンタからl:li)］した転写紙を鋼板パネル上に載せて密着加

熱し，怠l圧パネルとしで完成するまでの～ー工程をいう。ここで

は，転写紙を固定した鋼板パネルを専用治具にセットし，＇心

気炉で加熱する。そのときに，鋼板＿1この染色基材である透明

途料の堕膜（クリア樅料層）へ昇蔀した染料が移行する。加

熱終了後は転写紙を除去し，作業完了となる。

3.3 MEL ARTの特長

ニーノク（未発色

転写前 転写後

図4.MEL ARTの転写原理

この新しい製造方法で製造されたMELARTは，従米の

多色倹装仕」こげであるシルクスクリーン印刷と比べて，以下

の特長がある。

(1) 原皿の選択が自由

匝皿はCGによるディジタルデータを使用するため，写

真・フィルム・絵匝・イラストなど，スキャナで読み込んだ

データすべてを原圃にすることができる。

(2) ／瓜皿を多彩にアレンジ

原皿はパソコンを利用して加］月＊．することができるため，色

調の変換，柄の修正，複数の原両データの合成など， I瓜両デ

ータを自由にアレンジし，新しい図柄を表現することができ

る。

(3) 新しい質感を表現

MEL ARTは，光沢のあるクリア層の中に透光1生の昇蔀

インクを浸透させることで図柄を表現している。そのため，

透Il]]感と色柄の深みが出せ，今までにない質感が表現できる。

特に，ード地喰装を合や銀のメタリック澄装にすると，メタリ

ック感が透けて兄え，今までのシルクスクリーン印刷では表

現できなかった魅力ある表現が得られる。ただし，下地がメ

タリック色の場合，色調か若干変化するため，原訓との色差

補正をするようにした。

(4) 高両質，高梢細な表現が可能

エレベーターll]フルカラー新喰装システム “MELART"・ 富長・牧野・斎籐・広瀬 27 (1093) 



表現色26万色，画像解像度400dpiの静電トナー式プリ

ンタから出力された転写紙を使用しているため，高画質で高

精細な画像を表現することができる。

4. 主な技術課題

このシステムを開発するに当たり，大きな技術課題として，

次の3点を挙げることができた。

0大画像データ処理技術

0インクの耐光性向上技術

0安定した転写技術

この章では，上記開発ポイントを達成するためのキーテク

ノロジについて述べる。

4. 1 画像データ処理技術

この節では，コンピュータ上でデザインしたフルカラー画

像を鋼板上に高精細に印刷するための画像処理について述べ

る。図5にシステム構成を示す。画像処理は，色補正処理部

と2値化処理部で構成した。

4. 1. 1 色補正処理技術

このシステムの色補正処理には二つの特長がある。

まず，客先に提示し承認を得た見本サンプルと最終的に納

入する製品との色差カ＇Xきく異ならない点である。

もう一つの特長は，鋼板のベース色（白，金，銀）ごとの

色再現範囲をデザイン用コンピュータ上で確認できるなどの，

色管理機能を持っている点である。濃暗色に関しては，白色

ベース色上に転写した色を管理することによって，白色のベ

ース色上に転写した色と有彩色のベース色上に転写した色と

を同色に合わせることが可能になった。しかし，淡い色を表

現する場合， 3.3節に述べたように色柄は透光性インクで表

現されるため，インクの色か有彩色のベース色に影響されて

原画との色合せは難しい。また，原画作成時において，蛍光

色など客先から指定された色が鋼板上で再現することができ

ない場合に，画面上に警告を発するようにした。

r---------------------

！口 9月l色 □□-~: 
， 

これらの色管理作業では，色見本を有彩色の鋼板へ転写し

た後に測色し，色補正データを作成して色変換している。こ

の色補正データによって，白色鋼板上と有彩色鋼板上での転

写カラーマッチングを可能にした。

また，画面上での野告は画像処理システム内の色再現域判

定データを用い，色再現域判定処理を行うことで実現した。

色再現判定データとは，鋼板上へ転写した色見本を，測色値

と色見本データとで転写し，再現できる色の範囲を限定する

ためのデータである。

4.1.2 2値化処理技術

このシステムで用いているプリンタは，静屯方式の2値プ

リンタである。 2値プリンタは紙上ヘインクのドットを付け

るか付けないかによって色柄表現をするプリンタのことであ

り，その信号を 0と1で表すため2値プリンタと呼んでいる。

この2値プリンタで中間調を表現しようとすると， ドットの

数の調整だけでなく， ドットを付けるパターンを変えて擬似

的に中間調を表現する必要がある。このーガ法で画像処理する

ことを 2値化処理と言い，従米から多くの2値化法が提案さ

れている。このシステムでは，写真や絵画等をスキャナで読

み取って入力した中間調画像と，コンピュータ上で作成した

線両や文字等のグラフィック画像の，双方の再現能力が高い

誤差拡散法(1)を採用した。

しかし，従米の誤差拡散法は，

R単色で均ーに色を表現しようとした場合，色によって

は干渉じま（縞）のような模様が出る。

●色の濃淡をスムーズに表現することができない。

等の間題点があった。また，転写工程で昇華転写されるイン

クが加熱中に染色基材の中で拡散され，以下の問題が生じた。

R鋼板に転写したドット径カウ゜リンタで印刷したドット

径より大きくなる。

R太ったドットが隣接のドットと干渉し，干渉縞模様が

出やすくなる。

測色システム RGB, YMC:テバイス色空間

XYZ :標準色空間

スキャナ読込み

28 (1094) 

I 
I 
l色補正データ処理

： 

補正処理

2値化処理
r ---------------

LUT : Look Up Table（階調補正処理）

t L_------------------_」｛---------------4 

図5.画像処理システム

三袋 '17凶機技報 •Vol.70 • No.11 ・ 1996 



特集論文
‘I | 

100 

(
1
)
 

゜
5
 

巴
害
S
況
江
旦
宰

階調補正後

無処理 口(Dye) 
128 

データ上の明るさ（階詞数）

255 

表2. 染料の退色機構とその抑制方法

退色機構

自動酸化による酸化退色

抑制方法

［冒—詞l□三□□＇：剤j
v ――-----・ :...:.;-i,-~i.~;i;,:: ;-・;:1iii1--.;i:;;1; -----------

一重項酸索による酸化退色
3Dye 

励起三屯項

状態

一重項酸索

クエンチャ

図 6.階調補正処理

15 

そこで，このシステムでは，

(1) あらかじめ拡散するドット径を想定し， ドットの位附や

ドット数を調整し，転写後の色が原画に近くなるようにする。

(2) 色相や，濃淡によってドットを打つ位四を変化させ，干

渉縞模様が出ないようにする。

等の機能を持たせた誤差拡散法ベースの 2値化手法を開発し

た。白色ベース色上にこの手法によって皿像処理を施した階

調テストチャートを転写し， m1J色を行った結果を図 6に示す。

縦軸は転写後の色の明度 (L)，横軸は入力した色のデータ

上の明るさを表す。この手法を最適化することにより，ほぼ

線形の階調特性が得られた。

4.2 耐光性向上技術

染料の光退色過程は，染料の化学構造だけでなく，染料の

染色状態基材の性質，熱・光等の外的条件，共存物質の有

無など多くの因子によって決定される。耐光性低下の原因と

なる光退色は，酸化反応に起因している場合が多い。この酸

化反応については，酸索が関与するラジカル連鎖反応で退色

する自動酸化がよく知られている。しかし，最近，一重項酸

索が反応の起点となって染料の光退色が進むという機構が重

要視されるようになってきている (2）。一重項酸索は，励起

染料のエネルギーが空気中に存在する酸索に移行して生成さ

れる。これらの退色機構と一般的な制御方法について表2に

示す。

今恒],これらの退色機構を踏まえ，昇蔀染料の光退色抑制

方法について検討した。

昇蔀染料か転写される染料基材用ベース樹脂には，液体ト

ナーとの相1生が良く，転写性・染色安定性に優れたウレタン

樹脂を選定し，さらにこの樹脂に種々の光退色抑制剤を添加

し，耐光性の向上を図った染色基材を開発した。

自動酸化に対しては，ラジカルを抽獲して光退色を抑制す

る光安定剤と，紫外線を吸収してエネルギーレベルを低減す

る紫外線吸収剤が良好なことを見いだした。これらの抑制剤

を適正配合することによリ，単独でJ11いても抑制効果は得ら

れるものの， 1作用によって許しい朴l釆効果をボした。この結

呆は，時間経過とともに紫外線吸収剤の効呆が減少して起き

る光酸化反応を，光安定剤が抑制するためと考えられる。
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図7.光退色抑制剤の添加効果

フィルム

密着させる

／転写糸氏 [ 

鋼板パネル

図8.専用治具の原理

新しく開発した染色基材を用いて今阿使用する染料の耐光

1生評価を行った結呆を図 7に示す。なお，光照射はサンシャ

インウェザーメータを用い，変退色は色差叶で計I湘iliした結果，

従米の染料の 3倍以上の耐光性が確保でき，製品への適J1]が

可能になった。

4. 3 転写技術

前節でも述べたように，この堕装は，あらかじめ樅装され

た鋼板の染色基材へ昇蔀インクを転写することによって色柄

を付けている。ここでは，昇蔀インクで記録された転写紙を

鋼板上に転写する治具の密杵技術について述べる。

4. 3. 1 転写治具の密藩技術

エレベーター怠匠品として絵柄を転写するためには，最大

約2面相当の鋼板パネルに均ーに安定した転写を行う必要

がある。そこで，大而積のパネルに転写紙を均ーな力で密杵

させる導J1J治具を開発した。専ナIJ治具の瓶理を図 8にポす。

鋼板パネルと転写紙を治具の中にセットして密附した後，転

エレベーター／llフルカラー新喰装システム “MELART"・ 、高長・牧野・斎藤・広瀬 29 (1095) 
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写紙を鋼板へ密着させた。密着力が弱いと転写する絵柄がぼ

け，密着力が強すぎると鋼板パネルが変形するため，適切な

密着力を実験で求めた。また，専用治具によって鋼板パネル

の連続した二面に転写紙を密着させることができるようにし，

連続した図柄の転写を可能とした。

4. 3. 2 転写条件

転写の設定条件には，密着力のほかに，染色基材であるク

リア層の厚み，炉の設定温度，加熱時間などがある。

2値プリンタでは 4色の昇華インクを使用しており，色に

よって昇華が始まる温度がわずかではあるが異なっている。

そのため，加熱時間を長めに設定し，均ーな転写ができるよ

うにした。

染色甚材であるクリア層は，昇華インクを十分に浸透させ

るだけの厚みが必要である。また，クリア層が薄く加熱時間

が長いと，昇華インクが下地塗装にまで浸透し，絵柄がぽけ

る原因となる。クリア層の厚み，転写時のパネル上温度，転

写された色柄の色濃度の関係を図 9に示す。クリア層の厚み

が一定以上ないと適正な色濃度が得られない。また，転写温

度の変化に対しても色濃度は不安定となる。クリア層の厚み

が厚くなると，転写温度の変化に対しても色濃度は安定する

ことが分かった。これらの結果を基に転写の各条件を設定し，

パネルの表面温度のばらつきが少なく，均ーな転写ができる

ようにした。

5. 今後の展開

5. 1 営業所・顧客からのオンラインデータ入手

エレベーター意匠において自由な図柄を表現する技術は，

主にシルクスクリーン印刷であった。その場合，原画からシ

ルクスクリーン印刷を行うまでにフィルムやシルクスクリー

ンを作成する必要があった。しかし， MELARTでは，原

画がデイジタルデータであればすぐにフルカラー塗装を行う

ことができる。このことによって，製作時間を短縮すること

が可能になり，一度データを入手すれば色柄の調整や修正の

表3. MEL ARTのほかの製品への応用展開例

余
l

、Jー月

建築材料関連

サイン関連

フォト関連

製品への応川例

屋内鋼板性高級ドア，壁面内装パネル

天井面内装パネル，装飾防火）"i,

ロビー等の装飾パネル[ili及び柱

屋内小型～大型高級看板，

各種カラーサイン，大型案内板

記念写兵パネル，記念プレート，

各種展示館のプレゼンテーションパネル

店舗関連

贈答用品

装飾テーブル，装飾圃，

商品プレゼンテーションパネル

記念盾，ネームプレート，記念プレート，

装飾附物，化粧品等のパッケージ

ために原回等をやリ取りする必要がなくなる。現在は光磁気

ディスク (MO)又はハードディスクによってデータの移動

を行っているが，将米は常業所や顧客からデイジタルデータ

をオンラインで入手し，ダイレクトにMELARTの処理が

できるようにすることが考えられる。

5. 2 適用範囲の拡大

現在は，エレベーター意匠品の中でも，かごの戸，かごの

壁，乗場の戸，乗場の猫板を主体に適用している。乗場の幕

板には猫板と戸が同一面にある場合のみ適用可能としている。

今後はかご室や天井などの意匠面へ適用を広げる予定である。

エレベーター意匠品以外へは，まずエレベーターホールの

壁面へ適用することが考えられる。また，インテリアの壁面

パネルとして一般の内装材への応用も広がる。

また， MELARTは，ベースが鋼板だけではなく，幅広

＜適用が可能なため，表3に示すように，広い分野で応用展

開することが考えられる。

6. むすび

フルカラーの大画像を鋼板に塗装できないかという発想で

開発を進めた結果， MELARTという新技術を確立するこ

とができた。これは，顧客ニーズを CGなどのハイテクと現

行技術との組合せによって製品化したといえる。

今後は，ますます意匠の多様化に対する要求が高くなる中

で， MELARTの技術を軸にしてこれらの要求にこたえる

ため，今後とも研さん（鑽）努力を重ねる所存である。
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エレベーター エア ン
門井明宏＊ 千原弘＊＊＊

山本和美＊ 大浦修司＊＊＊

岡島次郎＊＊

1。まえがき

近年，エレベーターユーザの関心は，エレベーターの速

度・乗り心地・安全性といった基本的品質だけでなく，エレ

ベーターに乗ったときの快適性にまで及んでいる。その中で，

エレベーターかご室内の空気調和性能も重要視される傾向に

ある。エレベーターかご室へのエアコンの設置は従来からも

行われてきたが，家庭・店舗等で使用される一般のルーム工

アコンを適用していたため，エレベーターにとって必ずしも

最適なシステムではなかった。そのため，エアコン設置の要

求が多いにもかかわらず，エアコン付きエレベーターは十分

には普及していないのが現状である。

そこで，エレベーターにとって最適な空調システムを提供

するため，エレベーター専用エアコンを開発した。なお，エ

レベーターに設置されるエアコンの用途は主に冷房用である

ため，今回は冷房専用として製品化した。

本稿では，このエレベーター専用エアコンの開発内容と製

品仕様について紹介する。

2. 開発の背景

ホースでつなぎ， ドレンタンクにたまったドレンを，かご室

が上方階へ行くごとに自動的に排水させる。 ドレンタンクの

満水を検出したときや，ある一定の時間上方階へのサービス

運行が生じない場合は，かご室を最上階へ強制走行させて排

水させる。

(2) 虚磁弁式ドレン処理方法

これは，エレベーターかご室下部のドレンタンク内に這磁

弁を設け，弁の開閉によって排水処理を行う方法である。発

生したドレンはドレンタンクにためられる。これ力哨閻水にな

ると，エレベーターのかごを最下階へ運行させ， ドレンタン

クの電磁弁を開いてドレンを排水させる。これをピットに設

けられた排水タンクが受け，ビル側の排水口へ流す。

このように，エレベーターにエアコンを搭載する場合には，

建物側に排水設備を用意したり，排水のための専用連転を行

うことが必要となるため，改善か望まれていた。

2. 2 実装上の制約

エレベーターかご室の壁や天井は，デザイン上，重要な要

索である。そのため，エレベーターでは，エアコンはかご内

から見えない場所に設附するとともに，かご内への冷風の吹

2. 1 ドレン排水処理方法

エアコンを連転させると，空気中に合ま

れていた水分が冷却器の除湿作用によって

結露し， ドレン（結露水）が発生する。エ

レベーターにエアコンを搭載した場合，そ

の発生したドレンの処理方法がエレベータ

ー特有の間題として挙げられる。一般の家

庭では，ホースを用いてそのまま屋外へ排

水処理を行うが，エレベーターの場合には，

その方法を用いると昇降路内機器に水が掛

かったり， ピットが水浸しになってしまう。

そこで，現状では，昇降行程やエレベータ

ー速度に応じてホース式と電磁弁式のいず

れかの排水方法でドレン処理を行っている。

その排水処理方法を図 1に示す。

(1) ホース式ドレン処理方法

これは，昇降路壁に沿ったホースを通し

てドレンをビル側の排水口へ導き，排水処

理を行う方法である。エレベーターかご室

下部のドレンタンクとビル側の排水口とを

排水方式 ホース方式 電磁弁式

概略図

壁

ドレンタンク

室外機

壁

室外機

ドレンタンク電磁弁

排水タンク

排水ロ

図1.排水処理方法の比較

＊三菱虚機（松稲沢製作所 ＊＊同住環境研究開発センター ＊＊＊三菱屯機エンジニアリング（株） 31 (1097) 



出し口やかご内からの吸込み口は，かご室の美観を損ねるこ

とがないように，天井と壁の隙間を利用しているのが一般的

である。したがって，エアコンの室内機と室外機は，通常，

かごの上に設骰されている。

一方，エレベーターのかごの上には，エレベーター用制御

機器やドア装置等の機器があり，さらに，かご室天井には非

常救出日も設置する必要がある。こうした機器を避けてエア

コンを実装しようとしても，例えば9人乗り以下のような小

さいかごには，搭載が困難であった。また，エアコンを設置

するため，かご枠高さを高くしなくてはならない場合もあっ

た。さらに，定期的に行うかご上でのエレベーターの保守・

点検のためのスペースが狭くなり，作業性を悪くするといっ

た問題もあった。

2. 3 冷房能力

(1) 展望用エレベーターの昇降路内は外気と比較し温度が高

くなり，ルームエアコンの運転可能温度範囲を上厠るケース

も発生する。そこで，エレベーター用エアコンとしては，高

温領域でも効率良く運転できる仕様にすること力哨ぜまれてい

た~o 

(2)'かご室天井の意匠によっては，エアコンの吹出し口と吸

込み口の位罹を制約される場合も多い。そのため，ルーム工

アコンの吹出し日からかご室内への吹出し日までの距離が長

~～~～ ~～^ヽへ

(a) 小型機

(b) 大型機

図2.専用エアコンの外観

32 (1098) 

くなるケースもあり，この場合は圧力損失を極力抑えるため，

大型のダクトを採用することが必要なケースも多かった。

3. エレベーター専用エアコンの製品概要

3. 1 開発のねらい

前章の三つの背景から，実装性と品質・性能を向上させる

ことを開発のねらいとし，以下の項日に着Elして開発を行っ

た~o 

◎ドレン蒸散処理方式の開発による空調システムの簡索

化

0かご室への実装性の向上

0高温領域での冷却効率向上

3. 2 製品仕様及び機器構成

今厠聞発したエレベーター専用エアコンは，通常のルーム

エアコンでは室内機と室外機に分離されているユニットを一

体化した構成とした。そして，凝縮器で発生する熱を利用し

てドレンを蒸散させる方式を採用し，建物側での排水設備を

不要とした。冷房能力は2.3kW(2,000kcal/h)の小型機，

5. 2 kW (4,500 kcal/h)の大型機の二種類を製品化し，そ

れぞれかごの大きさやエレベーターの用途によって使い分け

ている。

小型機，大型機各ユニットの製品外観を図 2に，実装状態

を図 3に示す。

ユニット本体は，エレベーターかご上部にある上ばり

（梁）に固定し，かご室とは吸込み用及び吹出し用のダクト

で接続し，かご内の空気を循環させている。かご内操作盤下

排水方式 ドレン蒸散処理方式

専用エアコン

エレベーター
床 IIIカゴ室

概略圏

壁

図3. エレベーター専用エアコンの実装状態

三菱屯機技報 •Vol.70 • No.11 • 1996 



表 1. エレベーター専用エアコンの仕様

項 日 小型機 大型機

定格冷房能力 (kW) 2.3 5.2 

外形寸法（輻x奥行き x高さ） （mm) 600 X 450 X 450 900 X 550 X 550 

屯気特性 I定格消i謬力 (kW) 1.0 2.0 

I運転虚流(A) 5.4 10.4 

定格電源 単相200V 50/60Hz 

圧縮機
形式 ロータリ式

屯動機出力 (kW) 0.75 1.5 

標準風址(m'/min)強（弱） 6 (5.1) 11 (8.5) 

送風機 機外静風圧(mmAq) 3以下（かご内）

屯動機出力 (kW) 0.135 0.2 

運転調整装附 リモートコントローラ

（かご室） 21℃DB（乾球）／15.5℃WB（湿球）

述転可能範囲 ~35℃DB（乾球）／24℃WB（湿球）

（昇降路内） 21℃DB（乾球） ～ 45℃DB（乾球）

空調方式 冷房専用

製品構造 冷却器・凝縮器一体型

ドレン水処理方式 昇降路内へ蒸散

設置場所 エレベーター昇降路側かご上部（屋内環境）

取付方法 グラスダクト使用（吸込み・吹出し）

凝縮器
〗ドレン

三＞＂

I←|  

図4. ドレン蒸散処理方法

加涅材

部に設置されたリモコンスイッチにより，運転及び温度設定

の切換えを行うことができる。

省電力を目的として，一定時間エレベーターに呼びがない

場合にエアコンを一時停止させる運転制御も可能としている。

ユニットの製品仕様を表 1に示す。

3. 3特長

3. 3. 1 ドレン蒸散処理方式

エレベーター専用エアコンでは，建物側での排水設備を不

要とするため，ュニット内部に新しくドレン処理装置を設け

ている。この装置は，発生したドレンを凝縮器の凝縮熱を利

用して昇降路内へ蒸散気化させる装岡である。 ドレン蒸散処

理方式を図4に示す。凝縮賂の傍らに加湿材を設慨してドレ

ンを加湿材上部から滴下して浸透：させ，凝縮器を通ってきた

流通空気の持つ顕熱によって加湿材に含まれた水分を蒸発さ

せる。つまり，かご室内の大気に含まれていた水分は冷却器

の除湿作用によってドレンとなり，次に凝縮器の熱を利用し

て昇降路の大気中に蒸散する。
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図 5.エレベーター専用エアコンの運転温度範囲

3. 3. 2 広い運転温度範囲

図 5にエレベーター専用エアコンとルームエアコンの運転

温度範囲の違いを示す。例えば，昇降路がガラスで作られた

展望用エレベーターのように特殊な環境に設置される場合，

昇降路内はH射による影需で外気よりも高温となる。したが

って，このような厳しい環境下においても運転できるように，

従米使用していたルームエアコンに比べ，凝縮器側熱交換器

の容積を大きくして，使用温度範囲を高温側でも運転できる
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ようにした。

3. 3. 3 最適風量

ルームエアコンの冷却器側送風機は，一般家庭の居室で使

用されることを基準に設計されているため，吹出し圧（静

圧）は余り高く設定されていない。一方，エレベーターにエ

アコンを適用する場合は使用条件及び実装状態が異なるため，

風路抵抗による圧力損失に対する裕度を十分確保する必要性

がある。今回，エレベーター用に最適設計を行い，シロッコ

ファンを採用して冷気の吐出圧を高くして，冷房効率を向上

させている。これにより，十分な冷房能力の確1呆とかご内の

温度分布の均一化が図れるようになり，乗客の快適性をより

一層向」こさせた。

3. 3. 4 実装性の向上

小型機は，従米搭載することができなかった6人乗りの小

さなかごにも搭載可能とするため， ドレン蒸散処理機能を備

えながらも実装性を向上させるコンパクトな製品設計を行っ

f‘ 
‘―0 
エアコンからの吹出し方向及びエアコンヘの吸込み方向を

自由に設定できるように吹出し方向・吸込み方向を可変とし

36「 ／ 
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35 

34 
／ ＼ -I 80 

33 I 空気温度
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28 

27 」20
26 

25 

゜゜
6 12 18 24 

時刻 （時）

(a) 昇降路内の温度・湿度

た。また，かご室への接続にグラスダクトを採用し，かご室

の吹出し口，吸込み口を設定する際の制約を少なくしている。

3. 3. 5 据付け性，保守性の向上

従米のルームエアコン方式では，室四機・室外機・ドレン

タンクを別々に設骰し，その間に冷媒配管やドレン排水管の

接続等を行っていた。エレベーター専用エアコンでは，；疑縮

器と冷却器を一つのユニットに納め，従米必要であった配管

作業を不要とした。さらに， ドレンを蒸散処理することによ

り， ドレンタンクやドレンホース等のドレン排水設備も不要

とした。 したがって，据付け工事の簡索化が図られ，工事期

間の短縮にも寄与した。建築側の排水設備が不要になったこ

とから，モダニゼーションによって既設エレベーターに後か

らエアコンを設置するときも，対応しやすくなった。

また，狭いかご上での保守作業は危険であるため，保守作

業がエアコン本体手前から簡単にできるように保守部品の最

適配置．と集約化を行い，保守性向上と保守時間の短縮を図っ

f’ ~o 

4. 検証
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図6. シミュレーション結果
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図7.昇降路温・湿度実測結果
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ドレン蒸散式エアコンを搭載した場合，エレベーター昇降

路内の温・湿度に特異な変化が生じないか，計靡機シミュレ

ーション及び実機計測の両面から検証を行った。

計紅機シミュレーションでは，昇降路とかご室の詳細仕様

や，昇降路との換気盤，エレベーター専用エアコンの放熱屈，

ドレン蒸散鼠，かご室内の冷房負荷を入力条件として，かご

室内の温・湿度，昇降路内の温・湿度等を時間の経過に対応

して計邸した。

かご室及び昇降路の換気については，次のように仮定した。

エアコンを運転してかご室内を冷却すると，かご室内と昇降

路には温度差が生じるため，かご室のすき（隙）間を通して

空気が流入及び流出し，自然換気が行われるものとした。ま

た，昇降路と居室との間も，乗場の隙間による自然換気や，

かごの昇降による強制換気が行われているものとした。

一例として，図 6に，展望用エレベーターの過負荷条件下

（高温，高湿の擬似データ）におけるシミュレーション結果

を示す。昇降路及びかご室のガラス面の温度が総点温度を上

恒lっていることから，ガラス面に結篠水が発生するおそれは

ないことが分かった。

また，昨年の 7月から 10月までの実機における昇降路

エレベーター専用エアコン・門井・山本・岡紛・千原・大浦

温・湿度の計測結果の中で，外気の温・湿度条件が高温・高

湿のときの検証結果を図 7に示す。相対湿度は飽和状態に逹

していないため，実機においても結露水が発生していないこ

とが分かる。また， ドレンを昇降路内へ蒸散することによる

昇降路機器への悪影響も認められなかった。

5. むすび

今団，実装性と品質・性能を向上させるエアコン付きエレ

ベーターの実現を目指し， ドレン蒸散処理機能を持ったエア

コンを製品化したことにより，顧客ニーズに対応したエレベ

ーター空調システムを提供することができた。

今回開発したエアコンを採用すれば， ドレンの排水設備工

事が不要となるため，既存のエレベーターにも搭載しやすく

なり，エアコン付きエレベーターの普及にも貢献できるもの

と考えている。

参考文献

(1) 山本和美，徳田泰弘：エレベーターの空調設備，建築設

備と配管工事， 31,No.12, 94-98 (1993) 
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ーダ設計ネットワー

1。まえがき

昇降機はビルの交通インフラストラクチャとして社会的使

命を担っており，メーカとしてぱ常に品質の高い製品を供給

することが責務となる。

また，昇降機は，納められるビルの機能・構成や，購入・

利用する顧客の要求によって一つ一つ異なる。そのため，メ

ーカとしてはオーダごとにその要求に合った製品を設計して

f共給する必要がある。

このたび三淡電機（梱では，このような昇降機を品質。機

能面から最適に設計して供給するために，通信ネットワーク

を介してそのオーダ設計を行うシステムを開発し，実用化し

た。以下，その概要を紹介する。

2。 開発のねらい

当社では，昇降機のオーダ設計を行うに当たって，仕様設

計は顧客の要求に的確にこたえるために販売拠点で行い，生

産設計は当社の開発技術・製造技術を駆使して昇降枡もを製造

するために生産拠点で行っている。このために，販売拠点を

海外の約20か国と国内の主要都市に，生産拠点を稲沢製作

所を中心に国内・海外合わせて数箇所と，多数設けている。

そして，この多数の拠点で昇降機を平均数分間に一台の割合

で生殺して全祉界に供給している。そのため各拠点間では，

販売から設計・製造・据付け・保守までの，昇降機に関する

販売拠点
(ELEPLAN) 

------

＼ 

-----

膨大な情報が行き交っている。

市岡洋一＊

平田政信＊

長谷川雄一＊

冨田 幸＊＊回

近年，通信やコンピュータ技術の飛躍的な発展によって

EC (Electoronic Commerce)が脚光を浴び，それを支え

るCALS(Continuous Acquisition & Life-cycle Sup-

port)やPDM(Product Data Management)と呼はれる

技術や標準さらにその標準に準拠するツールが開発されつ

つある。これらの技術は，製品のライフサイクルにわたって，

その情報を慮子化して活用しようとするものである。

当社は，これらの技術を用いて，全世界に分散化されてい

る拠点を結ぶ三菱昇降機トランスナショナル製品情報ネット

ワークシステムを構築し，全祉界の技術情報を活用して，よ

り高い品質の昇降機をより迅速に全匪界に供給しようと考え

ている。

今回その足掛かりとして，国内販売拠点である本社・支

社・代理店と，生産拠点である稲沢製作所とを通信ネットワ

ークで結んだ昇降機オーダ設計ネットワークシステムを開発

し，実用化した。

3. 昇降機オーダ設計ネットワークシステムの構成

今凹開発した昇降機オーダ設計ネットワークシステムは，

図1に示すように，国内の販売拠点である本社・支社・代理

店の昇降機仕様情報システム “ELEPLAN"(Elevator 

Planning System)と，国内の生産拠点である稲沢製作所

の昇降機設計手配システム “MEDIAS"(Mitsubishi Ele-

LAN 

設計

｀ 
稲沢製作所 設計部門 (MEDIAS) 製造部門

図 1.昇降機オーダ設計ネットワークシステム
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メインフレーム

Iジョプ／スケジュール管理I
- 9 9 9 

システム管理
0バージョン管理
aiS/W配送処理

クライアント

※オフラインP/C機能含む

1保存データの検索／参照1

設計者端末

I設計仕様入力／チェック 1

図2.ELEPLANのシステム構成

図3.昇降機仕様設計画面

vator Design Information & Arrangement System) 

とを，当社グループ企業内通｛言ネットワーク “MELIT"

(Mitsubishi Electric Internet)で結んだものである。

このシステムでは， ELEPLANによって仕様設計が行わ

れ，屯子化された製作仕様が作成される。製作仕様は

MELITを介してMEDIASに伝送さ几 MEDIASによっ

て生産設計が行われる。この生産設計では，製作仕様を満た

す昇降機の機器リストである品目表が，霞子情報として作成

される。この品目表は製作所内の梢報ネットワークを介して

製造部門に伝送され，昇降機の機器が製造される。また，

MELITを介して本社・支社の据付け部門や保守会社にも伝

送され，各々の業務システムでも活用されている。

このように昇降機オーダ設計ネットワークシステムでは，

製作仕様や品目表などの設訃情報の屯子情報本位化を行い，

全社
センター

本社・支社
設計部門

設計担当者

昇降機オーダ設計ネットワークシステム・市岡・平田・長谷川・冨田

特集論文
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昇降機オーダ設計にかかわるデータフローとワーク

フローをシームレスにした。これによって昇降機の

仕様設計や生産設計は無論，製造・据付け・保守に

至る一連の業務を， より高い品質でより迅速に行う

ことが可能になった。

以下， このシステムを構成する ELEPLANと

MEDIASについて紹介する。

4. ELEPLAN 

本社・支社・代理店で行われる仕様設計では，顧

客への提案や顧客との打合せに基づき，昇降機の機

器レイアウトや意匠仕様，オプション機能などの内

容を明確にした製作仕様を作成している。

仕様情報システムELEPLANは，このような昇

降機の仕様設計をより的確にかつ迅速に行うために，

急速に進展したパソコン技術やその汎用ツールを用

いて開発したものである。このELEPLANは，設計者が製

作仕様を対話で作成するための機能のほかに，製作仕様を電

子情報として管理し，昇降機設計手配システム MEDIASに

伝送する機能も備えている。

4.1 ELEPLANのシステム構成

ELEPLANは，仕様設計者への柔軟な作業環境の提供に

加え，運用管理負担の軽減やスケジュール管理機能の充実を

図るために，下記のような構成とした。

(1) 三階層分散処理構成

図2に示すように， ELEPLANは設計者端末， メインフ

レーム，クライアントと，三層分散処理構成とした。

設計者端末は携帯可能なサブノート型スタンドアロンのパ

ソコンも可能とし，製作仕様を作成する環境や時間帯の制限

をなくした。また，メインフレームには製作仕様のデータベ

ースを設け，その管理や伝送，他のシステムとのデータリン

クなど，信頼性が要求される処理を受け持たせた。 さらに，

クライアントは本社・支社・代理店に設けて MELITを介し

てメインフレームと結び，設計者端末とメインフレームのデ

ータベースとの間のフロッピーディスクを介した製作仕様の

授受を担っている。

(2) 伝送データ

製作仕様は，メインフレームのスケジュール管理に従って

MEDIASに伝送される。この製作仕様は昇降機の基本仕様

のほか， レイアウト寸法や意匠仕様，オプションなど多種多

様にわたる。そこで，そのデータには項目識別属性のほかに

改訂差異などの属性も持たせて扱いやすいものとした。

4.2 ELEPLANのユーザインタフェース

(1) 入力の容易性

設計者とのインタフェースは，業務の迅速性だけでなく，

その品質にも影靱する。そのため， ELEPLANのユーザイ

ンタフェースには，図3に示すように， ACCESS偉 1)を用
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いて下記の機能を持たせた。

(a) ポップアップメニュー

入力は，コードを分かりやすく表現したポップアップメ

ニューによるマウス選択方式とした。これにより，不正コ

ードの人力を未然に防止するようにした。

(b) グラフィカルガイダンス

入カガイダンスはグラフィカルなものとした。これによ

って複雑な寸法の定義もビジュアルに認識可能となり，マ

ニュアル参照頻度を少なくした。

(c) 標準値の初期設定

入力には標準値を設定しておき，標準値で済む場合には

入力を省略できるようにした。これによって入力数の大輻

な削減が可能となり，製作仕様の品質向lこを図ることがで

きた。また，標準値は関辿する他の入力項目によって設定

することも行い，入力数を更に削減した。

(2) 設計仕様書データのチェック

製作仕様作成段階で下記のようなチェックを行い，その品

質の向上も図っている。

(a) 入力値の強制設定機能

数値入力部分は，許容範間のチェックを行っている。こ

の許容範岡は，関連する他の入力項目によって自動設定す

ることもできる。

(b) 入力項目1廿］チェック

入力項日ごとのチェックは無論，複数の入力項目相互の

チェックも行っている。エラーの場合にはこれを取り去ら

なければMEDIASに伝送できない仕糾みとしている。

(c) 受注仕様との照合

製作仕様は，常業部門で作成された受注仕様をベースに

作成するようにして，その品質向上を図っている。入力項

日の中の受注仕様がソースとなっている項日は，色分け表

示を行って認識しやすいようにしている。また，受注11:様

と製作仕様との差奥を判定して，受注仕様が変わっている

ことを常業部『'.]に迅速に連絡できるようにもしている。

5. MEDIAS 

製作所での生産設計の主体業務は，品日表（製作仕様を満

たす機料の糾合せリスト）の作成である。無論，オーダによ

っては，標準機器の組合せでは製作仕様を満たすことができ

ない場合もある。この場合には，品日表の作成に加えて，製

作仕様を満たす特殊機賂の設計も行っている。

当杜では，このような昇l降機の生産設計を的確かつ迅速に

行うため，従米から，製作仕様を入力することにより，品目

表を自動作成させる晶，日計邸システムやその他各種の設計シ

ステム (1)(2)を活用してきた。

近年，製品情報を屯子化し，それを本位として設計業務を

改革するためのPDMと呼ばれる技術やツールが開発され

つつある。昇降機設計手配システム MEDIASは，このよう

38 (1104) 

な新しい技術と従来から培ってきた設計システム技術を用い

て，昇降機の生産設計を更に的確かつ迅速に行うために開発

したものである。

5.1 MEDIASによる業務改革

MEDIASでは， ELEPLANから伝送される電子化製作

仕様に加え，各種設叶情報を屯子化し，それによって下記の

ような業務改革を行った。

(1) データフローのシームレス化

ELEPLANから伝送された製作仕様を MEDIASの品目

計靡システムにダイレクトに取り込むことにより，その入力

作業を不要にした。また，品日表も慮子情報として作成。管

理して，追加・修正を設計者端末で可能にした。

さらに，品目表を製作所内の他部門や関連拠点へ伝送して，

そこでの活用を可能にした。

(2) リアルタイム処理化

MEDIASでは， 1＇晶目計靡のほか，すべての処理をリアル

タイム化した。これにより，仕様変更などに迅速な対応が可

能となった。

また，生産設計において連続的な作業が可能となり，迅速

で品質の高い生産設計が可能になった。

(3) 昂遁表示

生産設計では専門的な技術が必要なため，一つのオーダを

機械・電気・意匠と，それぞれ専門の設計者がコンカレント

に設計を行っている。製作仕様の電子化によって専門の設計

者ごとにその必要部分のみの表示が可能になり， より的確な

製作仕様の把捏が可能となった。

5. 2 MEDIASのシステム構成

上記のような昇降機の生産設計の業務改革を果たした

MEDIASは，図 4に示すように構成されている。

(1) 三陪陪分散処理構成

MEDIASは，大容鼠サーバ，処理サーベクライアント

の三階層で構成している。

大容鼠サーバは， ELEPLANとのデータ授受のほか，生

廂管理やシステムのスケジュール管理を行っている。

また，処理サーバーは二種類設け，負荷の分散化を行い，

応答速度の向上を図っている。この一方のサーバには品目計

罪にかかわる一連の処理と品目表を始めとした各種データ管

理を，他方のサーバにはiliifi表示のソフトウェアをまとめて

管J璽させている。

クライアントは，設計者とのインタフェースを受け持ち，

品日表作成の起動や処理サーバから出力された品目表の対話

修正のほか，設計管理情報の更新などを行っている。

(2) 設計情報ネットワーク上の重悦構成

稲沢製作所では，数百台のワークステーションやパソコン

力斗妾続され，各種のツールやシステムカ唖））作する設叶情報ネ

ットワークシステムカ屯i働している。 MEDIASはこのシス

テム上に重悦構成し，このシステムか持つ環境を設計者は享

ニ淡屯機技報。 Vol.70• No.11 • 1996 



大容菫サーバ

I ジョフ'/スケジュー）レ管理 1

ロ設計仕様データ
+江戸
1又又

クライアント（設計者瑞末）

設計書とのインタフェース
0設計管理情報更新
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◎品目計算マスタ

図4. MEDIASのシステム構成

図5.製作仕様表示及びCAD画面

図6.品目表画面

検討や図面作成が必要な場合，設計者は即座に，

CADやCAEツールは無論，技術査料検索・作成

や，屯子メール及びWWWなどのツールが利用で

きる。

5. 3 MEDIASのユーザインタフェース

設計者とシステムとのインタフェースは下記の特

長を持っている。以下にその詳細を述べる。

(1) 設計管理インタフェース

多数のオーダをしかもオーダごとに設計しなけれ

ばならない昇降機の生崖設計では，エ数管理や工程

管理などの設計管理も重要な業務である。

MEDIASではこの設計管理も設計者端末でできる

ようにし，製作仕様が伝送されてくると自動的に管

理表を作成して設計管理画面として表示するように

した。設計管理者はこの管理表によって，オーダご

との設計担当者の割付けや設計指示の入力のほか，

設計の進ちょく（捗）管理を行うことができる。

(2) 設計者インタフェース

設計担当者が設計管理両而を開くと， 白分に割り付けられ

たオーダが表示さ几管理者が入力した設計指示に甚づき，

下記のように的確に設計を進めることができるようになって

いる。

(a) 製作仕様の表示

ELEPLANから伝送された製作仕様は，図 5に示す皿

面で表示される。設計者はこの皿面で昇降機の製作仕様を

確認する。画面で表示される製作仕様には，品日計罪シス

テムでコードとして自動処理される仕様項1こl（両面左上）

と，通常のI~1本語文章で入力された特記項I□1（皿面右」こ）

とがある。仕様項目は機械・屯気・怠匠の各々の設計者1こ

必要な項[01のみを表示させている。また，改訂が行われた

仕様項目は， ELEPLANで付記された屈性を基に赤文字

表示させて，設計一者の注怠を促すようにしている。

特記項Hについてはそのままコード化して自動処理する

ことはできないが，現在，その文を機械分析する研究 (3)

も行っている。

また，図では，下部に特殊な機料を設計するために使用

する CADの両而が同時に表示されている。

(b) 品日表

製作仕様を陥に自動作成された］孔1且l表を図 6の皿而の右

側に示す。設計者は，このIllillflil?．．．で製作仕様（皿面左）と

照らし合わせて品l]表のチェックを行う。品日表の内容が

製作仕様にそぐわない場合は，この両面で品H表の修正を

行う。修正された箇所は赤く表示し，設計者の注怠を促す

ようにしている。

(c) 仕様分析結呆の表示

製作仕様の受付け11,,芋にシステムはその内容を分析し，特

受できるようにした。したがって，昇降機の生産設計で技術 記の1i無や特殊設計の要否判定など，設計注怠事項として

昇降機オーダ設計ネットワークシステム・ iliI繭l.平Ill•長谷川・ ‘9囁田 39 (1105) 



特集論文
‘I,，’|  

図7．表示マスタデータ

生成することも行っている。この仕様分析結果は画面に表

示されつ管理者からの設計指示とともに設計者の指針とな

る。

5. 4 マスタデータ

MEDIASでは，製作仕様の表示や品目表の自動作成は，

マスタデータと呼んでいるデータを参照して行われる。この

データは容易にメンテナンスが可能で， MEDIASをエンド

ユーザコンピューティング的に活用できるようにしている。

(1) 製作仕様表示マスタデータ

このマスタデータは， ELEPLANから伝送されてくる製

作仕様の表示方法を設定するものである。このマスタデータ

によって各設計者が見たい製作仕様の設定も可能であり，図

1に示すように， Excelは1)を用いて容易に追加・修正がで

きる。

(2) 品目計算マスタデータ

このマスタデータは製作仕様の項目すべての組合せに対し

て必要な機器を示したもので，これによって品目表はオーダ

ごとの製品仕様から自動作成される。 MEDIASでは，この

品目計算マスタデータを設計オi端末で追加・削除ができるよ

（注 1) "ACCESS""Excel"は，米国MicrosoftCorp．の簡標で
ある。

40 (1106) 

うにした。これによってマスタデータのメンテナンスが容易

で確実になり，品質の高い品目表の自動作成が可能となった。

6. むすび

ここで概要を紹介した昇降機オーダ設計ネットワークシス

テムの開発・実用化により， より品質の高い昇降機をより迅

速に供給できるものと期待している。

現在，各種の世界標準が整備される中で， ISOで製品情

報標準STEP（翌andardfor the [xchange of _Eroduct 

Model Data)の整備が行われている。

当社では，このSTEPに準拠した昇降機プロダクトモデ

ルデータを作成し，それを製作仕様によって処理する設計シ

ステムを構築して，特ダ料幾器が必要な場合でもオーダ設計を

的確かつ迅速に行おうと考えている。

また，このSTEP準拠の昇降機プロダクトモデルデータ

は，当社の各拠点では無論のこと，顧客や部品供給会社のシ

ステムでも広く活用が可能である。

このように当社は，今回開発した昇降機オーダ設計ネット

ワークシステムを基本として，今後は， CALSやPDM,

STEPなどを用いた三菱昇降機トランスナショナル製品情

報ネットワークシステムを構築し，全世界の技術によって全

世界に三菱昇降機を更に迅速かつ的確に供給していく所存で

ある。
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三菱統合化ビルオートメーションシステム‘‘MELBAS" 宮川 有＊ 福田浩士＋

及び三菱ビル遠隔管理サービスシステム‘‘メルセントリー99 杉浦了＊＊ 高部克則＋＋上田隆美＊＊＊

1. まえがき

昨今のビル市場を取り巻く環境は，次のように大きく変化

している。

(1) 1992年以降の景気後退とともに，好景気時のオフィス

ビル過剰供給による需要の低迷化力悧科ヽている。

(2) 都市再開発案件は安定した需要があるが，ビル用途は多

用途化・複合化してきている。

(3) ビル内環境面では更なる快適性・利便性が追及されてき

ている。

(4) ビル運営面では管理の高度化・効率化・省エネルギー化

への顧客の要求が高く，特に省エネルギー化については，地

球環境の保護（省資源，温暖化，オゾン層破壊）の観点から

も要求されている。

(5) 技術面ではコンピュータ関連，情報通信分野の革新がす

さまじい。

これらの変化にこたえるため， 1996年7月に三菱統合化

ビルオートメーションシステム “MELBAS"と，＇96年5月

には三菱ビル遠隔管理サービスシステム“メルセントリー”

シリーズをそれぞれ一新し，製品化した。

本稿では新シリーズの概要と特長について紹介する。

2. 概要

2. 1 製品化のねらい

今回の新シリーズの製品化に当たり，市場ニーズ，技術動

向を勘案し，下記をねらいとした。

(1) イニシャルコスト（初期投資費用），ランニングコスト

（運営管理費用）の低減を図るため，統合化機能を強化する。

(2) ビル空間を有効活用するため，システム構成機器を小型

化し，省スペース化を図る。

(3) 将米の改修やリニューアル工事を考應し，拡張性を向上

させる。

(4) ビル運営管理の高度化にこたえるため，設備管

理機能を強化する。

(5) ビル運営管理の効率化にこたえるため，操作性

の向上とユーザオープン化を図る。

2. 2 機種紹介

機種のシリーズ化は， ビル規模や管理Jf多態によっ

てそれぞれ最適なシステムが提供できるよう，大き

指向した中～大／大／超大規模ビル向けシステムは，顧客の

要望に合わせてカスタマイズできるよう，システムの柔軟性

を持たせた。有人／無人併用管理を指刷した中小規模ビル向

けシステムは，機能を限定して徹底したコストダウンを図る

とともに，多機能化への要求にはモジュール化したアプリケ

ーションを付加できるシステムとした。完全無｝＼管理を指向

したメルセントリーは，半導体チップレベルからコストダウ

ンを図り，機能拡張にはハードウェアを追加するビルディン

グブロック方式を採用し，無駄のないシステムが提供できる

ようにした。

以下に，それぞれのシリーズの特長を紹介する。

3。 中～大／大／超大規模向け統合化と

ビルオートメーションシステムの特長

新シリーズMELBAS-AD10/30/50/ AF（以下“AD

10/30/50/ AF"という。）の特長を次に述べる。なお，

MELBAS-AD 50のシステム構成を図2に，外観を図3に，

CRT画面例を図4及び図5に示す。

(1) 従来のシステムにおいてミニコンに搭載していたメイン

コントローラ機能をエンジニアリングワークステーショ

ン(EWS)に搭載し，低価格化，省スペース化，性能

向上を実現

(2) 管理点数最大32,000点の中～大規模ビル向けから最大

160,000点の超大規模ビル向けまでアーキテクチャを統

(3) 分散処理と二重化による信頼性の向上

(4) 防災総合操作盤への対応

(5) ビジュアル化，ユーザオープン化

(6) リニューアルヘの対応

(7) パーソナルコンピュータと汎用ソフトウェアを使用した

設備管理機能の強化

機種系列

無人管理

小規模

15,000m' 

無人・有人併用管理// 有人管理

中小規模 中～大規模

く3シリーズ構成としている（図 1)。有）＼管理を 図1.機種系列

＊三袋屯機（松ビル事業部 ＊＊＊同産業システム研究所 ＋同制御製作所 ＋叶司稲沢製作所 41 (1107) 
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図 2. MELBAS-AD50のシステム構成

CIP :コミュニケーションインタフェース

FIP :ファシリティインタフェース

FMP :ファシリティマネジメントプロセッサ

GP :グラフィックパネル

GCP :グラフィックパネルコントローラ

HIP :ヒューマンインタフェース

LCP :ローカルコントローラ

LPR :ロギングプリンタ
MCP :メインコントローラ

M-FIP : Mバス槻能FIP

MPR :メッセーシプリンタ

NCP :ネットワークコントローラ

PHC :パネルHIPコントローラ
P-HIP :パネルHIP

図 3. MELBAS-AD50の中央監視卓の外観

図 4. MELBAS-ADのCRT画面例

上記の 7項目について，概要を述べる。

図 5. MELBAS-ADの平面図変更例

3. 1 低価格化，省スペース化，性能向上

昨今のダウンサイジングとオープン化の流れの中で，汎用

のEWSやパーソナルコンピュータ (PC)の低価格化と性能

向上には目党ましいものがある。従米から大翡訃莫向けビルオ

ートメーションシステムではヒューマンインタフェースプロ

セッサ (HIP)にEWSを使用してきたが，新シリーズでは

メインコントローラ (MCP)をミニコンから EWSに附き換

え，システムの低価格化，省スペース化と性能向上を実現し

f‘ ~o 

さらに中～大規模向けのシステムでは，従米のネットワー

クコントローラの管理点数を制限し，空き領域にグラフィッ

クパネル表示機能を搭載することによってハードウェアを統

42(ll08) 三袋屯機技報・ Vol.70 • No.11 ・ 1996 
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合し，低価格化と省スペース化を図った。

3.2 中～大規模ビルシステムのアーキテクチャの統一

新シリーズのソフトウェアは，従米の大規模システムのメ

インコントローラ機能とヒューマンインタフェース機能をク

ライアント／サーバ方式で構成しておリ，両機能を同一の

EWSに搭載可能とした。そこで中～大規模向けのシステム

では，両機能を同一の EWSに搭載することにより，従来の

中～大規模システムよりも低価格でシステムが構築でき，か

つ大規模システムの豊富な機能がそのまま適用できる。

新シリーズは中～大規模から大規模まで統ーアーキテクチ

ャを実現し，システム規模の変化にも柔軟に対応できるシス

テムとした。

信頼性向上3.3 

(2) 

システム構成は，従米システムと同じく，センターとロー

カル1間の分散処理と，センター装置間の分散処理を行ってい

る。機器に障害が発生した場合も各機悩が自律的に動作し，

障害が発生した機器以外への影騨を最小限にしている。さら

に新シリーズでは，センターごとにフェールセーフパネル

(FSP)を設置してシステムの異常を検知している。また，

要求に応じて以下のように二重化を行い，従米以上にシステ

ムの信頼性を向上させている。

(1) ディスクを二重化し，重要なデータについては，二重書

きを行うことによってデータの信頼性を確保した。

メインコントローラを二璽化し，メインコントローラの

片系停止時にも通常どおりの運用を可能とした (AD50/

AF)。

(3) メインコントローラ，ネットワークコントローラ

(NCP)，センター装骰間のバスをそれぞれ二重化するとと

もに，ローカルバスも二重化してループバックに対応し，シ

ステム全体を二重化した (AD50/AF)。

3.4 防災総合操作盤対応

ヒューマンインタフェースの防災設備表示は，シンポル形

状・色・表示方式を自治省消防庁通知「総合操作盤に関する

ガイドライン」に準拠するとともに，アナログセンサヘも対

応し，感知器の火災トレンドグラフの表示，火災レベルごと

の作動中感知器一院表示ができる。また，火災検知・火災確

認。通報連絡・拡大防止・避難誘導など，火災発生時の各段

階における作業をサポートする対応ガイダンスを画而表示で

きる。さらに，火災確認のための間合せ先や通報先などの一

院表を画面に表示し，自動ダイヤルができる。

3. 5 ビジュアル化，ユーザオープン化

新シリーズでは監視制御画而のビジュアル化を進め，シン

ボルのアニメーション表示やスケルトンの活線表示ができる。

また， CCTVカメラの映像を防犯監視画面上のモニタウィ

ンドウに表示でき，侵入検知との連動表示もできる。テナン

トの入替えに伴う間仕切りの変更やテナント名称の変更（図

スケジュール機器の組替えや日報・月報レイアウトなど4)' 

3. 6 

も，ユーザサイドで自由に登録変更ができる。

大規模システムではユーザの要求も多様であり，各機能の

カスタマイズによって対応できるようにした。

リニューアル需要への対応

ビルオートメーションシステムでは，センター装置はロー

カル装骰と比較して技術革新が早く進むため，各装置のライ

フサイクルに合わせたリニューアルが容易に行える必要があ

る。新シリーズは，従米からの分散処理型システム構成のた

め，部分的・段階的なリニューアルが容易である。また，オ

ープンプラットフォームのアーキテクチャを採用しており，

常に最新技術を取り込んだシステムが構築できる。さらに，

バージョンフリーコンセプトとして過去20年間に納めてき

たローカル装間は，祈1日のバージョンを1lilわずセンター装罰

のみを取り替えることができる。このバージョンフリーコン

セプトについては今後とも継承していく。

ファシリテイマネジメント3.7 

ファシリティマネジメント機能強化のため， PCと汎用ソ

フトウェアを利用してファシリティマネジメントプロセッサ

(FMP)を製品化した。ビルオートメーションシステムから

得られるデータにより，エネルギー管理・保全管理・設餅台

帳管理・課金管理を行う。以下にその概要を示す。

ファシリティマネジメント機能は，市販の PC上に

Windowsと汎用ソフトウェア（データベース，表計邸建

築CAD)を使用して構築した（図6)。PCと汎用ソフトウ

ェアを活用しているため，低価格かつ多機能なシステムカ噌栂

築できた。また，最新技術がすぐに取り込めるほか，マルチ

メディアデータの扱いも簡単にできる。

ファシリテイマネジメント機能は，ビルのライフサイク

ルコストの低減を目的に，エネルギー管理・保全管理・設備

台帳管理。課金管理機能としてまとめて標準化した。各種設

定機能については汎用ソフトウェアの機能を利用して開放し，

ユーザサイドで自由に設定変更ができる。

(1) 

(2) 

4. 中小規模向け統合化

ビルオートメーションシステムの特長
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この画面は米国MicrosoftCorporationの使用許諾を得ています。

ファシリテイマネジメントプロセッサの画面例図6.

三淡統合化ビルオートメーションシステム “MELBAS"
及び三袋ビル遠隔管理サービスシステム“メルセントリー”•宮川・杉浦・上田•福田・高部
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MELBAS-A 1000 EX（以下“AlOOOEX"という。）は，

ビル管理／セキュリティ／ビルマネジメントを統合したビル

オートメーションシステムである。図 7に示すように，空間

を管理する設備コントローラ (MU:マネジメントユニット，

A500:小型ビル管理システム）をネットワークを介して分

散配置し，それらの設備コントローラが協調制御を行うこと

でビル全体を制御する自律分散型のシステムを構築している。

また，センター装置としては，規模に応じて操作端末

(HIP)の台数やデータサーバを選択でき，ビル全体の監

視・翻卸だけでなくビルマネジメント機能も統合し，コンパ

クトで使いやすい操作機能を実現した。以下にAlOOOEX

の特長を紹介する。

4. 1 システムの拡張性。信頼性の向上

中小規模のビルの様々なバリエーションにこたえるため，

AlOOOEXはシステムの拡張性・柔軟性を向上させた。ま

た，システム構成に応じた相互のバックアップ機能によって

信頼性を高めた。

(1) 設備コントローラとしては，操作部を実装しないMU

とタッチパネルの操作部を持つ A500を選択できるように

した。これにより，ローカルに監視や制御が必要な運用形態

にも設備コントローラで柔軟に対応できるようになった。

(2) 設備コントローラは，単体でビル管理システムとしての

機能をf甜寺しているため，据付け調整やメンテナンス，増設

工事等は設備コントローラ単位で行うことができ，調整完了

後にセンター装置と接続すれば監視・制御ができる。

(3) 設備コントローラ間の協調制御は，ネットワークの同報

機能によって設備コントローラ相互間で行うようにした。特

定のメインコントローラによる連動制御や協調制御がないた

め，メンテナンスによる停止や万ーのトラブル発生時にもシ

ステム全体への翡縛槃を最小限にとどめることができる。

(4) センター装置としては，操作端末とデータサーバを兼用

するタイプから専用サーバを設附するタイプまで，規模や機

能によって選択できるようにした。また，サーバ機の万ーの

故障時には，他の操作端末がサーバ機能を部分的に代替し，

システムダウンを防ぐことができる。

(5) リニューアルに対応するため，ネットワークとして，イ

ーサネットのほかにディジタルPBXを適用できるようにし

た。通信にISDNプロトコルである UUI機能（屯話を掛け

ると同時にデータを送信できる機能。）を利用したため，霞

話を用いたシステムではあるが十分な応答性が確保できた。

4.2 操作性の向上とユーザオープン化

AlOOOEXは，操作性の向上とユーザヘの機能のオープ

ン化を図るため，以下の特長を備えた。

(1) グラフィック画面を背景として，その上にビル管理の監

視。制御ウィンドウ， ビルマネジメントの台帳・業務ウィン

ドウ，設備コントローラの設定用ウィンドウをマルチウィン

ドウで表示し，並べて見ながら操作ができる。

(2) グラフィック画面は，従米から実現しているシンボルの

形や色の変更や異常箇所のフリッカ表示に加え，系統図の活

線表示（図 8右下）や縮小4分割表示（図 8右上）を可能にし，

オペレータが直感的に状況を把捏できるようにした。

(3) トレンドグラフやデマンドグラフは，標準サイズのほか

に拡大・縮小のサイズを設け，切換えができるようにした。

(4) テナントの入退居や設備の変更等によってグラフィック

皿而を変更する場合，操作端末にグラフィック CAD（図8

左下）を実装し，運用中にオンラインでグラフィック皿而が

変更できるようにした。

4. 3 セキュリティ機能の統合

「-----------------------------7
：三菱ぶ機ビルテクノサービス（樹情報センター：

：悶備会社 ： 
，ホケベル
し―-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - _ ＿」

CIP :コミュニケーションインタフェース

FEP :フロントエンドプロセッサ
HIP :ヒューマンインタフェースプロセッサ

MU :マネジメントユニット

LCP :ローカルコントローラ

MPRT :メッセージプリンタ

しPRT :ロギングプリンタ

ANN :アナンシェータ

KB :キーボックス
CR :カードリーダ
ID : IDコントローラ

MOP :モニタ盤

図7.A1000EXのシステム構成
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図8.A1000EXの画面例

AlOOOEXは設備コントローラがセキュリティ機器をロ

ーカルネットワークに直接接続することができるため，安価

にセキュリティ機能を統合することができる。

(1) セキュリティ端末としては，キーボックス，カードリー

ダ（磁気， IC,非接触），替報表示盤に加えて，指紋照合装

岡を接続できるようにした。これらの端末のバリエーション

により，ューザニーズに柔軟に対応できるようになった。

(2) セキュリティ機能としては，かぎ（鍵）保管，キーレス，

通用l二I,共用部野備等の機能を備えており， J1l途に応じて組

み合わせることができる。

4.4 ビルマネジメント機能の統合

センターの操作端末には，監視・制御のビル管理機能に加

え， ビルマネジメント機能を統合した。

(1) ビルマネジメント機能としては，管理サイクル (PDCA

サイクル）に合わせて］＇尊管理・保守作業管理・工事管理・

設備稼働状況管理・保全管理等の機能を標準的な仕様にまと

めた。また，テナント管理機能として，請求薯発行やセキュ

リティのカード発行機能も備えている。

(2) ビル管理機能とビルマネジメント機能の皿面を，伺じ操

作端末上に表示できるようにした（図 8左上）。ピル管理用

の監視・制御ウィンドウのほかにビルマネジメント機能の台

帳ウィンドウと業務ウィンドウを同時にポップアップでき，

関連付けながら操作ができる。また，グラフィックから設備

三菱統合化ビルオートメーションシステム “MELBAS"

台帳の表示，設備台帳から関連グラフィックの表示など，相

互間の画面の連携によって操作性を高めている。

(3) 台帳ウィンドウや業務ウィンドウに表示されているビル

マネジメントのデータは，操作端末上の表計邸ソフトウェア

で処理できるので，オペレータがデータの処理や表示処理を

簡単に行うことができる。

5. ビル遠隔管理サービスシステム

“メルセントリー”の特長

サービス而から訴求したサービスシステムとしてメルセン

トリーは， 1983年以降，累計13,000件の実紹を持つまでに

なった。今般の情報通信技術の進展は， ビルの経営・運営管

理を取り巻く環境に質的変化をもたらしている。距離軸（ビ

ルに通いでサービスを提供など），時間判I(24時間 365日オ

ンコール稼働によるサービス提供など）に制約される従来の

人工提供型の各種機能（サービスコンテンツ）提供方法，管

理手法，価値感に変引［を余儀なくされ，かつビル個々の状況

（用途，規模，機能，ライフサイクルコスト等）に応じた多

様なニーズ（サービス）を創出することが要求されている。

管理範圃についても，点的（単ービルごとの管理）から面

的管理（群管理）へ様相が変化してきた。すなわち，顧客の

賓産価値向上と運用管理コスト低減に貢献するメリットを，

システム納入者である三菱屯機(r,i<)と，それらを手段として

45 (1111) 
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MOP:モニタ盤

MCP:メインコントローラパネル
MKB:鍵管理装置

CR :カードリータ
IDC : IDコントローラ
IOC :センサ入力装置

LCP :信号入力装習

図9.メルセントリーのシステム構成

表1. メルセントリーの機能マップ

＼ 機能 新シリーズ(F)~、 従米シリーズ(SA)

F20 F40 F50 SA30 SA20 SAlO 

設備監視

゜゜゜゜゜゜予知情報監祝

゜゜防災監視

゜゜゜゜゜I一括

゜゜゜゜防犯監祝 1個別

゜゜鍵管理

゜゜゜設備制御

゜゜゜スケジュール

゜゜イベント

゜゜゜連動
火災

゜゜゜
制御
野備

゜゜゜停復電

゜゜遠隔 課金

゜゜管理 n月報

゜゜
サービスを提供する三菱電機ビルテクノサービス（梱（以下

“メルテック”という。）が，いかに総合的に訴求するかとい

う観点がますます重要になってきている。

5. 1 システムの特長

そのような市場・技術トレンドが予想される中，メルテッ

クの“ビル丸ごと遠隔管理…”という MIC（三菱電機ビルテ

クノサービス情報センター）を核とした広域ネットワークを

踏まえ，メルセントリーF（フレキシブル）タイプを開発し

た。以下にその特長を述べる。

(1) 市場変化への対応として，集合住宅向け安価なパッケー

ジ商品（昇降機監視，防災監視，衛生設備監視，電気錠

制御）の実現

(2) 顧客ニーズが不透明なシステム禅入段階で最：小構成での

スタートが可能で，かつ禅入後の機能拡張に対して柔軟

に対応できるビルディングブロック方式の採用

(3) 昇降機リモート管理機能と，設備管理機能の有機的結合

と，回線1本化の実現

(4) 遠隔管理サービスシステム最上位機種 (SA30)から下

位機種 (F20)までフルラインアッ

プの実現（床延700-7,000 m2の

ビル規模，用途や群管理などの多様

なニーズヘの対応）

(5) 統合化ビルオートメーションシステ

ムMELBASシリーズとの親和性

確保

5.2 システムの概要

トータルなビル管理サービスを展開す

るに当たり，ビル側システムが持つ機能

（監視・制御・計測・検針・セキュリテ

ィなど）を最大限に発揮させるために，

設備を“止めない”“止まらせない”，必

要なとき“止めたい”，運営管理を“無

人化・省人・省力したい”という顧客の

視点から，遠隔でのサービスの基本が生

まれている。それら遠隔管理サービス

（メルテック愛称“弁慶”)が実現可能な

最小レベルからの拡張内容を，システム

構成（図 9)と機能マップ（表 1)に示す。

(1) F20は，小規模事務所や集合住宅

向け設備・防災監視をパッケージ化し，

従来のメルセントリーの管理実績件数の

約70％をカバーする基本部である。

(2) F40は，基本部のF20に防災監視・

設備制御・連動制1刷幾能を基板増設で拡

張可能とする。また，鍵管理の自動化，

テナント不在時の空調・照明を自動消灯，

侵人監視をする等の連動機能を付加する。

(3) F50は，運営管理を無人化したいニーズに対応し，省

人・省力化を支援する機能， H報／月報の遠隔自動作成，遠

隔課金による請求書自動発行等の機能を基板増設レベルで拡

張する。

このように，最大管理点数100点までのシステムで，ビル

状況や運営管理ニーズの変化に対し， より早く，安価に付加

価値付けが可能であることを主眼に製品化した。

6. むすび

統合化ビルオートメーションシステム “MELBAS”及び

ビル遠隔管理サービスシステム“メルセントリー”シリーズ

について，製品化のねらいとその特長についてそれぞれ紹介

した。 21世紀に向けてますます期待が高まる市場ニーズで

はあるが，これにこたえるためメーカとサービス会社が一体

となって，最新技術を駆使したシステム構築と運用・保守サ

ービスの提供に果敢に挑戦する所存である。
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牛上集論文
寸1,，|

個人識別端末の充実した
ビルセキュリティシステム

松岡正人＊

横田和典＊＊

藤原秀人＊＊＊

1. まえがき

近年，オーム真理教事件，阪神・淡路大震災などを契機と

して，安全に対する社会的意識が急速に高まっている。その

中で，ビルにおけるセキュリティの在り方も多様化している。

特に出入管理における個人認証手法は様々なものがあり，注

目されている。

今までのビルセキュリティシステムにおける個人認証手法

は， IDカード，特に磁気ストライプ式のIDカード (JISII 

型と呼ばれている磁気カード）を利用したシステムが中心で

あった。 IDカードにはこのほかに， ICチップを内蔵した記

憶容最の大きなICカードや，操作性・耐環境性に優れる非

接触カードなどの多様なカードがビルセキュリティシステム

に使用されている。しかし， IDカードでは偽造改ざんや紛

失などの間題の解決が技術的に困難なために，指紋・掌形・

顔相などの個人の身体特徴を識別する手法が注目されている。

三菱電機（株）では，この身体特徴識別手法で高い精度を実

現できて装置の小型化が可能な指紋照合装附の開発を桔極的

に進めている。また，これに加えてIDカードについても，

ICカードや非接触カードに対応できるような種々の個人識

別端末を持つビルセキュリティシステムを開発している。

今般，これらの個人識別端末を充実させたビルセキュリテ

ィシステム “MELSAFETY"シリーズを発表したので，そ

の内容を以下に述べる。

2. MELSAFETY新シリーズ

2. 1 新シリーズの概要

新シリーズの大きな特長は，

(1) Cシリーズの統合

(2) 個人端末の充実

が挙げられる。以下に，新シリーズの特長，構成，機能を紹

介する。

2. 2 MELSAFETY-Cシリーズ

2. 2. 1特長

新シリーズからは，次の機種構成とした。

• MELSAFETY -C 25 

• MELSAFETY -C 50 

• MELSAFETY -C 100 

これにより，従米機種では実現できなかった各機種のマン

マシンインタフェースの統一，コントローラの共通化，機能

＊ビル事業部 ＊＊稲沢製作所 ＊＊＊産業システム研究所

の統一を実現した。

(1) MELSAFETY-C 25の特長

中小規模ビルに十分な機能を備えたセキュリティシステム

で，かつ，上位機種でも使用している各種の個人識別端末を

使用することができる。センター装附は壁掛けになっており，

省スペース型になっている。遠隔発報装置を接統すれば，ビ

ルの安全管理の省力化を実現できる。オプションで，ノート

ブック型のパーソナルコンピュータとカード発行機を接続す

ることができ，常駐管理者にも対応できるようになっている。

(2) MELSAFETY-C 50の特長

ヒューマンインタフェースとしてパーソナルコンピュータ

を使用し，容易な操作で各種の管理ができる。

(3) MELSAFETY-C 100の特長

センター装置にエンジニアリングワークステーションを使

用し，グラフィック画面による監視を行える。また汎用性・

拡張性のある TCP/IPのLANインタフェース， ISDNイ

ンタフェースを装備し，大規模システム及び渭鞘管理システム

への対応を可能にするとともに，会議室予約システムや出退

勤管理システムなどのOAシステムとの密な管理を行える。

さらに映像情報取込み用のインタフェースを持ち，マルチメ

ディア対応を可能としている。

2. 2. 2構成

図1にシステム構成を，表 1にシステム仕様を示す。シリ

ーズ間でセンター装置が晃なるだけで，ローカル装岡や個人

識別端末は共通化している。

2. 2. 3機能

機能一覧を表2に示す。

2. 3 個人識別端末の充実

磁気カードリーダ， ICカードリーダ，非接触カードリー

ダのほか，キーボックス，小型指紋照合装置を川意した。ま

た，複数の部屋を集中して管理できる集合型カードリーダや，

扉枠に収納できるサッシ型カードリーダなど，使用形態や管

理方法に適した端末をそろえた。以下に，主な個人識別端末

の特長と適用例を紹介する。

(1) 小型指紋照合装附

登録された指紋と暗証番号とを照合する。偽造が困難な点

でセキュリティ性の高い場所に適している。また，煩雑な力

ードの発行管理から運用管理者を開放した点で，様々な分野

での適用が予想される。

当社独自間発の超小型指紋センサや専用LSIの採用，イ
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図1.MELSAFETY-Cシリーズのシステム構成

表 1.MELSAFETY-Cシリーズのシステム仕様

項 H C 25 C 50 C 100 

センター装附 ノートプック型パー
デスクトップ型パー エンジニアリングワ

ホストCPU ソナルコンピュータ
ソナルコンピュータ ークステ ション

（オプション）

1式 1式 最大4式

壁掛刑

メイン アナンシェータ，プ 床ttt型 床；；閉型

コントローラ リンタ付き

1式 1式 最大4式

機悩接続Iiil線数 l[iil線 411'1線
81HI線／’

メインコントローラ

最大16台 最大64台 最大512台

ローカル装附 l冨じ機器接続liIl線119ll線‘1,1たり 16台のローカル装岡を接続可能。
かつ， l漏じにぷす台数

IDコントローラ
（個人識別 最大16台 最大64台 最大512台
端木Ill)

IOコントローラ
最大3台 最大5台 最大10台

（汎用入出力lll)
キーポックス／IJは合 キーボックス用は合 キーポックス用は合
まない まない まない

AMコントローラ
(1必人センサ 最大1台 最大2台 最大4台
人）JIll) 

キーボックス 最大4台 最大8台 最大16台

最大64台 最大256台 最大2,048台

l-＿叫IDコントローラ1台当たり 4台接続可能。個人識別端末とは，
イ[/i[）＼,;1良｝｝lj翡1：}オ 磁気カードリーダ， ICカードリーダ，非接触カードリ ダ，指

紋！！（｛合装附。集合型カードリーダの台数は怜理している部吊数が

1IIil}＼詞恨)}lj闘翡才

の採用により，従米機種より容積で約1/

8の小型化に成功した。

また当社独自の照合方式により，読取り

判定時間を約1秒と高速化を実現し，また

誤認識率は他人受入率0.002％以下，本

人拒否率0.1％以下の高精度を実現した

（図 2)。

なお，照合方式の概要については 3章に

記述する。

(2) キーボックス

部屋の入日のかぎ（鍵）を保管するキー

ボックスはバックヤードに設置することが

可能なため，複合店舗ビルに導入されるこ

とが多い。

当社のキーボックスは鍵を樹脂製のキー

ホルダに収納し，そのキーホルダをキーボ

ックスに1彩管する方式を採用し，業界最小

レベルのサイズとなっている（図 3)。

(3) サッシ型カードリーダ

メージ伝送体 (FiberOptic Plate : FOP), ボードカメラ (4) 

サッシ枠などにも埋め込める省スペース

型のカードリーダである。外形輻50mm,

長さ 350mm, 露出厚さ 2mmと従米の

ものに比べて小さい。事務所ビルや総合病

院に適用されている（図 4)。

非接触カードリーダ
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表 2.機能一覧

機能項目 機能概要 C25 

各部屋の現在の状態（虚気錠の

状態監視 施錠／解錠，野備／解除）を監視

゜する

替報監視
侵入腎報，拠常，故障を監視す

゜
る

侵入監視 各部屋の侵入監視を行う

゜通行制御

キーレス
IDカードを鍵として使用し，

゜
扉の施解錠を行う

防犯キーレス
上記キーレス機能に加え，笞戒

゜中は侵入監視を行う

アクセス 常時施錠され， IDカード操作

゜
コントロール 時のみ一時解錠する

キーボックスに各部屋の鍵を保

雛管理 管する。鍵が保管されていると

゜きは侵入監視を行う

タイムスケジュール 特定の時刻に扉の施解錠や菩備

制御 の人り切りを行う
△ 

ホストCPUからの ホスト CPUから扉の施解錠，

遠隔制御 一時解錠，替備入り切りを行う
△ 

グラフィック画面
グラフィック画面での監視制御

を行える

カード管理
IDカードの発行，登録，抹消

△ 
を行える

一覧表示
設定データや限歴の印字表示を

△ 
行える

遠隔発報
侵入，巽常，故障を外部に通報

△ 
する

ピル管理システム

゜エレベーター

゜出退勤管理システム
他システムヘのネット

会議室予約システム
ワーク

カード発行システム

群管理システム

映像監視

〇；標準， △ ；オプション，

操作部

外形寸法(W)150X (H) 120X (D)28(mm)（霞出厚）

電源処理部から供給

処理部

外形寸法(W)200 x (H) 280 x (D) 80 (mm) 

電源 ACI OOV 

図 2.指絞照合装置

C50 ClOO 

゜゚
゜゚
゜゚
゜゚
゜゚
゜゚
゜゚
゜゚
゜゚
゜
゜゚
゜゚△ △ 
゜゚゚゚
△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ 

△ 

ー；なし

個人識別端末の充実したビルセキュリティシステム・松岡・横田・藤原
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外形寸法(W)400X(H)500X (D) 100 (mm) 

電源 ACIOOV 

図 3. キーボックス

外形寸法(W)50X(H)350X (D)2(mm)（露出厚）

電源 IDCから供給

図4. サッシ型カードリーダ

外形寸法(W)134X (H) 145X (D)30(mm)（露出厚）

電源 IDCから供給

図5.非接触カードリーダ
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(a) 原画像 (b) 濃淡画像修正結果 (c) 二値化結果 (d) 特徴点抽出結果（白点）

図6.各処理結果の画像

カードリーダにカードをかざすだけで，情報を読み取り，

個人識別を行う。操作性・耐久性に優れている。カードの改

ざん，偽造が困難なため，高いセキュリティ性が求められる

場所に適している。またカードの耐久性も磁気カードが数千

回に比べ，半永久と格段に優れるため，各個人が毎日 10匝

以上カード操作を行う場所にも適している（図 5)。

3. 指紋照合方式([)

高度なセキュリティシステムを構築する上では，個人識別

技術が重要な位置を占める。特に身体特徴を用いた個人識別

は，改ざん・盗難防止，紛失防止の観点から非常に有望な技

術である。中でも指紋は，他の身体特徴を用いる方式に比べ

て，なりすましなどに対して安全性・信頼度が高く，なおか

つ，装置の小型化が可能な個人識別手段として注目されてい

る。

しかしながら，指紋の場合には，指の附き方や指の表面状

態の違いにより，入力される画像を常に良好に保つことは難

しく，場合によっては照合が困難になる。このような入力画

像をここでは低品質画像と呼び，その画像の例としては，凹

凸の小さい指紋や乾燥した指紋の場合に発生するかすれた画

像がある。したがって，高い照合精度を得るためには，低品

質画像にも幅広く対応できる処理方式が不可欠である。

ここではMELSAFETY新シリーズの目玉として開発し

た小型指紋照合装罹について，当社独自の処理方式の概要を

述べる。

(1) 2段階マッチング方式

まずセンサで撮像された指紋画像図 6の(a)に対して，則

記した低品質画像にも対応できる各種前処理を行う（憫(b))。

次に照合処理において，指紋隆線の大局的な流れをコード化

した方向角データによる粗照合を行った後，指紋降線の端

点・分岐点といった特徴点の位岡・方向からなる特徴点デー

タ（図(d))による精照合を行う “2段階マッチング方式”を開

発した。この照合方式により，位岡合わせや対となる特徴点

の選出を効果的に行っている。

また，前記した低品質画像に対応した高精度な識別を実現

するために，前記処理過程の中に，以下に述べるような工夫

50 (1116) 

を組み込んでいる。

(2) 低品質画像に対応するための前処理

一般に指紋画像は光学系の照明むらや指の表面状態の影響

で，局所的な濃度むらや癒着・途切れ。かすれ等の雑成分を

含んでいる。これらの雑成分は特徴点抽出段階で擬似特徴点

（本来は特徴点ではない点）という形で現れ，照合時に悪影

欝を及ぼすため，可能な限り雑成分を除去する必要がある。

そこでまず隆線方向に応じた局所平均値フィルタによって濃

淡画像レベルで雑成分を除去する。図 6の(b)は図(a)の入力

指紋画像から濃淡画像レベルで雑音を除去した結果である。

さらに濃淡画像レベルで除去しきれなかった雑成分は細線化

画像上でその陥線構造の復元処理によって除去している。図

(c)は図(b)を二値化した画像で，図(d)は図(c)を細線化し，

さらに雑成分を除去した結呆と最終的に残った真の特徴点を

示している。

当社の小型指紋照合装置は，前記の独自の処理方式とそれ

を実行するための最適化されたハードウェアによって，高い

照合精度と高速処理を低コストで実現したものである。

4. むすび

ビルセキュリティシステムは，マルチメディア化の進展と

ともに，ますますOA化・情報化・ネットワーク化が進んで

いる。近い将米，センターに設附される監視装置では映1象・

音曹の遠隔監視に加えて，コンピュータグラフィックスの映

像補完も行われて人間の判断を支援するシステムも登場する

ようになるであろう。

また小型指紋照合装置をコンピュータ端末での個人認証へ

展開したり，情報伝送は暗号化されるなど，情報セキュリテ

ィ，ネットワークセキュリティとの融合化も図られていくと

思われる。
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非常電話機能を組み込んだ三菱ビル内
通信システム‘‘MELSTAR”シリーズ

宮木一郎＊ 阪田哲＊

山本賢三＊＊

成富琢二＊＊＊

1。まえがき

ビル内における通倍システムは，高機能化・高付加価値化

が進んでおり，その過程で，従米個々に設置されていた機能

の似通った設備の統合化が可能となった。

今般三菱電機籾では， これまで法的に“非常放送設備の起

動装置”として位置付けられていた“非常電話設備”の機能

を，能美防災（株）と共同で三菱ビル内通信システム “MELS

TAR"シリーズに組み込み，非常電話単体だけでなく，他

の機能を盛り込んで“ビル内統合通信システム”として製品

化した。

次にそのシステム構成及び機能の詳細を述べる。

2. ビル内通信システムの現状と今後の動向

2. 1 ビルにおける通信の現状

ビルにおける通信をコミュニケーションネットワークシス

テムヘと発展させたディジタル電子交換機（以下“PBX"と

いう。）は，単に音声の交換だけではなく，ビル内外の情報

通倍の交通整理のツールとして幅広く使用されている。

PBXには電話端末や各種情報端末力屯妾続さ几一種のス

ター型LANを形成し，音声だけでなく様々なワークステー

ショ；／のデータ（ビル管理システムデータや運営データ）等

の送受信を行っている。また，ビル外の情報システムに対し

ても一般公衆網や高速ディジタル回線通信網力吋妾続され，情

報交換を実現している。

そして最近では，従米の有線電話の高機能性を持っている

“事業所用アナログコードレス電話システム”や，データ通

信の機能など発展性が高く，アナログコードレス電話システ

ムと比較してトータルな意味で効率的かつ経済的に優れてい

る“事業所用ディジタルコードレス電話システム’'（事業所用

PHS)か接続され， PBXを用いたビルにおける通信システ

ムの機能は高機能化・高付加価値化が進んでいる。

このシステムを活用することにより，ビル連常面で設備管

理員や替僻魯理員相互間等での通話連絡手段力魂各備さ几 ま

すますビルの安全確保や管理業務の迅速化・効率化が行われ

ている。

2.2 ビル内通信システムの動向

従来から非常電話設備は，ビル内の非常放送設備の起動装

置として，また，火災などの非常事態発生時の通報，及び消

防隊との連絡用通信手段として個別に構築され，導入されて

いる。

しかし最近では，ビルの大規模化・高層化・複雑化に伴い，

火災等の災害が発生した場合の対応等がますます高度化し複

雑化する傾向にある。こうしたビルにおいては，ビルの運用

管理，設備保全，安全性の確保を有効かつ効率的に行えるビ

ル内通信網を整備することが不可欠である。そこで，非常電

話システムを PBXによって実現することで，拡張性及び柔

軟性に富んだシステムが実現した。

さらに，ビル内通信網の統合化が進む中で，業務用PBX

との統合化を図ることが可能となった。これにより，保守管

理の一元化，機器スペースの削減，ビル内配線のシンプル化，

PBXの持つ高機能化というメリットが生じる。なお，この

非常電話未謝能と業務用電話機能を統合した“ビル内統合通信

システム’'は，基本的に消防防災システム評価での認可取得

が必要である。

3. 非常電話設備の法的背景

3. 1 法的位置付け

建築物は，消防法第 17条によって「防火対象物で政令で

定めるものの関係者は，政令で定める技術上の基準に従って，

政令で定める消防の用に供する設備，消防用水及び消火活動

上必要な施設（消防用設備等）を設置し，維持しなければな

らない」（1)と規定されている。

非常電話設備は，この「消防用設備等」の機器として，消

防法施行令によって非常替報設備として定められている。消

防法施行規則「非常替報設備に関する基準」によって「防火

対象の十一階以上の階，地下三階以下の階又は令別表第一

（十六の二）項及び(+六の三）項に掲げる防火対象物に設け

る放送設備の起動装置は，非常電話とすること」 (1)とされ，

非常電話設備は消防法上は非常放送設備の起動装置の位骰付

けであり，それに通話機能が具備しており，一般通信設備と

は概念が異なる。

3.2 認定・評価制度

3. 2. 1 認定制度

法的に非常電話設備は消防法の検定制度で定められている

器具以外であり，そのため，消防庁告示によって「非常放送

設備」力精式験基準化されている。また， 自主認定委員会であ

る非常放送設備委員会（社団法人日本屯子機械工業会，社団

法人日本火災報知工業会，インターホン工業会で構成。）が

試験審査をする認定制度を運用し，その基準に適合すること

＊三蕊氾機（株）ビル事業部 ＊＊＊同通信システム統括事業部 ＊＊能芙防災（梱 51 (1117) 
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が条件として定められている。この認定制度により，型式認

定申訥をした機器が試験基準に適合したときに型式認定がさ

れ，非常電話設備として使用することができる (2)0

非常電話設備は消防用設備の一つであるため，型式認定基

準は消防設備として使用することを目的としており，一般の

屯話設備で使用される機能は認定制度では認可対象外であり，

使用に対して制限される。

3. 2. 2 消防防災システム評価制度

現行法令では，一般に防火対象物に設置する消防設備等を

表 1. 消防防災システムのインテリジェント化推進要領(3)

消防防災システムのインテリジェント化推進要領

1 趣旨

建築物の大規模化，高1杓化，ネ飢雑化に伴い，火災等の災専が

発生した場合の対応がますます高度化，複雑化する傾向にあり，

これに適切に対応できるより高度な消防防災システムの整備が

要硝されていることを踏まえ，こうした建築物においては，最

新のエレクトロニクス技術等を活用し，建築物，一般設備及び

防災設備に係るハード面並びにその維持管理に係るソフト面の

両面から，当該建築物全体として総合的かつ有機的に機能する

ような消防防災システムを整備する必要がある。

この様なより高度化されたシステムを構築することを「消防

防災システムのインテリジェント化」と称することとし，これ

を梢極的に推進する。

2 消防防災システムのインテリジェント化推進の方策

(1) 消防防災システム評価制度

個々の建築物において，現行法令では予想していない新たな

設備又は設岡方法を用いて，消防法令で規定する水準以上の •I生

能を有する高度な消防防災システムを整備しようとする場合は，

闘 H本消防設備安全センターに設附された消防システム評価委

員会においてその機能の優良性を評価することとする。

（消防予第171号より抜粋）

一元的に規定しているが，表1で言及しているように，建築

物の大規模化・高層化・複雑化に伴い，実際の建築物の形態・

規模・用途等が消防設備等の設置・維持管理・運用形態に合

わなくなることが発生している。この問題を解決するに当た

り，現行法令を改正することなく（法令改正のための審議時

間の問題，物件ごとに採用されるシステムが運用管理形態に

主装爵
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図 1. 非常電話システム全体構成

（シングルノード基本システム）
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よって個々に異なるため，法改正を行うことは現実的に難し

い。），消翫去施行令第32条の特例規定を適用して積極的に

そのシステムを認める制度として「消防防災システム評価制

度」が発足した。

この制度により，非常這話型式として認定された機器機能

以外の使用が上記の趣旨にかんがみて有効と計湘iされた場合

に，「消防防災システム評価システム」として認可を受け，

防火対象物に設備することが可能となる。

詔il!jの対象となる防火対象物は，次のとおりである (3)0

（］）特定防火対象物で，高さ 60mを超えるもの，又は延べ

面積80,000面以上のもの，又は準基準地下街で延べ

面積がl,OOOm2以上のもの

(2) 現行の消防法令にない新技術を用いる消防防災システム

(3) その他，消防防災システムのインテリジェント化を推進

するもの

他の機能と統合されたビル内通信システムは認定制度での

「型式認定品」としてではなく，「消防防災システム評価シス

テム」が適用される。

4. システム構成

非常叫甜幾能と業務用電話設備を統合したビル内通信シス

テムの構成と仕様について次に記す。

4. 1 非常電話

図1に，シングルノードシステムを例にとり，装置内構成

と他のシステムとの連動も含めた非常電話システム全体構成

について示す。また，図2に，マルチノードシステムの構成

を示す。

子機をオフフックすると，自動的に親機（図 3) に着信し，

発呼者情報等が表示されるとともに，移報ユニットを通じて

別システムである非常放送システムを起動する。複数のビル

に設置される複数の副親機を 1台の主親機で統合管理する場

合には，外閻き移報ユニットやマルチノード構成が利用され

る（図4)。この構成では，夜間，副親機の管理者が不在に

なったとき等は，副親機への火災報知が主親機に転送される。

ビル内統合通信システム

ビル内統合通伯システムにおける PBX本体ブロック図を

4.2 

図3.非常電話親機

B棟

A棟 > 子機

子機
子機

c棟

子機 ： 子機
子機

_＿＿＿＿＿-------7 

子機

非常放送

システムへ

サプ防災センタ

「―--------------------
I 

' 、CいA―→~‘~ 芥吊i奴込
システムへ

主
装
謹

統括防災センター

子機

〗子機
「―------------

副親機

荘宮放送

システムへ

図4.複数棟非常電話システム例
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図6.複合用途ビル向け電話システム全体構成

て設計されているため，通常のPBXに

収容される端末は基本的にすべて非常電

話端末とともに一つの本体に収容できる。

複合用途ビル向け電話システム例につ

いて，全1材溝成を図 6に示す。

4. 3 機器仕様

非常電話に関する部分の機器仕様とし

て，表2に主装置，表3に親機，表4に

子機の仕様を示す。

5. 

システム共通基本機能

このシステムは，企業内通信システム

用PBXとして開発された機能をベース

以下のような基本機能

5, 1 

としているので，

(1) 

ビル内通信システムの機能

を備えている。

主な収容端末

●ディジタル多機能電話未戊

●アナログ遣話機

●ISDN端末（基本，一次群）

0データ端末（ディジタル多機能電

話札息に接続）

図5に示す。非常電話システムはPBXをベースとし，子機

はアナログ電話機，親機はディジタル多機能電話機を応用し

•G3/G4 FAX 

0アナログコードレス電話機

0ディジタルコードレス電話機
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0アナログ局線（現在 “MELSTAR-ES 1000シリーズ”のみに対応）

(2) 主な収容トランク 0アナログ専用線

使用条件

制御方式

通話路系

制御系

内 線

接 地

整流器

リンガ

ユニット

蓄屯池

親機屯源

DC-DC 

コンバータ

移報

ユニット

表 2.主装置の機器仕様

項 H 

I温度
湿度

交換方式

通話路スイッチ

通話路構成

変復調方式

制御方式

冗長構成

メインメモリ

ダイヤル信号

種別

通信用接地

保安用接地

出力容批

冷却方式

効率

砺:n」且コLー

入力電圧

周波数

突入軍流

蓄電池入力屯圧

絶緑クラス

出力容批

冷却方式

効率

/只£斤J且寸［ 

クもヽヽ J巫―’ 

重カイ乍1呆l流ll寺間
斤L斤J•コ．

出力電圧

入力屯圧範囲

最大出力虚力

PB信号インタフェース

移報接点部

内

0-40℃ 

'ノロ‘ ‘̀ 

形名： ESlOOO/MxOE

(x=l, 2, 3) 

20~85% （ただし結蕗がないこと）

蓄積プログラム制御方式

時分割型交換機

時間スイッチ

1段接続

μ255月1J,SkHzサンプリング， 8ビットPCM方式

蓄梢プログラム方式

16ビットプロセッサー爾化

プログラム： ROM, データ： RAM

アナログ屯話端末 : DPlOPPS, DPZOPPS, PB 

ディジタル多機能電話機：キャラクタ

1点： 100以下 (14mm2以上）単独

1点： 1000以下 (14mm閲上）単独

DC 506.0VA 

（定格負荷時，ー27.3V 16A, -24 V 12A) 

強制空冷方式

総合65％以上

10kg以下

AC lOOV士15V

50/60Hz士3Hz

50A以下

DC -24V士3V

クラス I機器（必ず接地を取って使用する機器）

AC ll.25VA 

自然冷却（周囲の空気の流れはよいこと）

65％以上

2.5kg以下

40.0 (Ah: 20時間率）

30分

13kgX2 

48V 

18-32V (DC) 

52.SW 

2線PB信号

無電圧接点，接点霜流300mA（コモンは最大lA)

防災CRT監視装置インタフェース シリアル伝送 (RS-232C)

表 3.親機の機器仕様

形名： DT5050

項 目 内 天ノロ

0-40℃ 項 目

•ISDN 局線（基本，一次群）

0ディジタル専用線

●デイジタル多重化装岡インタフ

ェース (2M)

(3) その他の機能

0マルチノード構成機能

0中継交換機能

0マルチテナント機能

0遠隔保守機能

〇課金機能

5. 2 非常電話機能

非常電話設備としての機能は，法的

背景で説明したとおり，非常放送設備

の起動装罹の位置付けである。火災発

見者が非常電話設備設置場所（一般に

は屋内消火栓（総合盤型）に内蔵）に

駆け付け，非常電話子機を取り上げる

と，自動的に非常放送が開始され，避

難誘導を行う。同時に，防災センター

と火災状況連絡等の通話を行い，早期

の火災時の対応を図るものである。ま

た，消防隊が，消火前線基地と防災セ

ンターとの通信補助手段として使用す

ることがある。

非常電話機能の特長として，次力哨を

げられる。

(1) 管理電話機能により，子機ー親機

間，子機—子機間で通話可能としてい

る。

(2) 親機は火災着信を 10回線まで表

示 (LCD表示）でき，会議通話と任意

保留が可能である。親機での表示操作

は5回線分が可能で，画面を反転させ

ると，更に5回線分を可能にしている。

(3) 非常電話主装箇には，火災着信信

表 4．子機の機器仕様

形名： YP-T17

内 ,ベロ.~ 

使用条件 I温度
湿度 20-85%（ただし結蕗がないこと）

屯源条件 -48士7V(DC)及びライン給屯
使用条件I温度 -10~ ＋50℃ 

湿度 10-90%（ただし結森がないこと）

消骰'，7丘流 1.2A以下 電源条件 ライン給電

使用条件 0-40℃ 斤以E J且. 0.5kg 

回線インタフェース ディジタル回線 ダイヤル方式 プッシュホン／ダイヤルパルス 切換式

主装岡状態監視インタフェース 接点信号 X5（受信4，送信1) 直流抵抗値 2900 

デバッグコンソールインタフェース シリアル伝送 (RS-232C) 本体供給電流 20mA以上

非常電話機能を組み込んだ三菱ビル内通信システム “MELSTAR”シリーズ・宮木・山本・成富・阪田 55 (1121) 
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号出力用にシリアル通信インタフェースを備えている。

(4) 非常電話主装置には複数台の親機が接続できる。

上記(1)から(4)で説明しているように，この非常電話シス

テムは非常電話機能と業務電話機能が兼用されており，これ

によって日常管理連用と災害時の連用の一体化を可能のもの

とした。また，複数の親機接続機能により，大規模建築群の

建築物の形態，用途，管理に応じた非常電話システム構築を

容易なものにした。

このように，非常電話機能と業務迅囁甜幾能を統合化するこ

とによリ，単に非常放送設備の非常屯話設備ではなく，建築

物の災害時と日常管理の幅広いビル内通信システムの機能を

構築することが可能となった。

5.3 業務用電話機能

1989年に事業所用アナログコードレス屯話システムが製

品化されて以米，コードレス電話機が，ビル運用管理と設備

保全を主用途とする業務用通信設備としてのMELSTAR

の中心的機能となってきた。

業務用電話未謝能を無線端末と有線端末に分けて説明する。

5. 3. 1 無線端末

(1) 事業所用アナログコードレス屯話システム

小遣カアナログコードレス電話機を PBXの内線端末とし

て使用できるようにしたシステムであり，次の機能がある。

0追跡交換：通話したまま基地局エリア間を移動できる

＠自動位置登録：携帯機の位置に1関係なく発着呼可能

R一斉迫報機能：全携帯機へ信号と表示で一斉通報

＠会議通話：最大32者

Rハンズフリー通話：ヘッドセット使用

R公衆回線への接続：通常，内線端末と同様の接続性

＠柔軟性：既存PBXとの接続，システム拡張も容易

(2) 事業所用ディジタルコードレス電話システム (DCT)

事業所用ディジタルコードレス屯話機（事業所用PHS端

末）を MELSTARに収容したシステムである。

アナログ方式と比較してディジタルをベースとしている特

長を生かし，上記アナログ方式の機能に加え，クリアな音質，

高度なデータ通信機能 (32kbps, 64 kbps)が得られるほか，

PHS特有の以下の機能が可能となる（一部機能及びDCT

のMELSTAR-ES2700への搭載については開発中。）。

0子機間通話：碁地局エリアに関係なく可能

Rローミング：事業所間，公衆対応

5. 3. 2 有線端末

56 (1122) 

有線端末は基本的に通常のアナログ電話機及びディジタル

電話機と同様であり，業務用通信システムとしては固定の保

守管理用電話未造として使用される。実現可能な機能はオフィ

ス用と同等であるが，保守管理用としては，主に転送やワン

タッチダイヤル等の限られたものが使用される。

5. 3. 3 運用機能

無線と有線の電話機を用いて次のように運用される。

(1) コードレス電話機を持った保守者相互間の連絡

(2) 総合管理センター内管理者の保守管理地話機と保守者の

コードレス屯話機間の連絡

(3) 必要に応じ，保守管理屯話機又はコードレス屯話機と外

線間の連絡（特定の慮話機に対して外線通話を禁止する

ことも可能）

5. 4 他のシステムとの連動

ビル内通倍システムでは，ビル管理システムとの連動が必

要となる場合が多い。次に主なアプリケーションを挙げる。

(1) アナログ方式及びディジタル方式のコードレス電話機位

置情報をビル管理システムに伝送

(2) ビル管理システム側からの電子遁話呻長の発信

6. むすび

以上述べたように，非常電話機能と管理業務電話機能を一

体化した三菱ビル内通信システム “MELSTAR"の概要を

紹介した。

今後もますます多様化・高機能化する市場ニーズに更にこ

たえるため，機能のブラッシュアップを図り，複雑化するビ

ル機能に最適なシステムを提案していく所存である。

最後に，このシステムの開発推進に当たって，御指溝，御

協力をいただいた関係各位に，深く感謝申し上げる次第であ

る。
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パワーマネジメントソリューション対応
無停電電源装置

本城健二＊ 柳原康慈＋

山下智行＊＊

寺澤克彦＊＊＊

1。まえがき

無停電電源装置 (UninterruptiblePower Supply: 

UPS)は， 1960年代から，金融オンラインコンピュータな

ど公共性の高いシステムや，各種プラント制御用のコンピュ

ータなどに適用されてきた。これらの専門的なシステムでは，

コンピュータの運用はシステムの専門家によって行われてき

た。また電源障害によるシステムのトラブルを防止するため

に， UPSは安定した無停屯の遣源を供給する役割を担って

きた。

一方，ここ数年の傾向として，ワークステーション（以下

“ws” という。）やパーソナルコンピュータ（以下“PC” とい

う。）の性能が向上し， LAN(Local Area Network)や

WAN (Wide Area Network)などのコンピュータネット

ワークシステムの中で重要な処理を実行するようになってき

ている。このようなシステムに適用される UPSでは，従米

からの無停屯化による屯源バックアップに加え，ネットワー

クシステムの屯源運用管理という新しい役割が注目されてい

る。 UPSがコンピュータネットワーク機器の屯源運用管理

(Power Management)のI}il題解決策 (Solution)を与え

る， という意昧からパワーマネジメントソリューション対

応のUPSと言われるゆえんである。

本稿では，このようなニーズに対応する三菱屯機（梱の小

容批UPSである MELUPS 8400 Nシリーズの製品コンセ

プトを中心に紹介する。

三
電力系統側の
事故・運用に起因

電力霜要家側の
事故・運用に起因

三
1瞬時霊圧低下（瞬イ氏） 1 

0.07~2秒

サージ

ノイズ

ピーク電圧の不足，転流ノッテなど

電圧変動

周波数変動

図1.電源障害の原因と様相

2. UPSの必要性

コンピュータを始めとした屯子機悩は，屯源の瞬断や変動

に対して非常に敏感であり，而用周波の半サイクル程度の瞬

断でも誤動作をすることがある。

氾源障害の原因とその様相は図 1のようにまとめられる。

慮源障害の原因としては，屯力会社の屯力系統に起因するも

のと，屯力の需要家側に起因するものがある。我が国の電力

会社が供給する商用屯源の品質は諸外国に比べて高いが，コ

ンピュータの求める屯力品質を完全に確保することは困難で

あると言われている。つまり，雷などの自然災害が主たる原

因である屯力系統の事故を完全になくすことができない。

一方，ビル内の各所に設罰されたネットワークシステムの

場合，ビルの配氾システムや負荷機悩側の事故や運転条件に

よっても同様の屯源障害につながることがある。大型コンピ

ュータシステムと違い，クライアント・サーバシステムな

どでは，専門家による設錨の運用管理が十分でないことが多

く，屯源障害対策の必要性は高い。

3. コンピュータのダウンサイジングと

ネットワーク化

図2に，通信囮線を介してネットワーク化されたコンピュ

ータシステムの例を示す。従米は大批のデータ及び情報の管

理や処理をホストコンピュータ中心に行っていたものが多か

ったが，最近はこれを分散化する方式が急速に普及してきて

UNIXワークステーション クライアント

図2. コンピュータネットワークシステムの例

（ホストとの協調分散システム例）

＊三菱虚機（悧神戸製作所 ＊＊＊同名古屋製作所 ＊＊三淡屯機コントロールソフトウエア（株） ＋（株）アイエスエイ 57 (1123) 



いる。ネットワークを構成するシステムはUNIXい）をベ

ースとしたWSとネットワーク OS上で動作する PCがある

が，これらが複合したシステムも多く見られるようになって

きた。職場や現場レベルではこのような LANによるクライ

アント・サーバシステムが一般化し，また，一定以上の規

模の業態では複数の LANを連係したWANを構成する例

が多い。このようなシステムでは，上位のホストコンピュー

タからネットワーク機器，サーバ，末端のWSやPCまで

を含めて協調のとれた連用をする必要がある。

特にネットワークシステムにおいては， LANサーバの電

源障害対策が重要である。 LANシステムは，従来の大型コ

ンピュータなどと違って，機器がビル内に分散化している。

またエンドユーザコンピューティング (EUC)と言われるよ

うに，コンピュータのユーザ自身がシステムの構築・運営を

するのが一般的である。結果として，不特定多数の関係者が

システムを扱うことになり，この点からも以下に示すような

システムの運用・管理ができる新しいUPSへのニーズが生

まれてきたといえる。

4. ネットワークシステムにおけるUPSの役割

LANシステムにおいては，必ずしもシステムの運用・管

理に専門家が当たるわけではない。このため，障害発生時の

対応においても，専門家に頼ることができないケース

が多い。また，サーバに障害が発生した場合，そのサ

ーバを使用しているクライアント（業務担当者が使

用）の業務処理は，システムの復旧まで滞ることにな

る。このようなネットワークシステムにおける障害発

生を防止し，また，障害発生時に速やかに原因を究明

して復旧することか求められている。ネットワーク対

応UPSはこのようなニーズにこたえるもので，図3

に示すような機能と役割がある。

4. 1 無停電化

WSやPCの電源条件は，汎用コンピュータ（ミリ

秒オーダの電源電圧低下で障害発生）ほどシビアでは

ないが，一定の電圧低下があるとハードウェアやソフ

トウェア上の障害を起こすことがある。特にサーバ機

においては，システムの再立上げが不能となることが

あり，対策が必要である。

UPSはこのような電源じょう（擾）乱に対して無停

電化・安定化するもので，秒オーダの瞬低に対しては

UPSが電源を連続供給し，コンピュータは何もなか

ったように動作を継続することができる。しかし，

UPS用の蓄電池は停電補償時間が通常10分程度であ

り，長時間の停電があると最終的にコンピュータヘの

（注 1) "UNIX"は， X/ Open Company Ltd．がライ

センスしている米国及び他の国における登録商標

である。

屯源供給が絶たれてしまう。コンピュータ側が正規の停止

（シャットダウン）処理を行わずに電源が停止した場合，結

局は上記と同じ状況となり問題がある。大型のコンピュータ

システムでは，一般的に専門の運転員が常にシステムを監視

しているため，停電発生後の緊急処理に対応することも可能

であった。しかし， LANシステムでは，システム管理の体

制面から，通常このような対応は困難である。そこで，次の

自動シャットダウン機能が必要になってきた。

4.2 自動シャットダウン

UNIXシステムでは，作業が終わってログアウトしても

そのまま電源を切ることは禁止されている。電源を切る前に

必ずシャットダウン処理（システム保全のためのソフトウェ

ア処理）を行う必要がある。この操作は煩雑で難しく，通常

はシステム管理者（スーパユーザ）が実行しなければならな

し、

゜
“自動シャットダウン’'はこのシャットダウン処理を自動

的に行うもので，システム管理者が不在時にも確実にシャッ

トダウン処理を実行することができる。自動シャットダウン

シーケンスの例を図 4に，タイムチャートを図5に示す。自

動シャットダウンの実行条件は商用電源の停電継続時のほか，

スイッチ操作や，次項に示すスケジュール運転時，コンピュ

ータコマンドによるものがある。

(Power Management) 

電源管理

ゥ

ネットワーク管理

UPSモニタ

スケジュール運転

ズ

能
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機

Eム月機

ニ

た

本

の

れ

基

後

さ

nu ヵ

の
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電源セキュリティ

図3. ネットワーク対応UPSの機能と役割

UPS/8400Nモ ワークステーション

リモートシェル経由で
WSのシャットダウンコマンド
送信

確認メッセージ受信

給電停止待ち

コマンドによる
シャットダウン要求

LAN 

シャットダウン
プログラム起動

確認メッセージ送信

システム終了

給電停止

図4. 自動シャットダウンシーケンス
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商用電源

UPS出力

コンピュータ

図5.停電による自動シャットダウンのタイムチャート

############################################################################## 
# 7031 Auto-ON Timer Setting # 
#----------------------------------------------------------------------------# 
# Weekday I Mon Tue 肖ed Thu Fri Sat Sun # 
# Time I 09:00 09:00 09:00 09:00 09:00 09:00 00:00 # 
# Status I Enable Enable Enable Enable Enable Enable Disable# 
#----------------------------------------------------------------------------# 
# 7031 Auto-OFF Timer Setting # 
#----------------------------------------------------------------------------# 
＃肖eekday I Mon Tue 肖ed Thu Fri Sat Sun # 
# Time I 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 13:00 00:00 # 
# Status I Enable Enable Enable Enable Enable Enable Disable# 
############################################################################## 

図6.スケジュール設定例

#. /monas● 

UPS Po胄erMonitor Rev. A 
UPS Ver-470-45 Fi rm●are Ver 1. 22 

Po胃erSource: INVERTER Lin●vol tag●, 

02/14/1996 WED 18:58 -

106. 0 VAC 

Lin● volt.: 106.0VAC 70 85 100 115 130 
Lin● freq. : 60 Hz 
Inv●rter volt.: 100. 0 VAC UPS Loading: 50. 0 ~ 

I'1,，l,＇，l', 9 1 l,99,',’, l'1 
Battery status: FULL CHARGE O 25 50 75 100 125 150 

Battery discharge time: Battery: 100. 0 ~ 
Full load: 10.0 min 
Current load: 20. 0 min 20 40 60 80 100 

t##########################################################################t 
#.............................. Log 勤ssage................................# 
102/14/96 11 :01 :06 Config: UPS po●●r fa i I to shutdo●n delay: 120 sec. # 
#02/14/96 11:02:44 Config: UPS battery discharg● time: 015 min. # 
#02/14/9611:03:52 Config: UPS battery life: 24 months Expire: 02/1998 # 
#02/14/96 13:47:02 Config: UPS inverter to "AL惰AYSON" mode. # 
#02/14/96 13: 53: 10 駈nitor:Start monitor mode. # 
t#################l########################################################t 
Up-r●ad I ast LOG Do●n-read next LOG Quit 

図7.モニタ画面例

PCサーバにおいてもシャットダウンの必要性については

同様であり，制御の詳細は異なるが，同様の手順で処理が実

行される。

4.3 スケジュール運転

スケジュール運転とは， UPS内蔵のカレンダとあらかじ

め設定された運転スケジュールに基づき，コンピュータと

UPSを連動して自動的に運転制御するものである。特に

UNIXシステムの立上げ時には，外部ディスク装閥等の周

辺機器を先に立ち上げ，動作が安定してから CPUをONす

る必要があるなど，シャットダウンと同様に電源投入時の手

順にも約束事がある。図 6にスケジュールの設定例を示す。

スケジュール運転の目的と効果は，次の4点である。

(1) 信頼性の向上

牛土集論文寸1’99’’’’I'99999191999l9999llllll,’'1

毎回正しい手順でシャットダウンされるため，ソフト

ウェアに起因する不測のトラブルを未然に防止できる。

(2) 省力化

朝・タのシステム起動とシャットダウン処理から担当

者が解放されるばかりでなく，夜間の自動運転なども可

能となる。定期的なデータのバックアップ保存など，夜

間の時間帯に実行後，自動的にシャットダウン処理する

など自動化・省力化の効果がある。

(3) 省エネルギー

稼働不用時間帯に機器を停止させることにより， 24

時間連続運転した場合に比べて，一般的なスケジュール運用

でも数十％以上の省エネルギー（電力料金の節減）が期待で

きる。

(4) 長痔命化

コンピュータ本体や周辺機器に内蔵されている HDDや冷

却ファンなどの回転機器は，運転時間の短縮により，長寿命

化を期待できる。

4.4 UPSモニタ

UPSモニタの機能は，コンピュータ側から UPSの連転

状態をモニタするもので，システム管理者が電源状態を把握

するのに役立つ。図 7にモニタ画面例を示す。また， UPS

とコンピュータ間で交わした設定や動作情報を記録・表示す

ることができる（ロギング機能）。

4.5 遠隔制御

従来， UPSとコンピュータのコミュニケーションは，特

定のサーバ機との 1対1の接続 (RS-232C又は専用ケーブ

ル）によるものであった。この場合， UPSはコンピュータ

の近くに設置することが前提となる (RS-232Cケーブルで

は10mが限度）。一方，ネットワークが広域化・大規模化す

るに伴い， LAN厠線又は公衆回線を介して，遠方・遠隔地

からの監視や制御のニーズがでてきた。例えば，本店から全

国に分散する各支店のサブサーバや窓口端末を遠隔制御する，

又は市中に設置されている無人端末を遠隔制御するなどであ

る。 UPSにLAN回線と接続できるネットワーク機能を持

たせるか公衆回線とのコミュニケーション機能を持たせるこ

とによって，このような運用が可能となる (MELUPS 8400 

N-E)。

5. MELUPS8400Nのシリーズ構成

5. 1 シリーズ構成

コンピュータネットワーク対応のUPSでは，コンピュー

タ（サーバ）とのコミュニケーションをする必要がある。こ

のため， UPS側のインタフェースは，サーバのOSの種類

やUPSとコンピュータの通信方法によって仕様が違ってく

る。三菱電機のMELUPS 8400 Nシリーズでは，用途に応

じて MELUPS8400N-E/-U/-W/-P（以下，各タイプ

を“N-E”のように表す。）の4タイプをラインアップしてい

パワーマネジメントソリューション対応無停電電源装岡•本城・山下・寺澤・柳原 59 (1125) 
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る。 OSインタフェースと UPSのタイプの関係を表 1に，

また各タイプの機能一虹を表2に示す。いずれのタイプも装

置の定格容屈は 1, 1.5, 2, 3, 5kVAの5種類がある。

仕様の概要を表3に， lkVAの外観を図 8に示す。

5. 2 UPSの回路構成

図 9にN-Eのハードウェア構成を示す。構成要索は UPS

部，出力制御部，インタフェース部の三つに分けることがで

きる。 UPS部は倍ijil屯源の停電時にも無瞬浙の出力給電が

可能な信頼性の高い“常時インバータ給電力式”を，出力制

御部は給屯のタイミング制御が可能な 2系統を含む3系統の

表 1.OSィンタフェースとUPSの対応

インタフェース UNIX PC-LAN 

／ 
8400N-P: 

接点I/F NetWare, Windows NTに内J巌の
シャットダウン機能に対応

シリアルI/F
8400N-U : 8400N-W: 
各種UNIXに対応＊2 NetWare, Windows NTに対応＊2

ネットワークI/F
8400N-E: 8400N-E: 
各種UNIXに対応＊2 NetWare, Windows NTに対応＊1*2

出力を持っている。 N-E以外の他の 3タイプについては，

インタフェース部が奥なるのみで他の構成要素は N-Eと同

じである。また製品には，コンピュータ側にインストールす

るソフトウェアカ哨恭付される (N-E/-U/-Wのみ）。

5. 3 ネットワーク直結型N-Eタイプ

図 10に， N-Eを適用したネットワークシステムの構成例

を示す。 N-Eは， Ethernet但2)LANに直結できる TCP/

II)（江3)プロトコルに対応したインタフェースを持っており，

UPS自体がネットワーク機器§として位四付けられる。イン

ターネットでも有名な TCP/IPのサポートにより， IPア

ドレスの設定のみで特別なドライバソフトウェア

なしに，ネットワークを介して1止界中のどこから

でも遠隔制御ができる。さらに， SNMP(Sim-

pie Network Management Protocol)のサポ

ートは，全国に分散設四される多数の UPSをネ

ットワーク管理ツール (NetworkNode Man-

ager)から一括管理させるのに大変有効である。

主にUNIXシステムで適用される LAN経由

のシャットダウン制御では， UPSからリモート
注＊1 自動シャットダウン機能はUPS-PCサーバ間の接点I/Fによって可能。

リモートシェルコマンドによる制御は将米対応予定。

*2 いすれもコンピュータ（サーバ）側にリj.Il]のソフトウェアをインストール

する。

表 2.MELUPS8400Nの機能一覧

項 I~! N-E I N-U N-W N-P 

自動シャットダウン（イがじ）

゜゜゜゜スケジュール運転

゜゜゜[ I 
パネルスイッチ

゜゜゜゜
動
述 リモートスイッチ

゜゜ ゜用
コンピュータコマンド

゜゜゜遠脳制御

゜
△* 

UPSモニタ

゜゜゜外部環境モニタ

゜ロギング（運転，，じ録）

゜゜゜注 ＊遠隔制御II寺はコンピュータのネットワーク機能を利用する

ので，コンピュータ停止中に迎揺起動はできない。

シェルによって UNIXサーバのシャットダウン

プログラムを起動する。また，シリアルインタフ

ェースも持っており，公衆lffl線を介して遠隔地か

らの制御や自動通報などが可能である。このよう

な遠隔制御のほか，温湿度・振動・煙検知などの

環境監視，エアコンなど外部機僻の制御機能を持

っており，非常時対応も含めたシステムの自動運

(H, 2) "Ethernet"は，米国XeroxCorp.の商椋で
ある。

（註：． 3) "TCP /IP’'は，米国TexasInstruments, 

Inc.の商椋である。

表 3.MELUPS8400Nの仕様一覧

,

.

 

1

ーf/ 

T
'
 

｛ t 様
kVA I 1 I 1.5 I 2 I 3 

瓢 I',)J容h: kW 町rI 了面 1了可 ー
3_?i 

4
 

2
-
L
 

5
 
3
 

5-

数:
 

交
流
入
力

(V) 

(Hz) 

llt相2線

100 200 

ノゞ ッテリ倅屯補fi児時間

交 木II数
と{IムI L 
屯[I_： (V) 
/ 1'1 
)J 周波数 (Hz) 

外形寸法(mm) (W) 140 140 
(D) 450 500 
(H) 410 410 

質 し;9’，I”9’-・ (kg) 25 30 

60 (1126) 

50又は60(l¥i)）選択）

10分(l.5kVAのみ6分）

単相2線

100 

50Xは60（入）J周波数と同一）

50 :[> 701 :：□ I 85 :[> 120 1 [［口［

単相3線

200/100 

図8.MELUPS8400N 

lkVAの外観
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UPS部 出力制御部「―----T---可
i ハイパス図路 l -----<!, OUT（連続）

WS側にインストールするユーティリテ

イソフトウェアを UNIXのシェルスク

リプトで構成している。このため，巽な

るWSや， OSのバージョンアップに容

易に対応することができる。また， 自動

シャットダウンするときにコンピュータ

側にログインする方式を採っており，プ

ログラムがメモリに常駐しないため，ア

プリケーションプログラムに影粋を与え

ない。

交流＇つ □□ーニ／］［ ←心一切UT1

入力j□□ ...---――OUT2 

| 
＇ 

L----

I 

5. 5 PC-LAN対応N-W,N-Pタイプ

外部入出力

（ティシタル）

インタフェース部 外部入力

PC-LAN用のネットワーク OSとし

て一般的な NetWare（注4¥Windows 

NT仇 5)などに対応するものである。

N-Wは専用のソフトウェアをインス

トールするタイフ゜， N-Pは各OSに図 9. MELUPS8400N-Eのハードウェア構成

HODなど
周辺装置」

PCサーバ

商用雷涼

クライアント UNIXサーバ

外ごIニントこー／元汀］ ェアコンなど外部装四

の自動オン オフ制徊

図1o.ネットワークシステムの構成例

川に寄与することができる。

5. 4 UNIX対応N-Uタイプ

UNIXはコンピュータ技術者・専門家向けに開発された

OSであることもあり，操作手順が複雑である。しかし，元

米ネットワークコンピューティングを前提にしたものである

こと，及びその機能性の高さから，ビジネス・‘情報通伯・製

造業など現在では様々な分野に適用されている。 N-Uでは，

（注 4) "Net Ware''は，米国Novell.Inc．の登録ilti標である。

（注 5) "Windows NT’'は，米国MicrosoftCorp．の商椋である。

（アナロク）

内蔵された自動シャットダウン機能

を使うタイプである。 N-Wには表 2

に示すように N-Uと同等の自動運用

機能があり，三菱屯機のクライアン

ト・サーバシステム apricotFT//ex

の自動運転ツールである MELUPS-

FT MANAGERとしても適用され

ている。一方， N-Pはケーブル接続

と所定の設定だけで停霊時の自動シ

ャットダウンを実行することができ

る。

6. むすび

ポケヘルヘの
巽常通報

以上紹介したように， UPSによる

ネットワークシステムのパワーマネ

ジメントによってもたらされるもの

は，急進展するネットワークシステ

ムインテグレーションを支えるイン

フラとも言える。従米言われてきた

屯源セキュリティの確保に加え，省エネルギー。省力化

も実現する解決策 (Solution)を与えるものとして，

UPSが積極的に活用されていくことを期待する。
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ビル用自家発電設備の
ディジタルコントローラ

平野大寿＊ 村田太司＊＊

酒井滝夫＊

柴原千歳＊

1。まえがき

近年の情報化社会を支える屯子化の波はビル用自家発電設

備においても例外ではなく，制御装置のディジタル化及び操

作・監視のグラフィック化傾向が急速に高まっている。この

背景としては，インテリジェントビル化が進み情報機器の尊

入によってネットワークヘのフレキシブルな対応が必要とな

るとともに，地価高騰による制御盤占有面積の低減要求，オ

ペレータ老齢化に伴う保守業務の省力化・自動化，及び耐震

機器仕様の市場ニーズが培大していることか挙げられる。さ

らに，阪神大震災の教訓からも保守性・耐震性の重要度が再

認識されている。

このようなニーズと技術動向を踏まえ，ディジタル表示，

自動定期保守運転，デイジタル保護継電器の機能などを装備

した自家発電設備用ディジタルコントローラ “MELGIC"

を1987年に製品化し，市場に投人し，約8,000台の実績を

持っている。また，このたび，視認性・操作性の優れたHI

(Human Interface)機器であるフルグラフィック液晶表示

器を使用し，自家発電設備用フルグラフィック式コントロー

ラを製品化した。

本稿ではMELGICの製品動向と，フルグラフィック式コ

ントローラの製品化の経緯及び製品概要について述べる。

2. ビル用自家発電設備の用途と適用機種

図1にビル用自家発電設備の用途と適用機種を示す。これ

らの発電設備に使用される制御盤はディジタルコントローラ

MELGICを搭載しており，顧客のニーズに幅広く対応して

いる。

3. MELGICの製品動向

図2にMELGICの製品動向を示す。現在パッケージ発電

機 (PG)用“MELGIC-P2",高圧発電機 (KG)用“MEL

GIC-KG’'，端末機用発電機 (MCG)用“MELGIC-MCG",

及び一般自家発電機用 “MELGIC-II"の4機種をそろえて

いる。

3. 1 一般自家発電設備用MELGIC

一般自家発電設備では，客先仕様の多様化が顕著な分野で

あり，制御方式・計測機能の多種多様な要求ヘフレキシブル

に対応するため， 8ビットマイコンを搭載した “MELGIC-

I” を'87年に開発した。その後，円高による原油価格下落

（用途） （原動機の種類） （シリーズ名）

ディーゼルエンジン

ガスタービン

ピル用自家発電設備

ディーゼルエンジン

ガスターピン

ガスエンジン

図1. ビル用自家発電設備の用途と適合機種

62 (1128)＊三菱屯機（術長崎製作所 ＊＊三菱屯機エンジニアリング（梱

パッケージ発電機

ディーゼル発電機

高圧発電機

端末機用発電機

上記以外

ガスターピン発電機

制御盤搭載ガスターピン発電機
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一般自家

発電設備用

PG用

(16ビットマイコン）

(8ピットマイコン）

（開発中）
---------

: MELGIC-X :---------

・-------------------、(32ピットマイコン）

(32ビットマイコン）: : 

• - - - - - - - - - - - - - - - - - ＊ - • 

--------←→←←― -a- ＂----……、_＂←ヤ..→ ···•····!···y_>-; MELGIC-KGX : 
• - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ＊ 

KG用
(8ピットマイコン） (32ビットマイコン）

9 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - • 

--------------y---・・>; MELGIC-MCGX : 
MCG用 ~ -------------------• 

(8ビットマイコン） （32ビットマイコン）

1987年 1988年 1990年 1994年 1995年 1996年

図 2. MELGICの製品動向

発生中の故障を区別し表示
する。個別の故障名称は液

晶ディスプレイに発生時刻
とともに表示する。

故障

保護 計測

シーケンスの進行状態を

監視し表示する。

状態表示

制御

(2) ディジタルシグナルプロセッサ (DSP)の採

用による計測・保護継電器機能及び電力制御

の検出・演算の高速化

(3) 液晶ディスプレイによる操作性と視認性の向

上

(4) 液晶ディスプレイからのパラメータ設定方式

による S/W生産性の向上

(5) 故障表示点数の増加 (20点から 25点）及び

重故障・中故障・軽故障区分の任意設定可能

僭報表示機能の向上）

(6) 自動定期保守運転機能の装備による保守の省

力化と始動信頼性の向上

さらに，最近のニーズは，ューザフレンドリな

マンマシンインタフェースが求められて視認性・

操作性に対する高度化要求が一層高まってきてい

保護リレーの動作表示及
び動作テスト， リセット
ができる。

大型LEDで各種計測値を
ティジタル表示する。

液晶ディスプレイは故障

の発生内容，時刻，積算
テータ， タイマ設定値等

を表示する。

操作場所切換え，制御モ

ード切換え，機関の発停，
遮断器の開閉及び試験運

転ができる。

ること，現場での保守業務に従事するオペレータ

が老齢化してきていることなどから操作パネルの

グラフィックカラー化，異常発生時の原因究明を

図 3. MELGIC-II 

からコジェネレーション及び常用発電の需要が増えてきたこ

とに伴い，系統連系保護等の自家発屯設備の複雑な制御内容

に対応でき， またソフトウェア (S/W)生産性が向上する

16ビットマイコンを搭載したMELGIC-IIを'90年に開発

した。図 3にMELGIC-IIを示す。その特長は次のとおり

である。

(1) 操作・表示・野報・計測・保護継電器・制御機能をディ

ジタル化することによる部品数の縮減（制御盤構成を 2

面から 1而に低減），及びこれに伴う耐晨性の向上

迅速化するためのトレンド機能の追加，他の設

備・機器との情報通信機能の充実，なども必要と

なってきている。これらの機能を満足するために

MELGIC-Xを現在開発中である。

3.2 PG用MELGIC

汎用パッケージ形で，標準仕様を採用したPG用に専用化

し， 8ビットマイコン搭載のMELGIC-P1を'88年に開発

した。図4にMELGIC-P1を示す。さらに，高機能化・高

精度化を指向し，またS/W生産性を向上させるために，

32ビット RISCプロセッサ搭載のMELGIC-P2を'95年に

開発した。図 5にMELGIC-P2を示す。その特長は次のと

おりである。

(1) 故障表示点数の増加 (12点から 20点）

ビル用自家発屯設備のディジタルコントローラ・平野・酒井・柴原・村田 630129) 



図4. MELGIC-P1 図 5. MELGIC-P2 

フルグラフィック式コントローラ

lllJ□□三 □

「---- -----＂ • -----＇-0------ ------~7 
＇ 液晶表示器 PC 

L------ ------1----ニ|ニ
D/0 : Digital Data Output □ T3 A/I : Analog Data Input 

ヘ‘̀‘ エンン／

図6. フルグラフィック式コントローラのH/W構成

(2) 計測項目の追加（周波数，バッテリ充屯這流）

(3) 自動定期保守運転機能の充実（次回運転までの残日数表

示）

なお， MELGIC-Plを応用し，＇ 91年にMELGIC-KG,

'94年にMELGIC-MCGを開発し，適用している。

4. フルグラフィック式コントローラ

4. 1 製品化の経緯

表示デバイス技術の進歩によって表示器の性能が飛躍的に

向上しフルグラフィック液晶表示器が市場に浸透してきたこ

と，及び現場での保守運営に従事する熟練者の確保力瑾佳しい

ことから， より視認性・操作性の優れた機器力噌！まれてきて

いる。ビル用自家発遣設備分野においても HI機器であるフ

ルグラフィック液晶表示器のニーズが高まってきており，こ

のニーズに対応して，次のような液晶表示器の特長を生かし，

64 (1130) 

MELGICシリーズとは別にフルグラフィック式コントロー

ラを製品化した。

(1) 優れた祝認性

(2) 優れた操作性

(3) 顧客のニーズにフレキシブルに対応可能

(4) 優れたS/W生産性

4.2 フルグラフィック式コントローラの製品概要

フルグラフィック式コントローラは，フルグラフィック液

晶表示器を制餌嘘へ組み込んで発電設備用として使用したも

のである。ハードウェア (H/W)構成は液品表示器とプロ

グラマブルコントローラ（以下“PC” という。）であり，これ

を図6に示す。液晶表示器は鮮明で視野角度の広い TFTを

採用した。仕様を表 1に示す。 PCはCPU,D/I (Digital 

Data Input), D / 0 (Digital Data Output)及びA/I

(Analog Data Input)カードの組合せである。発電設備の

三袋虚機技報・ Vol.70 ・ No.11 ・ 1996 



表 1. フルグラフィック液晶表示器の仕様

項 仕 様

使IIjJlilll廿温度
表示部 I 生ミプjミ脊l;[）、タト
0-40℃ I 0~55℃ 

保存）弄］Ijtl温度 -20~60℃ 

使JIll弄］岡湿度 10-90%RH,結森なきこと

保存周IItl湿度 10-90%RH,結底なきこと

耐振動 JIS B 3501, IEC1131-2に準拠

耐衝撃 JIS B 3501, IEC1131-2に準拠

使用標高 2,000m以下

種類 TFTカラー液品，バックライト付き

表示部
解像度 水平： 640ドット，垂直： 480ドット

表示サイズ （縦）158mmX（横）211mm

表ぷ色 16色

タッチキー数 1,200、991i(301「X40ダlj)

タッチパネル キーサイズ 16ドット X16ドット (1キー当たり）

リピート機能 なし

種類 内）I淡メモリ（フラッシュROM)

メモ 1) Ill途 プロジェクトデータ格納川， OS格納川

ジ9トゞ•!9 I 9l .. llVIバイト（ユーザエリア）

入出力割付け 特殊32点（バス接続ltヤのみ）

図 7.基本画面

操作・表示・警報・計測・制御機能をこのフルグラフィック

式コントローラに取り込むことによって H/W部品点数を

削減し，耐震性の高いシンプルな制御盤とした。

4. 3 画面構成

フルグラフィック式コントローラを使用する上で，次の項

目を考應しながら皿而を構築した。

(1) 計祖ll表示及び操作スイッチの同llお長示（緊急性）

(2) 配色による視認性の向上

(3) 操作スイッチのロック機能充実（誤操作防止）

(4) 表示部品の流用による S/W生産性の向上

両面構成は基本皿面・野報匝面・重故閤一括皿面・軽故障

一括画面・積邸値両而の計5画面とし，その概要は下記のと

おりである。

4. 3. 1 基本画面

碁本画面の構成は計測・状態表示・操作スイッチからなり，

図7に示す。計測表示と操作スイッチの同時表示を満足して

図8.警報画面

図 9.重故障一括画面

おり，特長は次のとおりである。

(1) 計測

牛土集論文
寸I I 

(a) アナログ表示では正常範li恥と晃常範岡で指針の表示色

を変化させる。

(b) ディジタル表示でも正常範間と拠常範間でディジタル

値の表示色を変化させる。

(2) 状態表示

(a) 発屯設備の状態をリアルタイムに所定の文字色で表示

させる。

(3) 操作スイッチ

(a) 操作信号のアンサバックで操作スイッチの表示色及び

表示文字を変化させる。

(b) タッチスイッチ有効面積をスイッチ中央へ配附し，ま

た操作ロックスイッチを押してからの 2挙動式として，誤

操作防止を充実させた。

4. 3. 2 警報画面

腎報画面の構成は計測・状態表示・操作スイッチ・故障表

示からなり，図 8に示す。野報画面の特長は次のとおりであ

る。

(1) 故障表示

(a) 故障発生と同時にこの野報皿仰へ切り換えて故1涼項目

を時系列に表示する。

(b) 故障の種類ごとに任怠の文字色へ変更可能とした。

ビルll1自家発屯設備のデイジタルコントローラ・平野・洒井・柴原・村田 65 (1131) 
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図10. 自家発電設備の制御フロー

4. 3. 3 重故障一括画面及び軽故障一括画面

重故障一括画面を図 9に示す。正常時，故障項目を黒文字

で表示し，故障発生時に所定文字表示色へ変化させて視認性

を向上させた。また，最初の故障発生項目とその発生時刻を

表示させるようにし，保守性を向上させた。

4. 3. 4 積算値画面

積算値画面はウィンドウ画面とし，発電機運転時間•発電

機運転回数•発電機電力鼠を表示する。

4.4 制御範囲

発電設備の制御フローを図 10に示す。制御フローのうち，

一点鎖線で囲んだ部分がフルグラフィック式コントローラで

制御する部分である。運転モード計測，エンジンの始動・停

止，遮断機開閉等ほとんどの制御回路を S/Wに取り込む

66 (1132) 

ことにより，無接点化・省配線化を行い，信頼性・耐衝撃

性・耐震性の向上を図った。

5. むすび

以上，自家発電設備用“MELGIC”の製品動向と，フル

グラフィック式コントローラの製品化の経緯及び製品概要に

ついて述べた。

今後， H常の点検整備の不良や操作ミスを防ぐために，情

報通信機能・トレンド機能・診断機能。ガイダンス機能を充

実し， AVR (Automatic Voltage Regulator)機能のデ

ィジタル化を含め， 自家発電設備用制御装置のディジタル化

をより一層図っていく所存である。
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戸田競走場納め映像情報トータルネットワーク
峯友清博＊

吉富徳典＊＊

芳賀昭弘＊＊

1。まえがき

近年，公営競技場においては，スタンド新築，尾内外大型

映像装岡蒋入， レディースセミナの実施，場内クリーンアッ

プ作戦等のハード面とソフト面でのイメージアップが図られ

ている。その一環として，大型映像を中心とした各種表示装

置（中型映像装謹マルチ表示装岡，文字表示装置等）の複

合h(J!]央像情報サービスの充実が行われている。

これに伴い，システムの大規模化・複雑化が進んでいる。

そのような状況で，運用の容易化（集中管理，自動化等）が

求められている。

このような客先の要求を実現するため，公営競技場向け映

像情報システムで長年培った経験とノウハウを十分に生かし，

映像情報トータルネットワークの開発を行った。今回，この

映像情報トータルネットワークと屋内型オーロラビジョン

HRを戸田競走場に納入したので，その概要と特長について

述べる。

2. 映像情報トータルネットワークが

必要とされた背景

戸田競走場のスタンド改築に伴い，映像情報サービスの面

でより充実を図るために，映像システムの全面見直しを行っ

t:-_ ヽ
0

戸田競走場においては，三菱電機（株） （以下“当社”とい

う。）の製品として，対岸にオーロラビジョン HB（図 1)'

西門にオーロラビジョン HG（図2)'屋内に 15種類の情報

を個別に表示できる 15面マルチ表示装置が採用され，映像

情報サービスを行っていた。また，その他に場内TV,

図 1. 戸田競走場対岸オーロラビジョンHB

LEDを使用した文字表示装置等での各種情報サービスも行

っていた。

これらの多くの表示装置を集中一元管理し，運用の省力化

を行い，さらにスタンドの全面改築が完了する 2001年にも

対応できる最先端技術を駆使したシステムが求められた。な

お，この戸田競走場のスタンド改築工事はレースを開催しな

がら行う必要があるので，全体を次の4期に分けて実施され

る。

1期工事…… 1994年完了

2期工事…… 1996年完了

3期工事…… 1999年完了予定

4期工事… •••2001 年完了予定

今回述べるネットワークは， 2期工事完了時点で導入され

たもので，上記の要求に対応するために，映像l胄報トータル

ネットワークを提案，納入し，これからの公常競技場のモデ

ル的なシステムの構築を行うことができた。

3. 映像情報トータルネットワークの目的

映像情報トータルシステムはこれからの公常競技場のトー

タル的な映像情報表示を目指すとともに，様々なファンの要

望するレース結果を推理するための情報表示，投票券の多様

な発売方法，及び新しいメディアの登場等の今後のソフト面

とハード而での追加要求に柔軋欠に対応できるシステムを目的

としている。

また，運営而においてもシステムの一元化及び自動化を図

り，省力化が行えるシステムを目的としている。

4. システム全体の概要

図2.戸田競走場西門オーロラビジョンHG

＊三蕊屯機（株）映像情報システムセンター ＊＊三菱虚機エンジニアリング（松 67 (1133) 



他場

図3. トータルイメージ

システム全体のイメージを図 3に示す。また，映像の流れ，

システムの特長を次に示す。

4. 1 映像の流れ

(1) 映像ソース 1

ホストコンピュータからの投票系データや競技系データ等

の様々なデータを，コンピュータシステムによって映像に変

換した映像ソースである。

(2) 映像ソース 2

実況カメラからの実況映像， VTR,VDR（光ディスクレ

コーダ）等の制御を行い，映像の録画・再生を行った映像ソ

ースである。

(3) 映像番組作成

映像ソース 1と映像ソース 2の映像をレースの進行に合わ

せて自動で切り換え，各表示装固用の番組を作成する。

(4) 映像ネットワーク

各表示装岡用に作成された番組をネットワーク用の信号

に変換し，各々の表示装置へ伝送を行う。

(5) 表示装罹

映像ネットワークから伝送された番組を映像化して各表示

装置で表示を行い，映像情報サービスを行う。

4.2 システムの特長

68 (1134) 

このシステムの特長は次のとおりである。

(1) タイムリな情報表示

ホストコンピュータから受信したデータを自動的に映像化

し，様々なレースの推理情報をタイムリに観客へ提供するこ

とができる。

(2) 効果的な情報サービス

大型映像装盟を含めた各種表示装罹に各々適切な情報をタ

イムリに表示させる等， トータル的な連営を行うことで， ょ

り効果的な情報サービスをすることができる。

(3) 情報の一元管理

ホストコンピュータとのインタフェース，データやメッセ

ージ等の入力及び情報の映像化を 1か所で行うことにより，

情報の管理及び変更等が容易に行える。

(4) 操作の簡略化

各表示装置ごとにスケジュールが作成でき，これらのスケ

ジュールを同時に自動進行することにより，特別な操作が不

要になり，少人数での運営が可能となる。

5. 全体システム構成

このシステムは， 13のシステムで構成されている。その

中の大きな八つのシステムの概略を次に示す。

三蕊屯機技報・ Vol.70・ No.11 • 1996 
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(1) コンピュータシステム

ホストコンピュータとのインタフェース，情報の映像化，

システム全体のスケジュール管理及び各機器の制御を行う。

このシステムの司令塔であり，中心的な役割を担う。

(2) カメラシステム

各設附場所から様々なアングルで水面を走るボートの迫力

のある映像を撮影するとともに，各カメラのスイッチングを

1丁つ。

(3) ビデオシステム

コンピュータシステムからの制御により，カメラシステム

で撮影された映像の録画・再生，タイトルアニメーションや

選手の顔写真の再生，及びこれらの映像の切換えを行う。

(4) ネットワークシステム

各表示装固用に作成された映像を RF変調し，各表示装岡

へ配信を行う。

(5) 大型映像表示装罹

オーロラビジョン HRを使用し，イベントホールで迫力

のある映像サービスを行う。アスペクト（縦横）比3:8のワ

イド画面で画面全体に超ワイドな映像を表示するとともに，

2分割表示も行える。

(6) マルチ情報表示システム

新しく 21面マルチ表示装岡（中央に9面マルチビジョン

と両サイドにTV6面ずつで構成）が設岡さ几 21種類の情

報を表示したり， 9面の拡大表示と 12種類の情報表示に切

り換えたり，フレキシブルな表示を行い，一度に多批の映像

情報のサービスを行う。

(7) 文字表示装閥

LEDを使用し，コンピュータシステムからのデータによ

り，締切時間・払戻金・メッセージ等の表示を行う。

(8) 場内TV装置

29インチのテレビを使用し，ネットワークシステムから

配信された映像の表示を行う。

このシステムの中で当社が担当したうちの，システムの中

心となる (1)のコンピュータシステムと，イベントホールに

設附された（5）の大型映像表示装四について，システムごと

の機能及び特長について述べる。

このほかに，（9）放送システム，（10)ピデオテックシステム，

(ll)FAXシステム，（12)イベントホールシステム，（13)ミニ

FMシステムなどがある。

6。 当社担当システムの機能及び特長

6. 1 コンピュータシステム

機能概要及び特長を次に示す。

(1) 情報映像化機能

主に図 4の映像情報化装置 (CG)が行う機能である。

ホストコンピュータからの投票系（票数，オッズ，払戻金

など）及び競技系（選手，データ，部品交換，水面状況など）

のデータを受信し，そのデータの映像化（図 5)を行う。こ

のシステムでは， 8佃の映像を同時に出力することができる。

(2) 静止画多重機能

ヒテオシステムより ネソトワーク

システムへ
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図4. コンピュータシステムブロック図
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主に図 4の静止画多重装置 (SPT)が行う機能である。

情報映像化機能によって映像化された画而等の静止画等を，

最大124画面を lchに多重して送出を行う。

受信側に表示するには専用の端末を使用して行う。端末の

コントロールには，直接端末を操作して画面表示させる方法

と，後述の機能によってセンター側からスケジュールを組ん

で表示させる方法がある。

(3) 自動連転機能

主に図 4のシステムコントローラ（図 6)が行う機能であ

る。

場内TV（静止画チャネルも含めlOch)，各チャネル（場

内TV用），マルチ表示装置大型映像装附，文字表示装岡

図5.表示画面例

11,200（表示ボード幅）

9,600 ヽ

（スクリ ン幅）

こ
喧01,¥ 
豆I
6 = 
ぐ、

げ＜

I-----

(LED)等，各表示端末の自動運転スケジュールをそれぞれ

独立して編集でき，実行が行える。

スケジュールを進めるためのタイミングは，ホストコンピ

ュータからの信号を使用するため，レース進行に沿ったタイ

ミングでの表示を行うことができる。

(4) ビデオ機器制街嗅能

主に図4のビデオコントローラが行う機能である。

前項の自動運転を実行するためには，必要なビデオ機器を

表示スケジュールに従って制御する必要がある。

その制御するビデオ機器と表示内容を以下に示す。

(a) LDP（レーザディスクプレーヤ）再生制御

LDPを制御し，選手の顔写真やタイトルアニメーショ

ン等の映像を送出する。

(b) LDR（光ディスクレコーダ）録画・再生制御

LDRを制御し， レース実況の録画及びリプレーを行う。

(c) マトリックススイッチャによる映像切換制御

スケジュールに沿って切換制御を行う。

(5) システム管理機能

図4のシステムコントローラが中心で行う機能である。

一→， ヽ・・ ヽり● ●令● ●99…’̀` 9 9 9 9 9 9 ~ 9 

• tIIl|l|IIIIIIllllllllllllilll 
—i 9,  9 9 9 9 9 I I I I I I I l l 1 ; i l ltl l l 99 9 r Il 9 9 9 9 9 1 9 9 1 1 1 9 1 1 1l 9 : I I I ,,,・'',..'...'.,,.,.''.' . •'. '........''. )， 9’9  9 9 9 9 9 ••,'•,'· :,' 

/ i ・, ・'・ ・ ・ ・'r'1 ・; 

図6. システムコントローラ

600 

メンテナンス
ドア i¥ I : i メンテナンス

「ド］ I I フロア
!I/ 

表示ホート

I メンテナンス
ドア

固7.大型映像装置外形図
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映像信号の解像度が損なわれていた。）。

(b) ディジタルインタフェースの強化

LAN（イーサネット）インタフェースを追加すること

により，ディジタル表示データ転送速度のアップ，操作端

末の拡張性の向上を実現した。

(2) 映像表示装罹本体仕様（図 7)

発光方式

発光索子

索子構成

：自発光方式 (CRT方式）

：複合CRT方式

: RGGB直行配列（図8)

図8.RGGB配列 スクリーンサイズ：縦3.6mX横9.6m

ドット数 ：614,400ドット

システム全体及び各機器の動作状態を監視し，障害が発生

した場合には，故障レベル（特重。重・中・軽の 4レベル）を

中央監視設備に通報することができる。

(6) バックアップ機能

図4に示すようにシステムコントローラは二重化構成にな

っており，同じデータを各々に保持しており，稼働系に障害

が発生した場合には簡単な操作で待機系に切り換えることが

できる。

6.2 大型映像表示装置（オーロラビジョン）

(1) 機能概要及び特長

今回新たに納入したオーロラビジョンは HRタイプ（屋内

用近距離型）で，スクリーンサイズカ悧足3.6mX横9.6mと

大きく， HRタイプの納入実績の中で最大サイズである。

このスクリーンは競艇場の一般席用屋内映像装問として業

界最大を誇っている。

また，スクリーンコントローラの改良を行ったことにより，

下記の機能が実現した。

(a) 映像の2画面表示機能

ピデオ映像の入力を 2系統可能とした。

このことにより， より美しい 2画面表示ができるように

なった（今までの映像の2画面表示は，二つの映像を圧縮

して 1画面に合成する機能の機器を用いて行っていたため，

(480Xl,280ドット）

水平走査線数 : 480本

表示制御方式 ：クリアビジョン方式

表示速度 : 60フレーム／s

表示階調 : 256階調

輝度調整 : 64段階

視認角度 ：上下土50°

左右土75°

輝度半減期 : 8,000時間

電源容最 : 54kVA 

電源種別 : AC 200/220 V 

50/60Hz 三相3線

7. むすび

以上，公営競技場における映像情報トータルネットワーク

の一例について紹介したが，この分野における映像情報シス

テムは，ますます重要になってくると考えられる。これらの

ニーズにこたえるため，今後も映像を中心とした映像情報ネ

ットワークの企画・開発に努力する所存である。

最後に，このシステム完成に御協力いただいた関係各位に

深く感謝の意を表する。

戸田競走場納め映像情報トータルネットワーク・峯友•吉富・芳賀 71 (1137) 
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1。まえがき

近年，ビル内の空調設備，特に冷房に対する粛要が崩加し

ている。一方，屯力の使用状況においては，年間でピークと

なる夏場の最大屯力埜は，業務用冷房盈要が大きな要因を占

めている。また，ー［］の泣力泊骰姑は昼夜の格差が大きいこ

とを考應すると， ビル内の空調機器の屯力負荷を夜廿りに移行

することが重要である。このため，エネルギーの供給軍情に

よる背暴とあいまって，蒋熱空調システムの需要が近年ます

ます地加してきている。

負荷の平準化の観点より，慮力需要側からは，屯力設備の

増設に匹敵する屯力使用の夜間への移行は直要な手法である。

このため，各電力会社からは蓄熱システムヘ助成や夜間割引

屯気料金制度が適用されているとともに，国の助成措慨もJ廿

意され，普及促進のための助成・指消が屯力供給側と行政側

の両面から現在実施されている。

夜間屯力を利用して夜間に氷を作って苔熱し，昼間に蓄熱

したエネルギーを利用して空調運転をする氷蓄熱利用直膨式

マルチエアコンを今Ih]開発し，発売をした。また，この空調

機器を管理する制御システムとして，従米の空調管理システ

ム‘'MELANS"(M.fil::.CO flir Conditioning翌twork

竺ystem)シリーズを併せて拡張開発し，販売した。以下に，

この蒋熱空調システムの概要•特長を中心に述べる。

2. 蓄熱空調システムの概要

2. 1 個別分散空調方式

川島正満＊

宮本守也＊＊

早川秀祐＊＊＊

近年，ビル用途の多様化により，個別分散パッケージエア

コン方式の空調システムの採用力況珈している。この空調シ

ステムは，複数の室内ユニットに対して室外ユニットを一台

設附し，室外機スペースと室外ー室附間配管スペースを省ス

ペース化したビル用マルチエアコンが主流である。また，

個々の室内機の連転に関しては，必要な室内機に対応した単

独の室外機の運転だけでよく，従米の熱源機運転と比餃して

省エネルギー効果と述用の柔軟性を兼ね備えた空澗恥システム

である。この氷蓄熱利用マルチエアコンは，従来の個別分散

パッケージエアコンの特長を生かし， ビル用マルチエアコン

の室外機ごとに蓄熱槽を追加して，屯力の夜間シフトによる

ランニングコストメリットを付1Jllした空調システムである。

個別分散パッケージエアコン方式で，特に手元リモコンを

設骰したローカル操作型の空謡lシステムでは，分散設四され

た各空調機料が自律して連転・動作する。この方式では，中

央側からの操作に加えてローカル側での操作も可能なため，

中央制御型の用途にもローカル優先型の用途にも使用可能で，

ビル運用にフレキシブルに対応できる。

一方，ローカル側機僻がインテリジェント化され個々に油

邸・制御される個別分散空調方式では，システムが複雑化し，

機賂間接続が増加・煩雑化する課題がある。

この水菩熱利用マルチェアコンは，室外機•特熱槽・室内

機・手元リモコンからなる基本空調機器構成で，空調運転が

可能なように機能分担を空調システム内で実施している。蒋

空調専用通信線（無極性2心）

手元リモコン
（ネソトワークリモコン）

図1.蓄熱空調システムのシステム構成図

72(1138)＊三淡泣機（術住環境システムエンジニアリングセンター ＊＊同冷熱システム製作所
＊＊＊三袋虚機エンジニアリング（株）



熱槽の詳細な運転制御管理は個々の空叫l機器側で実施され，

上位側の空詞管理システムでは，全体の運転管理・運用管理

を実施する機能分担である。この空調システム内の機能分担

により，小規模な用途では安価な蓄熱システムが構築可能で

あり，中。大規模な用途では，システムの一元化管理方式の

空調制御システムが構築可能である。

空調システム内のフリープラン統合化設計により，無極性

2心線で接続する専用通信方式 (Mネット）を各制御ユニッ

トごとに搭載して複雑化する機器間のやり取りを行い，外部

製氷用ヒートポンプ 〇 ファン
（チリンクユニット）／二町百／

外気ご〉

「--- ] 
プライン’
ポンプ

温水ポンプ

図2.従来の蓄熱利用セントラル空調システム

接続工事の省力化とシステムのシンプル化を図っている。

2.2 菩熱空調システム

図1は，裕熱空調システムの全体システム構成ブロック

図である。この空調システムは， トータル管理する中央制御

装置として MELANSのMJ-300シリーズに接続さ几制

御・監祝されている。 MJ-300シリーズは，空調機賂を直

接通信接続してローカルエリアを管理する中ll}］データ統合装

置であるゲートウェイ (G/W)と， G/Wを管理統合し空

調システム全体を集中管理するシリアルインタフェース (S-

IFU)と，利用者とのマンマシン機能を実現する MJ-300本

体の空調管理メインコントローラで構成される。

氷蓄熱利用マルチエアコンは，利用空間に直接空調を提供

する室内機ユニットと，室内機ユニットと冷媒配管で接続さ

れる室外機ユニットと蓄熱槽ユニット，利用者のマンマシン

装附である手元リモコンで構成される。

2. 3 蓄熱空調方式

図2は，従米から使用されているセントラル空粛l方式の蓄

熱システム応用例を示すシステム概要図である。従米タイプ

の蓄熱システムは，苦熱された氷水又は冷水を二次側の空調

機器であるエアハンドリングユニットヘ循環する方式である。

この図では，夜間に蒋熱された氷蒋熱槽を利用して，昼間に

空調をしている動作状態を示している。この方式では，循環

水として直接氷水を使用する関係上，将熱槽へ氷として蓄熱

する度合を高くできず，地下7J堺曹等の大規模なスペースを必

要としている。このため，今後は，より大規模なピルを中心

とした適用になると予測される。

図3はこの氷蒋熱利用マルチエアコンの冷凍サイクルを示

すブロック図で，図4は氷蓄熱利用の運転制御に関する考え
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----蓄冷利用冷房運転時の冷媒の流れ夜間氷苔熱運転時の冷媒の流れ

図3.蓄熱利用マルチェアコンシステムの冷凍サイクル
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方を示す運転パターン図である。この例を用い，冷房運転を

中心に以下説明するが，この氷蓄熱利用マルチエアコンは，

暖房運転時には夜間に蓄熱槽にお湯を蓄え，昼間にはお湯を

利用して暖房運転を実施する蓄冷（冷房）・蓄熱（暖房）兼用

蓄熱タイプである。

図3に，夜間氷蓄熱運転時の冷媒の流れを破線矢印で，昼

間の蓄熱利用冷房運転時の冷媒の流れを実線矢印で示す。夜

間は，蓄熱槽ユニット内の熱交換器と室外ユニットの室外側

夜間電力時間帯 (10時閤）

蓄冷時間 (10時間以内）

冷房運転（最大14時問）

蓄冷利用冷房運転 (10時間）

100 

゜
5
 

（
苓
）
垣
直

時刻

図4.氷蓄熱利用の考え方

表 1.氷蓄熱利用ビルマルチの主な仕様(1)

※1 暖房能力と消費電力は，水温40℃時の値を示す。

圧縮機冷房

室外ユニット形名 PUHY-J355IM-A I PUHY-J450IM-A 

雷 源 3相200V(50/60Hz) 

外形寸法 (mm) （高さ）1,445X（輻）1,990X（奥行き）995

製品質枇 (kg) 520 

述転質批 (kg) 520 

冷房（蓄冷利用時）

能力 (kW) 35.5 | 45.0 
消骰屯力 (kW) 9.1/9.1 | 12.5/11.5 
蒋冷利用運転時間 10時間

夜間蓄冷時間 1011寺1mじ人l村

暖房（蒋熱利用時） ※l 

能力 (kW) 35.5 I 45.0 
消骰虚力 (kW) 8.9/8.9 I 11. 3/11. 5 
蓄熱利用運転時間 10時間

夜lill蓄熱時間 1011寺[iilじJI勺

圧縮機屯動機出力 (kW) 4.2 I 6.4 
冷媒ポンプ屯動機出力 (kW) 0.5X3 | 0.5 X 3 
ファン虚動機出力 (kW) 0. 08 X 4 

蓄熱槽ユニット形名 STY-26A 

外形寸法 (mm) （高さ）1,805X（輻）2,350X（奥行き）1,060

製品質賊 (kg) 600 

運転質械 (kg) 3,200 

水張賊 (mり 2.6 

製氷方式 スタティック方式

IP F (%) 70％以上．

冷媒配管径 I空調用（液／ガス） 15. 88/31. 75 

(mm) I蓄熱用（液／ガス） 15. 88/31. 75 

熱交換器に圧縮機で冷媒を循環させ，蓄熱槽内に氷を作る。

昼間は，冷媒ポンプによって吐出され蓄熱槽ユニット内熱交

換器で凝縮液化され絞り 1を経た冷媒と，圧縮機から吐出さ

れ室外側熱交換器で凝縮液化され絞り 2を経た冷媒が合流さ

れ，複数の室内ユニットの室内機熱交換器で蒸発されて冷房

を行い，冷媒ポンプと圧縮機に分流される冷凍サイクルを形

成する。

図4に示すように，夜間の蓄冷運転は夜間電力時間帯

(22 : 00 -8 : 00)に実施する。この運転に関する

蓄冷運転の詳細制御は，室外機に内蔵されている専

用コントローラで自動的に実行される。また，昼間

の冷房運転では，冷房負荷に対して，ベースロード

を蓄熱槽を利用して放冷運転を行い，残りの負荷を

圧縮機の容批制御運転によって充当する冷房運転も

専用コントローラで実行される。

従来の蓄熱利用の仕方は，冷房負荷の一部を補い，

ピーク負荷を抑制する利用方法が中心であった。今

回の氷蓄熱の利用の特長は，業界に先駆けて製品化

した蓄熱槽と室外機の冷媒を合流させる方式の特長

を生かし，蓄熱を優先使用してベースロード負荷に

対応したことで，電カピーク時の圧縮機電力使用最

を低下させ，夜間への電力使用量のシフト率を増加

させたことである。

また，従米のセントラル方式における蓄熱利用と

は違い，蓄熱層の水を移動することなく使用するた

め，氷水中の水の割合 (IcePacking Factor : 

IPF)を高められ，高密度氷蓄熱が可能で省スペー

ス化が図れる。このため，大規模ビルのみならず

中・小規模のビルにも適している。

表 1にこの氷蓄熱利用マルチエアコンの室外機と

蓄熱槽の主要仕様を記載する。この氷蓄熱利用マル

チエアコンの室外機は 13馬力相当と 16馬力相当の

2種類をシリーズ化している。蓄熱槽は共通で，水

屈2.6トンである。また，室内機は統一コンセプト

で，標準共通化設計されたフリープラン直膨式ビル

マルチの中から自由に選択することが可能である

(15タイプ88機種）。

以下に，この氷蓄熱利用マルチエアコンの特長を

まとめる。

0夜間電力利用で冷暖房のランニングコストが

安価である。

0真夏の契約屯カオーバを防げ，受変電設備を

最小限に抑えられる。

〇標準パッケージエアコンと共通コンセプトで，

設計自由度が高い。

0パッケージエアコン方式で，省設計・省施工

である。
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表 2. 制御項目一覧

中央

機 能 （空調管理

メインコントロ ラ）

状態監視

゜蓄熱槽状態（蓄熱／放熱）監視

゜替報（巽常）監祝

゜吸込み温度計測

゜フィルタサイン

゜運転時間栢邸監視

゜運転モード監視

゜発停操作

゜温度設定

゜運転モード設定

゜風速切換え

゜風向切換え

手元リモコン操作の禁止／許可設定

゜スケジュール設定

゜蓄熱槽運転（蓄熱）指令

゜グループ設定

゜ブロック設定

゜平面図表示

゜晋報発生／復旧記録

゜状態変化記録

゜発停操作記録

゜消骰電力

゜空調料金計邸

゜スケジュール発倅

゜火災停止制御

゜復電制御

゜デマンド監視／制御

゜プリセット

゜
表3.外部接続通信の主な仕様

項 目 内 容

通信回線
25ピンD-SUBコネクタケープル

通信路長15m以下

通信方式 半二重通信（全二重通信路）

同調方式
調歩同期 スタートビット： lビット

ストップビット： lビット

通信制御手順 ポーリング／セレクティング方式

通信速度 9, 600bps 

制御局／従屈局
上位システム ：制御局

シルアルインタフェース：従屈局

RS制御 常時ON

転送キャラクタ ASCII 7ビット

ハードウェア CCITT V24 

インタフェース (JIS X 5101) 

誤り制御方式
垂直パリティ（偶数パリティ）

水平パリティ (LRS方式）

R薔熱槽がコンパクトである（省スペース性）。

◎従米方式に比べてエネルギー変換効率が高い（高

COP)。

蓄熱空調システム・川島・宮本・早川

特集論文
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R冷房・暖房両運転とも蓄熱利用運転であ

〇：機能あり

ー：機能なし

る。

2.4 空調制御システム

手元リモコン 前述の氷蓄熱利用マルチエアコンをトータル

制御している MELANSでは，直接，空調機

器と通信接続をしている。このため，空調機器

への制餌指令や，空調機器の動作状況のモニタ

をきめ細かく制御できるとともに，通常の運転

には必要のない1呆守データや機器運転の専用情

報も管理できる。これは，空調機器とその管理

システムが一体化設計されているためであり，

空調機器ハード製造サイドの管理システムの大

きな特長である。一例として，快適性制御，テ‘

マンド（ピークカット）制御，空調課金演算，

保守メンテナンス機能等の高度なアプリケーシ

ョンをこの空調管理システムでは実現可能で，

物件仕様に応じて受注対応している。

゜゚
゜゚
゜゚
゜゚
゜゚

表2は，この蓄熱空調システムのシステム機

能を示す制稚肛頁目一院表であり，中央側とロー

カル側に分け，管理可能な制稚肛頁目とモニタ項

目の詳細を記載している。この蓄熱空調システ

ムは，ローカル側に空調専用の手元リモコンを

設置できるため，ローカル側の空調利用者は自

由に自分のエリアの空調機器を操作することが

可能で，ローカル主体型の運用に対応できるシ

ステムである。また，中央管理主体の運用に対

応するシステムとして，手元リモコンの発停，

運転モード，設定温度の各項目を中央側から操

作禁止する機能が内蔵されている。このことは，

ローカル側の操作を主体とし，運転モードや温度設定の一部

機能を中央でコントロールする併用運用にも柔軟に対応する

空調システムであることを示している。さらに，手元リモコ

ンを設置せず完全に中央で管理コントロールするシステムに

も対応可能である。

この空調制御システムの特長を以下にまとめる。

Rパッケージエアコンの特長を生かす省設計・省工事の

空調制御システムである。

R建物の規模に合わせて標準コンポーネントのG/W

を積み上げる方式であり，部分運転やシステムの追加

が容易にできる。

◎危険分散化された階層化システムで，信頼性が高い。

●間仕切り変更等の運用変更に容易に対応でき，利便性

が高い。

R制御点数の増加するパッケージエアコンシステムをコ

ンパクトに一元情報管理できる。

また，この氷蓄熱利用マルチエアコンの空調制御システム

としては，このほかに壁掛け制御盤型のMJ-210シリーズ

75 (1141) 



特集論文
‘I | 

三菱情報センタ
0異常監視

0請求書発行

MCP :メインロントロールプロセッサで，表示や記録，及
びオペレータが設定・制御を行うための装匹

FEP :フロントエンドプロセッサで，多数の信号をテナン
ト単位に編集圧縮し， ビ）レ管理システムヘ伝送する

装晋。ビ）レ管理システムの管理負担を軽減すること
ができる

S-IFじ：空調シリアルインタフェースで， ビ）レ管理システム
(FEP)との入出力部分。シリア）レ通信て大量のテー

夕伝送を行う
G/W :空調制御用ゲートウェイで，空調システムのテータ

を系統ごとにまとめる
R :空詞手元リモロン
LCP :ローカルコントロールプロセッサで，各種設備とイ

ンタフェースし， MCPヘシリア）レ伝送する集線装
置

MOP :モニタパネルで，設備やシステムの異常を一般電話
国線によって三菱情報センターヘ自動通報する装習

図 5. MELBASとMELANS

も同時に製品化されており，建物の用途・規模に応じて選択

が可能である。

3. ビル管理設備との接続

3. 1 空調制御システムの外部接続仕様

表3に，この空調制御システムの外部接続通信の主な仕様

を記載する。この通信仕様は，従米のビルマルチの仕様と同

ーである。ビル管理設備と通信方式で既に数多くの接続をビ

ルマルチ空調システムで実現してきたが，両者の接続におい

て従米の通信ソフトウェア査産を十分に活用できる。また，

この将熱＿調システムにおいては，蓄熱運転時間帯管理仕様

及び課金仕様等の蒋熱に関する機能分担を明確化することに

よリ，容易にシステム接続が可能である。

3.2 三菱電機ビル管理装置との接続例

ビル内設備を総合的に管理するビル管理装岡と蓄熱空調シ

ステムとの接続は， MELANSシリーズのMB-300システ

ムを用いて対応する。このMB-300シリーズの構成は， G

/WとS-IFUからなり， MJ-300システムと共通である。

三淡屯機ビル管理装附の “MELBAS"AlOOO/ A2000 (D) 

とは， ビル管理装置側の通信インタフェース装置のフロント

エンドプロセッサ (FEP)と，空調設価側の通儒インタフェ

ース装附のS-IFUを接続することで容易にシステム構築が

可能である。

76 (1142) 

一例として，図5に， MELBASとMELANSの接続シ

ステムを記載する。

4. むすび

り上紹介した蓄熱空調システムは，既に 2物件を納入し，

現在稼働中である。また，ビル管理設描との接続物件も商談

中であり，今後ビルマルチの 1シリーズとして市場が拡大さ

れていくことが予測される。

最後に，今後の課題として，氷特熱利用マルチェアコンと

通常ビルマルチの混在による空調システムの最遥化や，蒋熱

時間帯内の通常空調運転制御が挙げられる。前者は空潤珈設備

全般の設計計画に関連し，空調機器の運用・使用計画とリン

クさせ，かつトータルコストを考應して，居室用途別に空調

機器の選定を最遥化していくことである。また，後者は氷裕

烈拝Ij用マルチエアコン自体をフレキシブルに使用していくこ

とで，夜間時間帯の空調使用の自由度を高めることであるが，

これは著熱性能と深く関辿した制御を必要とする。

今後更に空調機器とシステム機能を向上させ，輻広い用途

に対応していくよう改良を重ねていく所存である。

参考文献

(1) 宮本守也，堀池保宏：水密熱マルチェアコン，三菱屯機

技報， 70,No.8, 810-815 (1996) 
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高圧遮断器は， より小型・軽賊で遮断性能の優れた真空

遮断器が主流となっています。

磁気遮浙器は1960年代を最盛期として3.3-llkVの高圧

受配電設備や発慮設備などに多用されましたが，三菱電機

では1985年から生産を中止しました。このような状況で，

老朽化した磁気遮断器の維持・補修は困難となっています。

このため，従米の磁気遮断器と類似構造のフレームに真

空遮断器を搭載した更新用真空遮断器（レトロフィット

VCB)のシリーズ化を推進しました。今回製品化した遮断

器は1969年までに納入した大容批のDHMシリーズに対応

した製品であり，定格電圧 7.2/3.6kV, 遮浙電流44kA,

定格電流3,000Aの製品です。

製品の外観を写真に示します。

主な特長

(1) 軽減化した保守

屯流開閉能力の向上などにより，通屯・開閉部の保守が軽減

します。

(2) 向上した取扱い性

従米の磁気遮断器に比べ，約30％軽紐化しました。

(3) 一層向上した信頼性

ばね投入式とし，安定した投入動作を確保できます。

6DHM30, 3DHM30形更新用真空遮断器

新

器シリーズ拡

真空遮断器の仕様

形名： 6MV40DHM-630 (7. 2k V定格品）

3MV40DHM-330 (3. 6kV定格品）

定格遮断霞流： 44kA

定格屯流： 3,000A

更新対象磁気遮断器： 6DHM30(7. 2k V定格品）

3DHM30 (3. 6k V定格品）

この遮断器は磁気遮浙器の更新用であり，更新に当たっての

盤側改造は最小限となるように考應されており，制御回路の改

造などを行う必要があります。

また，磁気遮断器の更新に伴い，遮断器によって駆動される

盤側取付けのスイッチ類も同時に更新を提案しており，これに

よって高圧配屯盤全体の電気設備の延命化を図っています。

今回の製品の開発によって現在までに完成した磁気遮断器更

新用真空遮断器のシリーズを表に示します。

磁気遮断器更新用真空遮断器シリーズ

磁気遮断器更新用
磁気遮浙器 定格屯流

シリーズ 其空遮断器
形 名 (A) 

形 名

3MV32DH-315A 3DH15A 600/1, 200 

3MV32DH-315 3DH15 2,000 

3MV32DH-320A 3DH20A 600/1, 200 

3MV32DH-320 3DH20 2,000 

6MV32DH-610 6DH10 600/1, 200 

6MV 40DH-615 6DH15 600/1,200 
DH 

6MV 40DH-615 6DH15 2,000 
シリーズ

6MV 40DH-625 6DH25 600/1,200 

6MV 40DH-625 6DH25 2,000 

6MV 40DH-650 6DH50 600/1, 200 

6MV 40DH-650 6DH50 2,000 

10MV25DH-: 1050 10DH50 1,200 

10MV25DH-1050 10DH50 2,000 

3MV 40DHM-325 3DHM25 1,200 

DHM 3MV40DHM-325B 3DHM25 2,000 

シリーズ 3MV 40D HM-330 3DHM30 3,000 

6MV 40DHM-630 6DHM30 3,000 

6DHE50 

6MV 40DHE-650 
6DHE50M 

1,200 
6DHE40 

6DHE40M 

DHE 6DHE50 

シリーズ
6MV 40DHE-650 

6DHE50M 
2,000 

6DHE40 

6DHE40M 

6MV 40DHE-650 
6DHE40M 

3,000 
6DHE50M 
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オンポードフラッシュメモリライタ

フラッシュメモリは，電気的にデータ書換え可能な不揮

発性メモリです。この分野では今までEPROMが主流でし

たが， EPROMはデータを書き換えるために紫外線照射が

必要でした。

一方，フラッシュメモリは電気的にデータを書き換える

ことができるため，ボード上でのデータ書換えが可能であ

り， EPROMからの置換えが急速に進んでいます。

ところが，フラッシュメモリの書換えをシステム内で行

った場合，システム内にフラッシュメモリの書換えに必要

な制御回路とプログラムが必要になるため， EPROMを使

用した従来のシステムに比べてコストアップを招きます。

また，システム内にフラッシュメモリの書換えのための制

御回路を設けることは， EPROMを使用していたシステム

設計者にとって新たな開発上の負担ともなります。

三菱電機セミコンダクタソフトウエア味ではフラッシュ

メモリの特長であるボード上での書換えを容易に行えるこ

とを生かし，オンボードフラッシュメモリライタ “MSA

7756"を開発いたしました。

特長

(1) 実装フラッシュメモリヘの書込みをサポート

(2) バイト単位でのデータ編集が可能

(3) ホストパソコンからのリモートコントロールが可能

(4) リファレンスボードによる未実装フラッシュメモリヘの書

込みが可能

(5) リファレンスポードによるマスタROMからの読込みが可

(6) 三菱危機製全フラッシュメモリに対応

オンポードフラッシュメモリライタMSA7756

□□ ホストパソコン

シリアル通信

シリアルドライバ

ヒレ
ム

H

0 0 0 LEじ

リファレンスボード

ご
LCD 

（表示部）

□口
ターゲットシステム

オンポードフラッシュメモリライタ使用例
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有償開放についてのお問合せは

三菱電機株式会社特許センター

三菱電機は全ての特許及び新案を有償開放しております1 回目 0120-787-200

画像変換処理装置

この発明は，静止画原画像の画索密度を変換し，画索密度

の異なる画像を得る際，原画像に極めて忠実な画像を再現す

る方式に関するものである。国際標準JBIG及びファクシミ

リの固際標準規格に採用されている。

従来の画像変換処理装置には，変化点情報を忠実に再現で

きない場合が発生するという問題があった。

この発明はこの点を解消するためになされたもので，以下，

図の実施例によって説明する。第1のメモリは原画像データ

中で変換対象領域に隣接する画像データを記憶し，第2のメ

モリは画索密度変換処理後の画像データを記憶している。原

画像データを画索密度変換する画索変換部は，変換対象領域

に加え第1のメモリ及び第2のメモリの画像データを参照し

て原画像データの画索密度変換処理を行い，原画像と画索密

度の異なる画像データを出力する。つまり，原画像の対応領

インバータ出力電圧誤差の補正装置

この発明は，インバータ出力電圧の短絡防止期間による出

力電圧誤差を検出し，これを小さくするように補正を施すイ

ンバータ出力電圧誤差の補正装涸に関するものである。

従米のインバータ出力電圧誤差の補正装置は， トランジス

タ転流時のアーム短絡を防止するために，各アームの両極の

トランジスタを一定の短絡防止期間だけ

すべてオフにしてインバータ出力電圧を

休止するようにしていたため，結果とし

て，実際のインバータ電圧値と理想のイ

ンバータ電圧値の差に相当する誤差が発

生する問題があった。

この発明は上記のような問題を解消す

るためになされたもので，図にこの発明

の一実施例によるインバータ制御団路の

ブロック図を示す。インバータ出力電圧

誤差の補正装骰は，インバータ出力側に

直列に電流センサ(6)を接続し，検出さ

れた慮流の極性を比較回路(11)で判別し，

その判別した極性と直流電圧センサ(12)

によって検出された直流電源の電圧レベ

ルとによって極性反転回路(13)を経てイ

12 

（特許第1842970号，特公平5-47155号）

発明者 小野文孝

域部分の画索に加え，これに隣接する原画像データや原画像

データの画索密度変換処理後の画像データを利用することで，

より広い範囲が参照でき，かつ変換画像上でも変化情報を保

持できる場合力噂りえるので，原画像に極めて忠実な変換画像

を実現することができる。

隣接画像テータ

変換テータ

（特許第2009739号，特公平7-28537号）

発明者 桐山光雄，河井譲—

ンバータの PWM変調回路(10)に補正信号を与えるように構

成したので，インバータ出力電圧誤差を自動的に補正するこ

とが可能となった。

この発明により，高効率のインバータ出力電圧を得ること

ができる。

8
 

,10 
,’ 

,--.I-----
I PWM変調回距

ロL---------」
7
 

4 :直流電源 12 :直流電圧センサ
6 : CT（電流センサ） 13:極性反転回路
11 :比較回路（極性判定手段）
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開放しております

＊ 囀
有償開放についてのお問合せは

三菱電機株式会社特許センター

麗層 0120-787-200

工 ス 力 レ 夕 装置

この発明は，一般乗客と車いす（椅子）使用者とに共用さ

れるエスカレータ装骰の，車椅子の車止め装骰の構成に関す

るものである。

従米の車椅子搬送可能なエスカレータ装置は，奥行きの深

い車椅子用ステップが設けられ，乗降口に停止させて車椅子

使用者を搭載し，他方の乗降口に搬送していた。従米

の装置では，車椅子用ステップに搭載して，搬送中に

車椅子が移動してステップから外れないよう注意する

必要があり，車椅子使用者自身と介添人に緊張を強い

る問題点があった。

この発明は，従来の問題点を解消するためになされ

た。図にこの発明によるエスカレータ装置の実施例の

概念図を示す。主枠(1)に構成された循環路(2)に配岡

された踏段(32)に，車椅子搬送時に車椅子用踏面とな

る可動踏板を設ける。また，この可動踏板には桟の相

互間から突出する車止めか設けられている。通常運転

時には可動踏板が通常踏面となって車止めは桟から引

（特許 第1501386号，特公昭63-51956号）

発明者 石田松彦

き込まれて1尉寺される。

この発明は，以上のように構成されているので，車椅子を

安全かつ安定した状態で1船送することができる。また，車止

めは可動踏面から引き込まれるので，容易に通常運転に移行

することができる。

c
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一ヌこソトフ八
1S09000内部品質監査システム

7‘‘自審策”

IS09000内部品質監査業務の品質監査システムとして，

業界に先駆けて1996年5月に発売を開始したパッケージソ

フトウェア“自審策（じしんさく）”は， IS09000認証取

得・維持をするために品質システムのチェックを行うもの

で，次の特長を持っています。

特長

(1) “チェックリスト ー原因追求—是正処置”の構造を持 っ た業

界初のコンサルティングデータベースを提供します。また，こ

のデータベースはカスタマイズか可能です。

(2) あらかじめ設定された目標とチェック結果の差違を要求事

項別／部門別に評価グラフで表現し，その差違の原因の追求を

支援することが可能です。

(3) IS09001の138項目の要求 事 項(Shall)と，三菱電機の

IS09000取得ノウハウを集約した1,000項目の詳細項目を淵れ

なくチェックすることが可能です。さらに，不適合における是

正処置のためのノウハウを集約した1,000項目の対策を提供し

ます。

このシステムを用いることにより， IS09000に基づいて内部

品質監査を実施する際にISO事務局，内部監査員，受審部門が

行う監査計画監査準備，監査実施，受審準備，監査報告を支

援することができます。

）
 

＆ 
ファイルを） レポート(B)

二凶

←1悶畠資任をもつ経営者は、品習方針を定め、文書化しているか。 Yes Ho NA... Yes(I) 
！〇 ＇！ I 

一
No(g) | 

：言罰五;;:~;;：｀｀；；；；；：：／三
5 I経営者は、管理、業務の実行及び検証活懃に対して、必要な経営資漁を明確10
にl. ;;;.~吝埠イfl l．ナ＼， 9スが

6 I執ーく対策 2> 4. 1. 1品質方針
し汁 (1)組織の到達目標及び顧客の期1寺・ニーズの妥当性を確認する。
I| （2)品習方針をその組織の到達目標及び顆客の期待・ニーズに対応するよう見直し、降正する。

7 I耕 組線の到達目襟の対応例：「要求品質を満足し、品質の安定した製品を継続的に供総すること」
以 扉客の期待・ニーズの対応例：「ISO 9001に適合した品質シヌテムを確立し、維持する」
及 (3)定期的に(1),（2)を実施する。

411ピ

B I執行詈任を持つ経営者は、品質システムをレビューしているか。

2
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自審策操作画面
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三菱グラフィックシステムパッケーシ
一

1スボットフィト 1"PreSerV" 
、ノ

三菱グラフィッ クシステムパッケージ “PreSerV（プリ

ザーブ）＇＇は， 地図 ・図面などを利用するアプリケーショ

ンで求められる高度なニーズをすべてクリアにした製品で

す。

PreSerVは，グラフィック処理・ウ ィン ドウ処理機能を

提供し，ユーザ独自のアプリケーションプログラムと連携

して動作します。また，ユー ザの要求に合ったシステムを

効率良く開発する こと ができます。

特長

(1) プレゼンテーション機能

三菱電機オリジナルの豊富なグラフィック機能（図面表示，

操作機能／図形描画，作成，操作機能）を装備し，使い勝手の

良いシステムを容易に実現できます。

(a) 高速のグラフ ィック操作

地図など大羅のデータ表示時も，嵩速の表示，操作（拡大，

縮小， スクロール，最近点検索など）が可能です。

(b) 高度な画面操作に対応する表示／操作支援機能

表示図形を独立のレイヤに分けて管理し，個別に表示オン

／オフが可能です。さらに図形を論理的なグループとして操

作する グループ操作機能など，より詳細な定義によ って効率

的な操作が可能です。

(2) 柔軟な1開発環燒

PreSerVを用いたシステム開発では，ロジッ ク処理を行うア

プリケーションプログラムの開発と，プレゼンテーシ ョン処理

を行う PreSerVのマクロ開発を平行して行う ことができます。

(a) 開発効率の高いGUIビルダ

画面上に必要なウィンドウ部品を配置する ことに より ，ウ

ィン ドウ画面が生成可能です。生成したウィンドウ画面は，

コンパイルやリンクをせずにそのまま実行でき，アプリケー

ションとは独立に画面の追加／変更が可能です。

(b) システム固有環境の構築支援

システム固有のグラフィックシンポルは，シンボル生成ツ

ールを用いて定義が可能です。

(c) 部品の組合せによる効率的なシステム開発

グラフィソクシステムで必要な画面処理・ 図形処理の基本

機能は標準部品と して用意しています。各種部品を組み合わ

せて効率的にシステム構築をすることが可能です。また，用

途に合わせて 自由にカスタマイズも可能です。

(3) マルチフラ ットフォームに対応

端末としてUNIX系WSとPCの利用が可能です。またウ ィン

ドウ環境としては， X/Motif,Windows NT, Windows 95 

にも対応し，既存のマシ ンを生か したシステム運用ができます。

ーヽノ

（データ提供 （株）ゼンリン）

ーヽノ
GUIビルダ

｀亭鴫•~·· ,- . 
翼.,.昂● ●"  

・"'"' 

PreSerV使用例 シンボル生成ツール

）
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三菱大型映像表示装置

1ス ボットフィ ト1オーロラビジョン ‘‘HGモシュラー＂
野球場 ・競馬場 ・ビル壁面等で実績の多い大型フルカラ

ー映像表示装置といえは，固定設置式又は専用車両による

車載式が今までの常識でした。 これらの従来方式では，固

定設遣すると闇価な設備の利用率が低い，又はスクリーン

を搭載した車両の重量や寸法上の理由で設置現場に接近で

きない等の用途上の問題点がありました。

今回，市場ニーズにこたえて，可搬性，スク リーンサイ

ズ可変の柔軟性に優れたオーロラビジョン “HGモジュラ

-”を発売 しました。 レンタルやイベン ト業務での応用が

期待されます。

ヽ
~

フライトケースによるモジュール搬入風景

ーヽノ

専用吊具によるモジュール吊上げ状態

特長

●搬入，設醤の容易性（小型，軽鼠，短時間組立て）

●使用目的，設置場所に応じた柔軟なスクリ ーンサイズ設

定（モジュールごと）

●用途を広げる高品質画像（高輝度，高解像度）

●雨天でも使える屋外仕様

●耐震性，耐久性（繰返 しの分解，紐立て，輸送を考應し

た専用フライトケースの使用）

スクリーン設置は，積上げ及びつり（吊）下げの両方法による

組立てか可能てす。写真に，積上け方法による5段X5列モジュ

ール設置例を示します。

主要仕様

発光素子 複合CRT

輝 度 5,000cd/m' 

ドッ トピッチ 12.5mm 

表示階調 256階調

視認角度 水平士60゚ 垂直士15°

視認距離 10m以上

モジュールサイズ (H) 0 Sm X (W)l. 2m X (D) 0 755m 

斤只斤 量： 145kg／モジュール

最大モジュール数 72 ((H)9X (W)S) (69.12mり

スクリーン組立て完成状態(5段X5列）

）
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ヌゞットフ什 パワー排気カセット形ロスナイ
換気をするとせっかく冷暖房した空気を排気するため，

エネルギーの無駄になってしまいます。ロスナイは，排気

の熱エネルギーを給気に伝えて，換気による熱エネルギー

ロスを少なくし，冷暖房費の節約ができる機器として，多

くのビルに採用されています。

今回，店舗・ミニビルなどでの一層の普及を図るため，

小型・低価格のパワー排気カセット形ロスナイを開発しま

した。

特長

(1) パワー排気機能

人数の少ないときは，給気風量と排気風批のバランスのとれ

た省エネ換気（弱ノッチ），人数が増えて換気鼠が不足したら，

排気風撒をアップしたパワー排気（強ノッチ）で急速換気ができ

ます。

(2) 小型・軽絨

既存のカセット形ロスナイと比較すると， 1本積比40%，質量

比35％とコンパクト化・軽盤化を実現しました。

これにより，施工性が大輻に向上しています。

(3) メンテナンス性の向上

天井面のパネルを開き，メンテナンス用のカバーを外すだけ

で，容易にフィルタの清掃ができる構造となっています。

設置推奨事例

(1) 飲食店

喫荼店・スナック・レストランなどにおいては，時間帯によ

って米客数が大輻に巽なります。ピーク時にはパワー排気で効

果的に換気し，常時換気時には省エネ換気にします。

(2) 小売店舗

ブティック・書店等においては，飲食店同様時間帯によって

来客数が変動します。状況に応じてパワー排気と常時換気を切

り換え，効率的に換

気を行えます。

(3) 事務所ビル

特性

電

形 名

源

異なります。人数が少ないときは常時換気，｝は数が多いときは

パワー排気で運転すれは効率的です。

LTH-25PC 

単相lOOV 50/60Hz 

LTH-25PCの外観

ホワイトタイプ

PZ-235PCPW 

ベージュタイプ

PZ-235PCPC 

天井材組込タイプ

PZ-235PCPZ 

パネルバリエーション

LTH-35PC 

単相lOOV 50/60Hz 
営業マンの多い事

務所では，朝夕と中

間時では在室者数に

大きな差があります。

朝夕はパワー排気，

中間時は常時換気で

運転することにより，

省エネ換気が実現で

きます。

ノ ッチ パワー排気（強） 常時換気（弱） パワー排気（強） 常時換気（弱）

また，会議室の利

用は，会議内容によ

って会議出席者数が

84 (1150) 

午屯• 流 (A) 0.70/0.78 0.52/0.57 0.95/1.05 0.71/0.76 

消費電力 (W) 68/77 51/55 91/103 69/74 

風 批 (m'/h) I ~ポ八3 ←ヌ 150/150 150/150 200/200 200/200 

I排気 250/250 150/150 350/350 200/200 

温度交換効率（％） 70/70 61/61 70/70 60/60 

エンタルピー I暖房時 56/56 51/51 54/54 48/48 

交換効率(%) I冷房時 50/50 44/44 47/47 41/41 

騒音(dB)（パネル真下1.5ml 35/35 30/30 37/37 32/32 

エアフィルタ 不織布フィルタ（質猿法捕集効率82%) 不織布フィルタ（質餓法捕集効率82%)

質 倣 (kg) 13（本体のみ） 14（本体のみ）

外 1本体 溶融亜鉛メッキ鋼板

装 1インテリアパネル 樹脂成形

※交換効率は給気側の値を表示しています。
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大容量・インテリジェントUPS

1 "MELUPS9200Z"シリーズ

¥
 

三菱無停電電源装置 (UPS) "MELUPSシリーズ” の大

容量シ リーズをフルモデルチ ェンジし，‘‘MELUPS9200 

z"シリーズ (50-l,500kVA（国内単機最大容量））とし
てラインアップしました。

UPSには，各種コンピュータや通信設備など極めて高い

信頼性が要求される機器に安定した電力を供給す ることが

要求されています。 このMELUPS9200Zシリ ーズでは，信

頼性 ・機能性 ・操作性を大容量域で更に向上させま した。

特長

1. 先進のパワーデバイ ス，高性能第三世代lGBTをイ ンバー

タ ・コンバータに搭載し，低損失 ・高性能化を実現

2.各制御回路に最先端のマイクロプロセッサDSP,EPGA, 

専用ゲートア レー を採用し，フルDDC(Direct Degital 

Control)化をして高速化 ・高信頼化

(a) 制御のソフ トウェア化による大幅な部品点数の削減（従

来比1/3) によ って故障率が減少し，信頼性が向上

(b) 制御回路の自己診断機能によって各部の レベルのチェッ

クや故障診断機能を更に充実

3.あらゆる負荷に，高品質で安定した電力を供給するために

独自のインバータ制御方式を採用

●停電時にバッテリ残批を自動表示

●装置巽常時に， 詳細異常内容 ・復帰ガイダンスを自動

表示

●各箇所の計測データ ・時間トレンド ・状態変化履歴を

表示

●パネル操作によって容易に各種設定 ・外部送出信号を

確認

5.イーサネ ットLANを介して遠隔モニタリングが可能

(a) 各UPS装 置は，SNMP(Simple Network Manage-

ment Protocol :ネッ トワーク用プロトコル）イ ンタフ

ェースを実装しているので，各部の波形データ ・迎転／

故障履歴データ ・計測データなどの各種保守データを

LAN回線を通して高速で遠方のシステムモニタに伝送

可能。また他のネッ トワークとの連携 ・拡張性も容易

(b) システムモニタでは，システムスケルト ン・各部波形 ・

計測データトレンド ・状態履歴 ・保守部品管理等システ

ムの保守管理を容易に行え，保守の省力化が可能

(c) 故障時におけ るUPSの詳細データ及び各部波形データ

をサービスセンターヘ自動転送 し、故障解析することに

より， トラブルシューティングの短縮化が可能

(a) 三相個別制御することにより， 100％不

平衡負荷（単相負荷）に対して，出力電

圧アンバランスが小さい（土2％以下）

(b) 瞬時波形制御方式により ，100％整流器

負荷 （コンピュー タ負荷）及び100％負

荷急変に対して，出力電圧ひずみ (5%

以下）・変動幅（土5％以下）が小さい

） 
(c) 電流マイナループにより，負荷起動時の

突入電流や負荷過電流に対して，高速制

御を実現

(d) フィードフォワー ド制御により，負荷変

動に対して高速に応答

4.高機能ディ ジタルモニタリングによる高度

な操作性 ・保守性を実現

(a) 各部の波形データや運転状態 ・計測値 ・

故障テ‘‘ータなどの各種情報を記録し，メ

ンテナンスパソコンを使って高度な保守

サービスが可能

(b) 大型液晶画面 (20文字 X15行）を採用 し，

計illIj値 ・操作ガイダンス ・模擬母線など

を分かりやすく表示し，タッチパネルで

容易に操作可能

) (c) 盤面で多彩な表示が可能

●模擬母線によるUPS運転状態表示

MELUPS9200Z 200kVAの外観 MELUPS9200Zの盤面操作パネル

MELUPS9200Zのモニタリン グシステム




